













































































勇者のパーティで、僕だけ二軍!?
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　どこまでも続く草原で、ドラゴンと四人の冒ぼう険けん者しやたちが対たい峙じしていた。

　漆しつ黒こくの分厚い鱗うろこに覆おおわれたドラゴンの体たい軀くは巨きよ大だいで、筋肉の凝ぎよう縮しゆくされた四本の脚あしの爪つめが大地を荒あら々あらしく摑つかんでいる。纏まとう雰ふん囲い気きは禍まが々まがしく、まるでこの世の全すべての災さい厄やくを一つの形ある存在として体現したかのようだ。

　ドラゴンが高らかに吼ほえると、世界が一いつ瞬しゆん、身を竦すくめる。天を砕くだくかのようなその雄お叫たけびは大気を震ふるわせ、草原に嵐あらしのようなさざめきを巻き起こす。

　しかし、冒険者たちの先頭に立つ勇者、その精せい悍かんな顔つきは揺ゆらがない。身に着けている豪ごう奢しやな鎧よろい、その上に羽織ったマントが激しく風になびく中、強く荒々しい眼まな差ざしでドラゴンをまっすぐに見み据すえている。

　勇者の背後には、三人の冒険者たち。

　赤色のビキニアーマーを装備した、長身美び麗れいの女剣けん士し。

　三角帽ぼうと黒いローブを身にまとった、小こ柄がらな女魔ま法ほう使つかい。

　金きん髪ぱつで盛り髪がみ、胸むな元もとに十じゆう字じ架かの入った僧そう服ふくを着た女僧そう侶りよ。

　彼女たちはいずれも、百ひやく戦せん錬れん磨まの精せい鋭えいばかりだ。ドラゴンを前にして臆おくしている者など誰だれ一人としていない。皆みな、決然とした表情で目の前の脅きよう威いと対峙している。

　ドラゴンはその巨きよ軀くにそぐわないほどの速度で向かってくると体軀を翻ひるがえし、大木のような尻尾しつぽで冒険者たちをなぎ払はらおうとする。

「勇者様、お任せください！」

　赤いビキニアーマーを身に着けた女剣士が前へ躍おどり出ると、人の背せ丈たけほどもある大剣をいとも容易たやすく振ふるい、迫せまり来る尻尾を受け止めた。ぐっ、と靴くつ裏が地面へ沈しずむ。数百キロンは下らないであろうドラゴンの体重がのった一いち撃げきを喰くらってなお、まるで力負けしていない。

　恐おそろしいまでの怪かい力りきだ。

　ドラゴンは埒らちが明かないと思ったのか、体勢を整えなおすと、空気中に渦うずができるような勢いで息を吸い込み始めた。

　深い洞どう窟くつのような口から、燃え盛さかる火か炎えんを吐はき出す。

　炎ほのおが草木を吞のみ込みながら迫ってくる。

「あたしに任せなさい！」

　そう啖たん呵かを切ったのは、女魔法使いだ。三角帽と黒いローブを身にまとった小柄な彼女は手にしていた杖つえを掲かかげると、

「喰らいなさいっ！」

　その先せん端たん部から巨大な火球を発生させ、迫りくる火炎めがけて放った。

　二つの炎が衝しよう突とつし、相そう殺さいされて、霧む散さんする。

　ドラゴンは微かすかに怯ひるみを見せた。そこに一瞬、隙すきが生まれる。

「アビゲイル！」

　勇者が女僧侶の名を呼んだ。

「おっけー、まっかせといて！」

　金髪盛り髪の女僧侶は親指と人差し指で小さな丸を作るとロッドを天にかざし、勇者に跳ちよう躍やく力りよく強化の補助魔法を掛かけた。

　足元を青白い光に包まれた勇者は空高く跳躍する。ドラゴンが迎むかえ撃うとうと息を吸い込んだときにはもう、神速の剣けん技ぎをもって体軀を一刀両断していた。

　ドラゴンは溜ため込んだ息を断だん末まつ魔まへと変えながら、地鳴りと共に地に沈む。

　それはあっという間の決着だった。

　草原に立つ勇者たちは皆、無傷で、かすり傷さえついていない。

　魔王討とう伐ばつを目的としたパーティの、これが実力だった。

　パーティメンバーたちは勝利に沸わき立ち、互たがいの健けん闘とうを称たたえ合うように、笑えみを浮うかべながらハイタッチを交かわしている。

　──皆、盛り上がってるなあ。

　その光景を一人、ロキは後方に停とまっていた馬車の荷台から眺ながめていた。

　──僕もあの輪に混ざりたいな。でも、絶対浮くよな。こいつ、戦ってもいないのになんでいるんだって思われたら嫌いやだし……。

　逡しゆん巡じゆんした結果、ため息をついて諦あきらめる。最近はやけにため息の数が増えた。

　草原は日の光を受けて眩まぶしい。対して、ロキのいる荷台はどんよりと薄うす暗ぐらい。光の濃のう度どの差でパーティの皆が、余計にキラキラと輝かがやいて見える。

　ロキはパーティで一人だけ、戦せん闘とうに参加していない。

　なぜか。

　彼はパーティで唯ゆい一いつの二軍だったからだ。




















一章　激突、古塔の決戦！（お留守番）






　町外れにある、井い戸どの前。

　石いし畳だたみが敷しき詰つめられ、周囲をレンガ造りの建物が囲んでいる。

　ロキは井戸から汲くみ上げた水、それが入ったたらいの前にしゃがみこみ、パーティメンバーたちの衣服を洗せん濯たく板いたを使ってごしごしと手洗いしていた。水に浸つかった僧服、その胸元に描えがかれた十字架が次し第だいに元の白さを取り戻もどしていく。

　他のパーティメンバーたちが魔ま物ものとの戦いを繰くり広げた一方で、ロキは洗濯物の手洗いによる手て荒あれと戦っていた。

　ごしごし。ごしごし。

　衣服を手でこするたびに、指先がひりひりと痛む。

　ロキの隣となりには未いまだ、山のような洗濯物が積み上げられている。

　たった一人でこれだけの量を処理しなければならないと考えると、

「こんなはずじゃなかったんだけどなあ……」

　思わず、ため息が漏もれてしまう。

　ロキは魔王討伐を目的としたパーティ、その中で唯一の二軍だった。二軍なので魔物との戦闘に参加することも、ダンジョン探たん索さくに赴おもむくこともない。行軍中は馬車の荷台で膝ひざを抱かかえて座っているだけの存在だった。

　その代わりに炊すい事じ、馬車番、買い出しと、あらゆる雑用を任されている。

　今行っている洗濯も、その一いつ環かんだ。

「僕だって、本当は魔物をびしばし叩たたきのめしたいんだ」

　ロキは木製の棒を構えると、洗い終えた僧服を魔物に見立て、勢いよく叩く。

「えいやっ」

　上段からの一撃をお見み舞まいしたあと、横からのなぎ払い。そしてとどめは助走をつけてからのジャンプ斬ぎりだ。

　僧服は抵てい抗こうしないので、思う存分成敗することができる。

　今の僕は、まるで勇者みたいだ──と静かな高こう揚よう感に包まれていると、

「……あんた、何やってんの？」

　背後から声がした。

　ロキは肩かたをびくっと跳はねさせる。

　おそるおそる振ふり返ると、そこには魔法使いのルミナが立っていた。

　燃えるような紅あかい髪に、高貴で気の強い猫ねこのような瞳ひとみ。

　つばの長い三角帽をかぶり、黒色のローブに身を包んだ彼女は、怪け訝げんそうな目でこちらをじとりと睨にらんでいた。

「……い、いや、別に？　洗濯してただけだけど？」

　まさか洗濯物を魔物に見立てて遊んでた、とは言えない。

　バレたら、こいつダッサイなーと思われて舐なめられてしまう。

「ふうん。まあ、なんでもいいけど」

　ルミナは腕うで組ぐみをしたまま、小さなあごをくいっとしゃくりあげる。

「馬車に積んでた水、なくなったみたいだから。ちゃんと汲んどきなさいよ。忘れたら承知しないから」

「……いや、汲んどけって簡単に言うけどさ、馬の分もあるし、井戸と馬車を何往復もしないといけないじゃないか。一人じゃしんどいよ」

「知らないわよ、そんなの。あんた二軍でしょ？　暇ひまがあるんだから、それぐらいがんばりなさいよ。とにかく、あたしは伝えたから」

　ルミナは一方的にそれだけ告げると、その場から去っていった。

　ロキは彼女の姿が見えなくなると、足元の小石を蹴けった。

「くそっ。僕を二軍だと思って、好き勝手いいやがって！　樽たるいっぱいの水を抱えながら井戸と馬車を往復するのがどれだけ大変だと思ってるんだ！　だいたい、このあと買い出しにも行かないといけないし、暇なんかじゃないよ！」

　ルミナの奴やつめ、とロキは内心で毒づく。

　背も胸も小さいくせに、態度だけは一人前ときている。

　凄すご腕うでの魔法使いだか何だか知らないけど、鼻持ちならない。

　というか、少しは洗濯手伝えよ！　衣服を一枚一枚手洗いしてみろ！　そしたら二度と暇があるだなんて言えないはずだ。

　しかし、ルミナにそう面と向かって言うことはできなかった。

　ロキは二軍で、相手は一軍。同じパーティで対等な関係と分かってはいても、何となく引け目を感じてしまう。

　だが、このままだと際限なく雑用を押し付けられる羽目になる。

　勇者パーティに入って、死因が炊事や洗濯による過労死とは笑えない。敵は魔王じゃなくて真っ黒な労働環かん境きようでした。どうせ死ぬなら、魔物相手に華はな々ばなしく散りたい。

　よし、もうこれ以上は止やめよう、とロキは固く心に誓ちかった。

　今度誰かに雑用を頼たのまれても、断固として引き受けない。心を鬼おににして突つっぱねてやる。

　あれほどあった洗濯物の山もとうとうなくなろうかというときだ。

「あ、やってるやってるー」

　背後から、今度は別の声が聴こえてきた。

　鼻にかかったような、甘ったるい感じの声こわ色いろ。

　緊きん張ちよう感を孕はらみながら振り向くと、僧そう侶りよのアビゲイルが後ろ手を組んで立っていた。

　目が痛くなるほどの金きん髪ぱつで盛り髪がみ、端たん正せいな顔立ちを化け粧しようで彩いろどった彼女の耳には、大きな星形のイヤリングが陽光を受けて光っている。

　きゃぴきゃぴとした華はなやかな見た目はいかにも遊び慣れている感じで、世の中を舐めている者だけが纏まとえるお気楽さがあった。

　ロキはそんなアビゲイルのことが苦手だった。田舎いなかの村出身なので、垢あか抜ぬけている人種とは今までほとんど関かかわったことがなかったのだ。

「もー。ロキっちのこと、ちょー探したんだかんねー。ていうか、こんなところで洗濯してたんだー。なんかウケんね」

　アビゲイルはそう言って、からからと笑う。

　ロキはどう返していいのか分からず、曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

　なんかウケる？　僕はバカにされてるのか？

　そこでふと、アビゲイルが抱えている衣服の山に目がいく。

　なんだか、嫌な予感がした。

「勇者っちが、これ追加だって。ロキっちガンバー」

　やっぱり。

　アビゲイルは軽い調子で言うと、ひらひらと手を振ふる。

　あとは任せたから、一人で頑がん張ばってという感じだろうか。

　いくらなんでもこれだけの量をロキ一人で捌さばききるのは難しい。このあとには買い出しも控ひかえているのだ。

　──そもそも一軍メンバーだって町にいるときは基本、暇じゃないか。

　ロキはさすがに黙だまっていられなくなり、「ちょっと待ってくれよ！」と彼にしては大きめの声量で呼び止めた。

　軽かろやかに踵きびすを返して立ち去ろうとしていたアビゲイルは、

「え？　なに？」

　と、振り返り、長いまつげの大きな瞳でロキを見み据すえてくる。

　うっ……。

　いざ対面してみると、圧力が凄すごい。華も凄い。

　迂う闊かつなことを言って機き嫌げんを損そこねれば、取って食われてしまいそうだ。

　でも、引くわけにはいかない。

　このままだと待ち受けているのは確実な過労死だ。

　──ふざけるな！　いい加減にしろ！　自分の服ぐらい自分で洗え！

　言う。絶対に言う。

　過労死しないためにも。人権を守るためにも。

　ロキは覚かく悟ごを決めると、息を深く吸い込み、アビゲイルを真っ向に見据えて言った。

「……ごめん。なんでもない。洗濯がんばるよ」

　しかし出たのは、開けた口の大きさとはまるで釣つり合わない小声。

　それと、へへっ……という卑ひ屈くつな作り笑い。

　正直言って、怖こわかった。

　派手な見た目のアビゲイルが、めちゃくちゃ怖かった。

　田舎の村出身のロキには、アビゲイルは煌きらびやかに過ぎた。彼女はまるで同じ生き物とは思えないほど垢抜けて見えた。

　だから気け圧おされて、思わず引き受けてしまった。

　──僕のバカ！　意気地なし！　そんなんじゃダメだろ！

「そんじゃ、よろー」

　アビゲイルは軽い調子で言うと、後ろ手を組んだまま、どこか弾はずんだような足取りで去っていってしまった。何が楽しいのか、鼻歌なんぞ口ずさんでいる。

　どうせ今から男漁あさりにでも行くのだろう。そして同じように派手ななりの男と出会って四秒で合体したりするのだろう。

　ロキが楽しくもない雑用に興じている間に、だ。

　そう考えると、無む性しようにいらいらしてきた。なので、胸の奥底にわだかまっていた怒いかりを吐はき出すためにも大声で叫さけんだ。

「このビッチめ！　よろー、じゃないんだよ！　どうせ男といちゃこらするくらいしかやることないだろうし、ちょっとは手伝え！　服洗え！　水汲め！」

　内に溜たまった鬱うつ憤ぷんを、これでもかと吐き出す。

　万が一彼女に聞かれるとまずいので、井い戸どの奥底に向けて叫んだ。深々と穿うがたれた黒穴に罵ば詈り雑ぞう言ごんがこだまする。

　びっち、びっち、びっち……。

「……ふう。勝った」

　ロキは一通り鬱憤を吐き出して満足すると、再びたらいの前にしゃがみこみ、洗せん濯たく物ものをごしごしと手洗いし始める。

　何だかんだと文句を言いながらもきちんと雑用をこなすあたり、悲しいまでに二軍根こん性じようが染み付いていた。




　全すべての雑用が終わると、すっかり日が暮れていた。

　ロキは乾かわいた洗濯物の山を抱かかえながら、馬車へと歩いていく。

　建物に切り取られた夜空からは、月明かりが煌こう々こうと差し込んでいる。明かりの灯ともった店の扉とびらの向こう側からは人々の賑にぎやかな笑い声が聞こえてくる。

　他のパーティメンバーたちは今ごろ、宿屋にいるだろう。そして柔やわらかいベッドに身を横たえながら眠ねむるのだ。

　しかし、ロキの寝ね床どこは宿屋ではなく、馬車の荷台だった。

　勇者が、二軍には宿代がもったいない、と言ったからだ。

　ロキは宿の横に停とめられた馬車にたどり着くと、幌ほろを開け、荷台へと乗り込む。

　荷台の床ゆかは板張りで、幌がアーチ状に掛かかっている。周囲には水や食料、雑貨品などが乱雑に積み上げられていた。

　空気はどこか埃ほこりっぽく、淀よどんでいる。

　劣れつ悪あくな環境だ。

　だが、雑用で疲つかれているロキには関係なかった。硬かたい床に身体を横たえると、そのまま泥どろのように眠る。

　その夜、夢を見た。まだ旅立つ前の懐なつかしい記き憶おくだ。




　　　　　※




　村のそこらじゅうから火の手が上がっている。

　かやぶきの家は燃え、畑は荒あらされ、逃にげ惑まどう人々が悲鳴を叫んでいる。

　ロキの住む村に魔ま王おう軍が攻せめてきたのは、二週間前のことだった。

　魔王の眷けん属ぞくが大量の魔物を従え、襲おそい掛かってきた。

　村の勇ゆう敢かんな若者たちは、武器を持って魔王軍に立ち向かった。気力を振り絞しぼって放った渾こん身しんの一いち撃げきはしかし、魔物は倒たおせても魔王の眷属には傷を与あたえられない。

　魔王軍──その中でも魔王の直属の眷属には、人類のありとあらゆる攻こう撃げきが効かなかった。

　剣けんも、魔法も、何もかも。

　元来人間界に生息する魔物は倒せても、魔王やその眷属は倒せない。

　村人たちの抵てい抗こうは、何の意味もなさなかった。なすすべもなくただ蹂じゆう躙りんされるがままの彼らは死を覚悟した。ロキもその中の一人だった。

　勇者パーティが村に訪おとずれたのは、そんな折だった。

　勇者は村人たちの制止も聞かず、悠ゆう然ぜんと魔王軍へ立ち向かっていった。

　今でも鮮せん明めいに覚えている。圧あつ倒とう的な強さだった。

　剣捌き、身のこなし、迫はく力りよく──全てが別格だった。

　なにより特筆すべきなのは、彼の攻撃が魔王の眷属に通用したことだ。

　後に分かったことだが、その身に勇者の証あかしを有している者であれば、魔王や魔王の眷属にも傷を負わせることができるのだという。

　勇者は現存する人類の中で唯ゆい一いつ、勇者の証を持つ者だった。

　彼は人類最後の希望──

　ロキはそんな勇者の戦う姿を見て、世の中にこんなにも強い人がいるのか、と今までの自分が抱いだいていた枠わく組ぐみをぶち壊こわされる思いがした。

　そして同時に、強い憧あこがれを抱いた。

　ロキは十六という年のわりには背が低く、童顔だった。線が細く、時には女の子に間ま違ちがえられてしまうほど。だから常々、男らしくなりたいと願っていた。

　ロキの目には、勇者がとても男らしく、そして格好良く映った。

　彼のようになりたいと思った。

　だから、勇者に「お前、俺たちの仲間にならねえか」と誘さそわれたとき、飛び上がりそうになるほど嬉うれしかった。

　旅に同行すれば、彼のようになることができる。

　英えい雄ゆうの仲間として、活かつ躍やくすることができる。

　ロキは一も二もなく、頷うなずいた。その頃ころは希望に満ち溢あふれていた。まさか二軍としてこき使われる日々が待ち受けているとは、夢にも思っていなかった。




　　　　　※




　荷台の揺ゆれによって、目が覚めた。

　身体からだを起こすと、すでに馬車は出発しているようだった。

　幌を開けると、御ぎよ者しや台だいには女剣士のサラが座り、馬の手た綱づなを引いている。

　魔法使いのルミナと、僧侶のアビゲイルは、それぞれ魔物の襲しゆう撃げきに備えて、馬車の左右に付き従って歩いていた。

　そして勇者はというと、御者台で手綱を取るサラの隣となりで、何をすることもなくただ鷹おう揚ように足を組んで寝ね転ころがっていた。くああ、とあくびをかみ殺している。

　恐おそらくは昨夜、バカみたいに酒を飲みすぎたのだろう。荷台にまで強い酒気が漂ただよってきていた。

　旅に同行して分かったことだが、勇者は実力こそずば抜ぬけているものの、素行面に大きな問題を抱えていた。

　彼は誰だれに対しても分け隔へだてなく横暴で、自己中心的だった。

　気が乗らないから町から出発しないとか、パーティメンバーに一言も告げずに朝帰りをすることなどざら。

　けれど、誰も勇者に強く言うことはできなかった。

　もし彼の機嫌を損ねてしまえば、世界の滅めつ亡ぼうを招きかねないからだ。

　馬車は草原を抜け、森に入ると、しばらくして停止した。

　ロキは再度幌を開けると、外の様子を覗のぞき込む。

　目の前には、天を突つくようにしてそびえたつ古塔があった。周囲を取り囲む森林よりもずっとずっと高く、荘そう厳ごんな佇たたずまいをしている。

　塔の外がい壁へきの所々は剝はがれ落ち、太い蔦つたが這はっている。頂上は首が痛くなってしまうほどの位置にあり、周囲には薄うすい雲がかかっていた。

　この古塔には、魔王の眷属が潜せん伏ぷくしていた。

　魔王の腹心である十体の眷属は各地に散らばり、魔王城の在あり処かを覆おおい隠かくすための強力な結界を張り巡めぐらせている。

　つまり、眷属を全員倒さない限り、魔王とは戦えない。

　十体いた眷属たちは、すでに残り七体になっていた。

　ロキが加入した際には、三体の眷属が討とう伐ばつ済みだった。

　勇者は御者台から降りると、古塔をまっすぐに見上げる。そちらへ向けて歩いていこうとする彼に対して、女剣士のサラが声をかけた。

「勇者様。酒気を帯びている状態で、本当に大だい丈じよう夫ぶなのですか？　一度町へ引き返して出直すというのも……」

「必要ねえよ」と勇者は吐き捨すてた。「酔よってるからといって、ドラゴンがアリに負けることがありえるか？」

「い、いえ……」

　勇者は愚ぐ問もんだ、というふうに鼻を鳴らす。魔族討伐は続行するようだ。

　勇者を筆頭とした一軍メンバーたちが古塔に向かおうとするのを見て、ロキはまた自分一人が取り残されると危き惧ぐし、慌あわてて荷台から身を乗り出して尋たずねた。

「なあ、勇者、僕にも何かできることはないか」

　僕だって、皆みなといっしょにダンジョンへ赴おもむきたい。

　皆と並び立って、魔物相手に剣を振ふるって戦いたい。

　そういう意志を込こめて、ロキは尋ねたのだった。

　すると、酒気で顔を赤らめた勇者が振り返り、

「てめえにできることか……一つだけあるな」と言った。

「え？　本当に？」

「ああ」

「それっていったい──」

「馬車番してろ」

　勇者はぴしゃりとそう言い切ると、古塔へと歩いていった。

　ロキは馬車の荷台に一人、ぽつりと取り残される。

　馬車番といっても、馬車の周りには魔物除よけの聖水を撒まいているので、実際にはただの留守番と変わりがない。

　つまりはまた、置いてきぼりを喰らったのだった。

　馬が、ひひーん、と間抜けないななきを上げた。何だかやけに胸に響ひびいた。




　馬車番をしている間、特別なイベントは何一つ起こらなかった。ただただ砂を嚙かむように無意味な時間が過ぎるのを待つだけ。

　森を夕ゆう陽ひが染める頃になって、ようやく勇者たちが古塔から帰ってくる。

　勇者が酒気を帯びていたにもかかわらず、無事に眷属を討伐できたようで、パーティメンバーたちはその話で盛り上がっている。

　ロキは同行していないので当然のように話には入れない。薄うす暗ぐらい荷台で皆の話に聞き耳を立てながら、まだ見ぬ冒ぼう険けんに想おもいを馳はせることしか。

　再び動き出した馬車は、森の中を駆かけ抜けていく。

　──もうこれ以上は我が慢まんできない。

　ロキは意を決して立ち上がると、ついに御者台へと続く幌を開けた。緊きん張ちようで汗あせばむ手のひらを握にぎり締しめながら、勇者の広い背中へと声を飛ばす。

「勇者、話があるんだ。僕を一軍に上げてほしい」

　いつまで経たっても、雑用の仕事が終わる気配は見えない。だからもうこうなったら直じき訴そするしかないという結論に至ったのだった。

　だが、

「断る」

　勇者は一考することもなく、即そく座ざに要求を退けた。

「どうして！」

「それをてめえに言う必要があるか？　このパーティじゃ俺が絶対だ。分かったらとっとと幌ほろを閉めろ」

　いつもなら、諦あきらめて引き下がっていたであろう場面。

　しかし、ロキはそうしなかった。すごすごと引き下がるには、もう度たび重かさなる雑用で鬱うつ憤ぷんが溜たまりすぎていたのだ。

「嫌いやだ」

　だから、はっきりとそう告げた。

「僕は雑用をするためにパーティに入ったわけじゃない！　炊すい事じや洗せん濯たく、買い出しがしたくて馬車に乗り込んだわけじゃない！　僕は……僕は──勇者みたいに魔王軍と戦えるような男になりたくて、パーティに入ったんだ！」

　思いの丈たけをぶちまけたあと、はっ、とした。

　いつの間にか勇者は振り返り、ロキを鋭するどい眼光で見み据すえていた。それは見る者を凍こおりつかせてしまうほどの、禍まが々まがしい眼まな差ざし。

　ロキの生物としての本能が、警けい鐘しようを鳴らしていた。怯ひるみそうになるのを、腹の底にぐっと力を入れることでなんとか堪こらえる。

「……ふん。そこまで言うなら、仕方ねえ。いいだろう」

　勇者は鼻を鳴らすと、そこでようやく表情を緩ゆるめた。

「一つ、テストしてやるよ」

「……て、テスト？」

「ああ。次に出くわした魔ま物ものを、てめえ一人の力で倒たおす。これができたらてめえを一軍に上げてやってもいい」

「ほ、本当か？」

「俺は噓うそが大だい嫌きらいな男だ。二言はねえよ。ただし──」

「ただし？」

「もし倒せなかったら、てめえは一生二軍だ」

「い、一生二軍だって……？」

　ロキは、突きつけられた条件の重さに絶句する。

「ああ。もちろん、パーティから逃にげ出すことも許さねえ。てめえは一生奴ど隷れいみたいに下働きをし続けるんだ」

　その未来を想像し、無意識のうちに、ごくり、と生なま唾つばを飲む。

「何かを得ようとするなら、何かを失う覚かく悟ごをしなきゃならねえ。世の中そんなに甘くねえってことだ。さあ、どうする？」

　勇者は爬は虫ちゆう類るいのような目で、ロキの顔を見据えてくる。

「俺としては、どっちだっていいんだぜ。てめえが進もうが、止まろうが。決めるのはいつだって自分だ。他人の選せん択たくに意味なんてねえ。そうだろう？」

　決めるのはいつだって自分。確かにその通りだ。

　進むのか、それとも止とどまるのか。

　僕は──

「やるよ」

　少しでも前に進みたい。現状を変えたい。

　憧あこがれに、近づきたい。

「いい返事だ」

　勇者はにやりと愉たのしげに口角を上げた。

「魔物が出たら呼んでやる。それまで精せい々ぜい、備えておきな」

　幌がぴしゃりと閉められると、荷台に再び薄うす暗くら闇やみが降りた。

　ロキはあぐらをかきながら、握った右拳こぶしを左手で覆う。

　魔物をたった一人で討伐する。

　できるだろうか──と弱気になりそうになり、大丈夫だ、と腰こしに差した剣けんの柄つかをぎゅっと握りしめながら自分に言い聞かせる。

　故郷の村の道場では、一、二を争うほどの剣の使い手だったんだ。

　だから、何も臆おくする必要なんてない。

「おい、出番だ」

　勇者の声に促うながされ、ロキはゆっくりと立ち上がる。

　よし、いこう。これが記念すべき初うい陣じんだ。

　ロキはそう勇み、幌の向こう──光の広がる世界へと一歩を踏ふみ出す。御ぎよ者しや台だいから森林の地面へと降り立った。

　背後から、魔物のものらしき呻うめき声が聴こえる。

　意気込んで振り返って、絶句した。

「え……」

　眼前に飛び込んできたのは、大だい蛇じやの魔物──デビルスネークだった。

　ふしゅると生温かい息を洩もらすそいつは、周囲の大木と比べてもなんら遜そん色しよくがないほどの巨きよ大だいな体たい軀くを有している。

　金色に輝かがやく両りよう瞳どう。分厚い皮ひ膚ふは黒と灰色のまだら模様。

　口元から覗のぞく舌は、血に濡ぬれたような紅べに色をしている。

　暴力的なまでの巨体。そして威い圧あつ感。

　ロキは金かな縛しばりにあったかのように動くことができなかった。それほどまでに目の前の光景に圧あつ倒とうされていた。

　なんだこいつ──化け物じゃないか。

「どうした。突つっ立たってるだけじゃ、魔物は倒せないぜ」

　勇者が背後から嘲あざけりを含ふくんだ声をかけてくる。

「ゆ、勇者様！　いくらなんでも、ロキさん一人でデビルスネークを倒すというのは無茶ですよ！」

　そう口にしたのは、剣士のサラだった。

「そーだって！　マジ、一いつ瞬しゆんでやられちゃうってば！」

　僧そう侶りよのアビゲイルがそれに追つい随ずいする。
















「わざわざ死体を増やすつもり？」

　魔法使いのルミナも呆あきれたように言った。

「うるせえな。外野は黙だまってろ。興が削そがれる」

　勇者は全すべての声を一いつ蹴しゆうする。

「戦うことを決めたのはあいつだ。てめえらがとやかく言う筋合いはねえ。たとえ殺されるにしても黙って見てろ」

「し、しかし……」

　まだ食い下がろうとするサラを、勇者はもう見ていなかった。彼の興味の矛ほこ先さきはロキに向けられている。

　ロキはというと、剣を構えたまま、一歩も動けないでいた。

　格が違ちがう──本能がそう理解していた。

　道場で、木剣を用いて行った模も擬ぎ戦とはまるで違う。

　命を懸かけた、文字通りの死し闘とう。

　パーティの皆みなは、こんな世界で戦っていたのか。

「ほら、見なさいよ。あいつ、びびって一歩も動けてないじゃない」

　魔法使いのルミナがそう指し摘てきしてくる。

「て、敵の出方を窺うかがってるだけだよ！」

　ロキは怯おびえていることを悟さとられたくなくて、強がった。

「じゃあ、なんでそんなに震ふるえてるのよ」

「む、武者震いに決まってるだろ！　戦うのが楽しみで仕方ないんだ！」

「ふうん」とルミナはどこか意地悪そうな相あい槌づちを打った。「あんたって、武者震いすると失禁するのね」

「え……」

　ロキは思わず自分の下腹部を見やる。穿はいていた布のズボン、その股こ間かん部分を中心として円状にぐっしょりと濡れていた。

　恐おそらくはびびりすぎて無意識のうちに洩らしてしまったのだろう。

　顔中が熱くなる。めちゃくちゃ恥はずかしかった。

「こ、これは……そう、汗だよ！」思わず苦しい言い訳を吐はく。

「あんたの汗かん腺せん、一いつ箇か所しよに集中しすぎでしょ」

　ルミナはにやにやと、含み笑いをしながら言う。

「う、うるさいなあ！」

　──くそっ！　僕は十六にもなって何やってるんだ！　魔物の迫はく力りよくにびびってお漏もらしするなんて男のやることじゃないだろ！

　今すぐ消えてしまいたいくらいの羞しゆう恥ちに襲おそわれる。

　──いや、でも、まだ魔物を倒しさえすれば失態はチャラになる！　震えてたのも武者震いってことにできるはずだ。たぶん。

「うあああああっ！」

　ロキは剣を構えると、雄お叫たけびを上げながら地面を蹴けった。

　途と中ちゆうで何度も躓つまずきながら、それでも逃げることなくまっすぐと、デビルスネーク目め掛がけて駆かけていく。がむしゃらに剣を頭の後ろで振ふりかぶると、その剣先をデビルスネークの腹部へ力任せに叩たたきつけた。

　ガキィン！

　鈍にぶく歯切れの悪い音がして、光を放つものが地面へと落ちる。

　嫌な予感がして、恐る恐る手元の剣を見ると──先せん端たん部が折れていた。

　その瞬間、ロキは自分の死期を悟った。デビルスネークが体軀をしならせ、尻尾しつぽを翻ひるがえす動作がやけにゆっくりと、そして鮮せん明めいに感じられた。

　振り出された尻尾は、ロキの腹部を直ちよく撃げきする。凄すごい衝しよう撃げきと共に靴くつ裏が浮うき、次の瞬間には大木の幹に背中から叩きつけられていた。

「──ぐはっ！」

　視界が赤く染まり、胸むな元もとから熱いものがせり上がってくる。

　デビルスネークが倒れこむロキを見下ろし、牙きばを剝むこうとする。けれど、もう抵てい抗こうするだけの力は残っていなかった。

　もうダメだ──全てを諦あきらめ、まぶたを閉じようとしたときだ。

「情けねえやつだ」

　いつかと同じような声がした。

「どうやら、テストは失格らしいな」

　目の前に、勇者の背中があった。大きくて、広い。あの日、ロキを魔物の手から救ってくれたときと同じ。

「そこで見てろ。一軍と二軍の違いって奴やつをな」

　デビルスネークはうなり声を上げると、牙を剝き、勇者が立っていた場所を貪むさぼるように丸まる吞のみしてしまった。だがそれより数瞬早く、勇者は空へ跳ちよう躍やくしていた。

　その姿が、木々の折り重なった葉の間からぎらぎらと輝く太陽と重なって、一つの影かげのように黒く塗ぬりつぶされる。

　ロキは朦もう朧ろうとする意識の中で、はっきりと捉とらえた。

　空中から地上へ下降する勇者が剣を閃ひらめかせ──デビルスネークの頭頂部から胴どう体たいまでを縦に真っ二つに斬きり裂さくのを。

　どす黒い血の雨が舞まい、魔物の断だん末まつ魔まが響ひびく中で、勇者は嗤わらっていた。そのぎらついた狂きよう気きの滲にじんだ表情に、恐きよう怖ふや怯えの色は全く覗うかがえない。

　デビルスネークの体軀が地に伏ふせ、ずずぅん、と地鳴りのような音が響く。

　勇者は剣を払はらい、付着した血を落とすと、振り返って言った。

「これが一軍と二軍の実力差ってやつだよ。俺を倒たおせるくらいにならねえと、てめえを一軍に上げてやるわけにはいかねえな」

　一軍と二軍。

　その二つを隔へだてる壁かべは遥かに高く、そして険しい。

　ロキは悔くやしさと無力感に包まれながら、意識を失った。




　目を覚ますと、見慣れた幌ほろの天てん井じようが見えた。

　どうやら荷台の床ゆかに寝ねかされているらしい。毛布が掛かけられている。

　辺りはすっかり暗くら闇やみで、世界は夜を迎むかえているようだ。

「あ、お目覚めになりましたか」
















　側そばで正座していた女剣士のサラが、ロキの顔を覗き込んでくる。

　腰にまで届くほどの長く艶つややかな髪かみ。顔立ちは整っていて凜り々りしく、けれど生来の人の良さのようなものがにじみ出ている。戦っているときこそ迫力があるが、今は柔にゆう和わで穏おだやかな微ほほ笑えみを浮かべていた。

　赤色のビキニアーマーに身を包んだ彼女の肉体は、美しかった。余計な贅ぜい肉にくというものが全くついていない。戦せん闘とうに特化するため、極限まで絞られている。

　代わりにというのも何だが、胸はこれでもかというほど大きかった。今にもこぼれてしまうのではないかと心配してしまうほどに。

「僕はいったい……」

「ロキさんは魔物との戦いで、酷ひどいケガを負っていたんです。全身を強打して、骨が何本も折れてしまっていたんですよ」

「え？　でも、今は全然……」

　痛みを感じない。まるで戦闘自体が夢だったかのように。

「アビゲイルさんが治ち療りようしてくださったんです」

「アビゲイルが？」

「はい。この町につくまで、付きっきりで」

　何だか意外だった。彼女はそんなことをする人には見えなかった。骨折れるとかちょーウケるんですけど、とバカにされて終わりだと思っていた。

　そういえば、失禁したにもかかわらず、下腹部に不快感がない。

「もしかして、僕の下着を取り替かえてくれたのも？」

「いえ、それはアビゲイルさんではありません。私です」

「そうだったの？」

「はい。アビゲイルさんは、そういうことは不得手なので」

　サラはそこで、はっ、と目を見開いた。

「──み、見てませんよ!?」

「え？」

「ロキさんの下着を替えるとき、なにも見てません！　本当です！　別にお尻しりにあった痣あざとか全然見てませんから！」

　サラは顔を真っ赤にしながら、慌あわてて弁解の言葉を口にする。しかしその視線は無意識のうちにロキの下半身へと吸い寄せられていた。

　じぃーっ……

「サラ？」

「ナ、ナニモミテマセンヨ？　ナニモ……」

　サラは目を斜ななめ下に逸そらすと、上ずった声でごまかした。

　ロキは、どうして僕のお尻に痣があることを知ってるのか、それはサラが僕の下半身を見たからじゃないのか、と思ったが、深くは追及しないことにした。

「……それより、色々と迷めい惑わくをかけてごめん。自分でも情けないよ。あんなに簡単にやられるなんてさ」

　影かげの差した苦笑いを浮かべると、ぽつりと言葉を落とす。

「……やっぱり、僕には雑用がお似合いってことなのかな」

「そんなことはありません。ロキさんは立派でした」

「え？」

「以前、今まで一度も実戦経験がないとおっしゃっていたのに、あのデビルスネーク相手に立ち向かうことができたんです。誇ほこることこそすれ、恥じる必要なんてありませんよ」

　サラはぐい、と前のめりになると、それに、と続ける。

「ロキさんが炊すい事じや洗せん濯たくなどの雑用を引き受けてくださるからこそ、私たちは安心して戦うことができるんです。ロキさんもご存じだとは思いますが、私はとても不器用なので炊事や洗濯などがまるでできません。なので、ロキさんがいてくださってとても助かっています。他の皆さんもそう思っているはずです。ですから、ご自分のことをそう卑ひ下げなさらないでください」

　サラは最初、積極的にロキの雑用を手伝おうとしてくれていた。けれど、洗濯をすれば洗濯板に服を押し付けすぎて粉々にし、料理をすれば、野菜を切るのに人の背せ丈たけほどもある大たい剣けんを使用して台所ごと真っ二つにしたり。まるで使い物にならなかった。彼女は雑用をするには鍛たん錬れんを積みすぎたのだ。

　サラは自分を引き合いに出してでも、ロキを慰なぐさめようとしてくれた。励はげまそうとしてくれていた。その心こころ遣づかいが嬉うれしかった。

「……ありがとう。そう言われると気が楽になるよ」

「私は思ったことを言ったまでですから」

　サラはにっこりと微笑んだ。

「お身体からだはもう、平気ですか？」

「うん。すっかり。……そういえば、皆みなは？」

「皆さんは、一足先に酒場へ向かいました。私たちも行きましょうか。たくさん食べて楽しんで、元気を出しましょう」

「……でも、僕は二軍なんだ。きっと勇者が許してくれない」

「大だい丈じよう夫ぶです。勇者様はもうかなり酔よっていらっしゃいますから。私たちのことなんてまるで気にしてませんよ。それに何か言われても、私が説得してみせます」

　サラは胸に手を置いて、優やさしげな声こわ色いろで言った。

　そこまで言われると、無む下げにするわけにもいかなかった。

「……うん、分かった。じゃあ、いこうか」

「はい」

　ロキはサラと共に馬車の荷台から出ると、石いし畳だたみの道を歩いていく。

「……前から気になってたんだけど。サラはなんでその服装なんだ？」

「と、言いますと？」

「いや、剣士って前線で戦う危険な職業じゃないか。なのにその……ビキニアーマーにはほとんど布がないだろ？」

　ビキニアーマー。それは文字通り水着のような鎧よろいのことだ。

　守られているのは胸と局部だけで、他の部位──例えばお腹なかや太ももなんかは剝き出しになっている。

　防ぼう御ぎよ性せいは低いし、何より目のやり場に困る。

「だからいいんですよ」とサラは熱の入った口調で言った。「普ふ通つうの鎧だと重さの分だけ迅じん速そくな動きが妨さまたげられてしまいますから」

「でも、攻こう撃げきが当たったら危ないじゃないか」

「大丈夫です。当たりませんから。その前に躱かわすか、剣で防ぎます」

　当たらなければどうということもない。

　それはロキには到とう底てい及およびもしない次元の話だった。

　これが一軍か──と感かん嘆たんしていると、酒場へとたどり着いた。

　スイングドアをくぐると、むせかえるような熱気と活気が押し寄せる。

　店内は人でごった返していて、勇者やパーティメンバーの姿もあった。木製のテーブルの上には酒や料理がところ狭せましと並んでいる。

　勇者は奥にある一番大きな席につき、何人もの女を侍はべらせていた。町娘むすめだけでなく店員であるバニーガールまで皆、熱っぽい瞳ひとみで勇者のことを見つめている。

　勇者は大おお股またを広げながら、両りよう脇わきにいる女の肩かたを抱だき寄せる。瞳はぎらつき、表情は酒気を帯びて赤くなっている。なるほど、確かに随ずい分ぶんと酔っているようだ。

　魔法使いのルミナは、端はしの席で、鷹おう揚ように足を組みながら、不ふ機き嫌げんそうな顔つきで手元のリンゴを乱暴にかじっていた。話しかけたら嚙かみつかれるとでも感じたのか、彼女の周りに近づこうとする者は誰だれもいない。

　一方、僧そう侶りよ──アビゲイルのテーブルには女子ばかりが大勢集まっている。彼女と同じように派手ななりをした子ばかりだ。

　アビゲイルはその輪の中心で笑え顔がおを咲さかせ、「えー、ちょーウケるんですけど」「それマジありえなくない？」などと黄色い声を上げている。

　ロキとサラが入り口付近に突つっ立たっていると、

「もしかして、勇者様のお仲間さん？」

　バニーガールが笑みを浮うかべて近づいてくる。うさみみに黒のレオタード。強調された胸むな元もとはロキの男心を刺し激げきしてくる。

「はい。そうです」とサラが答える。

「そっちのかわいい子も？」

　バニーガールがロキへと視線を移す。

　ロキが、二軍ですけど、と注ちゆう釈しやくを入れる前に、

「もちろんです」

　と、サラがはっきり言ってくれた。

「それじゃ、奥に来て飲んで飲んでー」

　バニーガールに連れられ、ロキとサラは端にある席へと通される。勇者のいる席とはちょうど対角線になっていて、見つかることはなさそうだ。

　ロキとサラがテーブルにつくと、次々と酒や料理が並べられていく。

「いや、あの、まだ何も注文していないんだけど……」

「サービスサービス。どんどん食べて飲んじゃってぇ」

「本当にいいのか？」

「勇者様たちは、わたしたちの希望だもん。だったらここでたっぷり英気を養ってもらわないとね。じゃあ、ごゆっくりぃ」

　バニーガールはひらひらと手を振ふると、席から離はなれていく。

　入れ違ちがいに酒場のマスターらしき初老の男がやってくる。深刻な面おも持もちをした彼はロキの前までくると、握あく手しゆを求めてきた。

「あなた方は人類最後の希望です。どうか、魔ま王おうを倒たおしてください」

「は、はあ」

「我々にできることなら、何でも協力いたします」

「あ、ありがとうございます」

　こちらが申し訳なくなるほどの手厚いもてなしだった。思わず、僕は二軍なんでそこまでしてもらわなくてもと言いたくなる。

　これまで多くのパーティが魔王軍の侵しん攻こうを止めようと立ち上がり、様々な手を尽つくしてきたが、持ちこたえるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　それもそのはず。

　勇者の証あかしを持たない人間は、魔王やその眷けん属ぞくを倒すことができない。どれだけ尽じん力りよくしてもジリ貧ひんになるのは目に見えている。

　今の世界の均きん衡こう状態は、多数の犠ぎ牲せいの上に成り立っている。

　人々が勇者に多大な期待を寄せるのも、当然のことだ。

　マスターが席から去っていくと、サラが、

「皆さんの期待に報むくいるためにも、頑がん張ばらないといけませんね。さあ、食事をして精力をつけましょう」と言った。

「……うん」

　ロキは力強く頷うなずくと、テーブルの上に並んだ料理に手を伸のばす。

　パイやシチュー、肉に魚とよりどりみどりだ。

　たくさん食べて力をつけよう──そう思ってがっついていると、

「ふふっ」

　サラはテーブルの上に組んだ両手のひらにあごを乗せ、微ほほ笑えましげにロキを眺ながめていた。

「？　もしかして、僕の顔に何かついてる？」

「いえ。そういうわけではありません」

「じゃあ、どうしてじっと見てたんだ？」

「その……何というか、かわいいなあ、と思いまして」

「かわいい？　僕が？」

「はい。前からずっと思っていました。ロキさんは顔立ちも整ってますし、まつげも女性みたいに長いですよね。お人形さんみたい。あ、気に障さわりましたか？」

「ううん。別に。言われ慣れてるから」

　ロキは背も低く、童顔で、昔からよく女の子に間違われてきた。成長した今になってようやく中性的な顔立ちになることができた。

　本人としては、もっと男らしくなりたいと願っているのだが。

　そこで突とつ然ぜん、両脇の下に腕うでを差し入れられた。えっ、とロキが思ったときにはもうサラの膝ひざの上に乗せられていた。

「こうすると、本当にお人形さんみたいです」

　後ろからぎゅーっと抱きしめられる。

「……っ!?」

　もにゅん。もにゅん。

　ロキの背中に、サラの豊満な胸が押し当てられている。

　柔やわらかくて、しかし、確かな張りがある。

　めちゃくちゃいい匂においがする。

　サラはそのことにまるで気づいていないらしい。

「はい、ロキさん。あーん」

　などと言って、楽しげに焼き肉の串くしを差し出してくる。

「い、いや、それは……」

「ダメですよ？　好き嫌きらいをしては。いっぱい食べて、大きくならないと」

「そうじゃなくて！　自分で食べれるから！　というか、僕の年ねん齢れいじゃ今さら背はそれほど伸びないって！」

「えっと。ロキさんはおいくつでしたっけ」

「十六だよ」

「私は十八です。私のほうが、二つもお姉さんですね」

　サラは、ふふふ、と誇ほこらしげに胸へ手を当てる。

「なので、困ったことがあれば遠えん慮りよせず何でも頼たよってくださいね？　お姉さんとしてロキさんのお力になりますから」

「う、うん」

　今の状じよう況きように困ってるんだけど、とは言えない。

　しかし、頼ってください──か。

　まだまだ僕は守ってもらう側の人間なんだ、と思う。

　いつの日か、誰かを守れるほど強く、男らしくなりたい。

　ロキは密ひそかにそう思いながら、酒場内を見回す。そこで、魔法使いのルミナの姿がないことに気づいた。

「あれ？　そういえばルミナは？」

「ルミナさんはもう就しゆう寝しんなされたのだと思います」

「早くないか？　まだ十時だぞ？」

「いつもこのぐらいの時間になると、起きていられなくなるそうです。ルミナさんは優ゆう秀しゆうな魔法使いですが、年齢的にはまだ幼いので」

「確か十四歳だっけ」

「はい。ロキさんより二つ下ですね」

「ふうん……」

　十四にしては、背も胸も小さい気がする。余計なお世話だけれど。

　二人が話し込んでいる対角線上──勇者のテーブルで黄色い声が上がった。女性たちの視線は籠こ手てを外した勇者の手の甲こうへと向けられている。

　ここからじゃよく見えない。

「うそっ。これが勇者の証あかし？」

「へーっ。こんな綺き麗れいな星形の痣あざなんだぁ」

「あたし、こんなの初めて見た！　素す敵てき！」

　女性たちが何を言っているのか、ロキとサラには聴こえない。ただ、とてもテンションが上がっていることだけは分かった。

「そういえばさ、勇者の名前ってなんていうんだ？」

「え？　勇者様のお名前ですか？」

「うん。今まで一度も聞いたことがなかったからさ。ほら、パーティの皆みなも町の人たちも勇者って呼んでるだろ？」

「えーっと、それですね……なんというか……あはは……」

　サラは露ろ骨こつに目を泳がすと、苦く笑しようを浮かべてごまかした。

　何か都合の悪いことでもあるのだろうか？

　ロキがそう訝いぶかしんでいると、

「ぎゃははははは！」

　勇者のテーブルのほうから、野太く汚きたない笑い声が響ひびいてきた。

「な、なんだ？」

　見ると、数人の男たちが、勇者を指差しながらげらげら嗤わらっている。

「どうしたのぉ？」

　近くにいたバニーガールが男たちへと尋たずねた。

「いや、聞いてくれよ。俺たちはたまたま、勇者が女どもにせがまれて自分の名前を教えてるのを立ち聞きしたんだけどな。これが傑けつ作さくなんだ。アアアアだってよ。アアアア・ローレル。バカみたいな名前だろ」

　男たちは、ぎゃははは、と再び笑い声を上げる。

　アアアア。確かに特とく徴ちよう的な名だ。

　けれど、ロキが驚おどろいたのはそこじゃなかった。

「サラ、もしかして勇者って……」

「はい。勇者様はローレル王国の王子です」

「やっぱり……」

　ローレル王国。人口が多く、経済的にも発展している大国だ。

　勇者──アアアアはそこの王子だという。

　人類の命運を握にぎる勇者で、大国の王子様。

　神様というのは不公平だ。

　気に入った者には、平気で二物も三物も与あたえるのだから。

「しっかし、母親はどういう頭をしてるんだろうな。実の息子むすこにアアアアなんて珍ちん妙みような名前をつけるなんてよお。ペットじゃねえんだぞ」

「なんでも、ローレル王国って、本来の跡あと継つぎになる予定だった長男が失しつ踪そうしちまったらしいじゃねえか。で、落ちこぼれだった次男が跡をついだとか」

「なるほどな。その親にしてこの子ありってわけか」

　男たちはこぞってげらげらと笑う。

　皆、顔が赤く、相当酔よっ払ぱらっているみたいだ。店の女たちが勇者にばかり群がっているのが面おも白しろくなかったというのもあるだろう。

　勇者を辱はずかしめるように、散々、馬ば鹿かにしくさっていた。

「……ど、どうしましょう」

　隣となりで呟つぶやいたサラの顔は、青ざめていた。

「え？」

「……勇者様はご自分の名前に誇りを持っているんです。それをバカにしてしまうようなことがあったら──」

　あったら？　とロキが訊きき返そうとしたときだった。

「おい」

　勇者は冷れい淡たんな表情のまま、すっ、と立ち上がった。その挙きよ措そには周りの人間が思わず目を留めてしまうほどの風格があった。

　勇者は男たちの前に立つと、抑よく揚ようのない声こわ色いろで問いかける。

「てめえら、名前は？」

「ああ？」

　男たちの中の一人──筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの強面こわもてが目を剝むいた。

「なんでお前にそんなこと教えてやらねえと──」

　まだ、言葉を紡つむいでいる最中だった。

　メキッ。

　強面の顔面に、勇者の拳こぶしがめり込んだ。

　鼻骨が折れたような鈍にぶい音と共に、強面は床ゆかへとなぎ倒たおされる。いくつかのテーブルがその巻き添ぞえになって、上にあった酒や料理が飛び散った。

　場が一気に騒そう然ぜんとする。

「もう一度言うぜ」

　勇者は強面の胸むなぐらを摑つかみ上げると、血のついた拳を引きながら言った。

「お前の名前は？」

「あぶっ……ぶっ」

「聞こえねえなあ」

　ゴッ。もう一度、顔面に拳を打ち付ける。

「ちっ。脆もろい奴やつだ。もう喋しやべれなくなりやがった」

　勇者は舌打ちすると、強面の胸ぐらから手を離はなす。

　強面は力なくその場に倒れると、白目を剝きながら、小刻みに痙けい攣れんした。まだ辛かろうじて息はあるようだ。

　勇者は視線を別の──細身の男へと移した。

「お前の名前は？」

　細身の男はびくりと震ふるえた。目に涙なみだを滲にじませ、全身を強こわ張ばらせている。それでも何とかか細い声を振ふり絞しぼった。

「ぐ、グレーグ……」

「そうか。いい名だな」

　勇者はそう言うと、口角を薄うすく歪ゆがめた。

　細身の男もつられて引きつったような笑えみを浮うかべる。

　次の瞬しゆん間かん、勇者の大きな拳が、細身の男の顔面を撃うち抜ぬいた。

　細身の男は一発で床へと沈しずんだ。鼻が顔面にめり込み、仰あお向むけになった身体からだはびくびくと弱々しく跳はねている。

「ど、どうして」

　最後に一人残った──樽たるのような体形の男は狼ろう狽ばいしたように言った。

「そいつはちゃんと名前を教えたじゃねえか!?　な、なのに、どうしてぶちのめしちまうんだよ!?」

「誰だれが名前を教えてやるだけで、赦ゆるしてやるって言ったよ。てめえらの名前は免めん罪ざい符ふかなにかなのか？」

　勇者は頰ほおについた返り血を汚けがらわしそうに手の甲で拭ぬぐいながら、

「俺はな、自分より名前が後ろの奴と、弱い奴が大だい嫌きらいなんだよ。雑ざ魚このくせに吠ほえるような奴は特にな。そういう奴には思い知らせてやらなきゃならねえ。この世界に確固として存在してる、格の違ちがいってやつをな」

「そ、そんな……お前より名前が前の奴なんているわけないだろ！」

「そりゃそうだ。俺の名は、母上が人後に落ちないようにと願いをこめてつけてくれたものだからな」

「ふ、ふざけるなっ！」

　樽の男は顎あごの肉を揺ゆらすほどの大声を張り上げた。

「お、お前は人類の希望である勇者なんだぞ！　そんな横暴な振る舞まいが許されると思ってるのか！」

「てめえは何か、勘かん違ちがいしてるようだな」

　勇者は樽の男の前に立つと、言った。

「俺は別に誰かに崇あがめられたくて魔ま王おう討とう伐ばつに赴おもむくわけじゃねえ。まして英えい雄ゆうになりたいわけでもねえ。俺は人類の代表でも何でもない。世界を救いたいって気持ちも、てめえらを助けたいって気持ちも、これっぽっちも持ち合わせちゃいねえ。俺はただ気に食わない奴を叩たたき潰つぶすだけだ。……それは別に、魔族に限ったことじゃねえんだぜ」

　その瞳ひとみに、暗く冷たい光が過よぎる。

　そして、腰こしに差した剣けんの柄つかに手をかけた。剣筋が光を描えがき、樽の男の身体を真っ二つに斬きり裂さくよりも数瞬早く──

「勇者様、おやめください！」

　サラが後ろから、勇者を羽は交がい締じめにして制止しようと試みた。

　だが、勇者はそれをいとも容易たやすく振り払はらう。

　勢いよく吹ふき飛ばされたサラを、ロキは何とか受け止めようとする。二人はそのまま店の隅すみにある樽へと突つっ込こんだ。甲かん高だかい音を立てて、樽が粉々になる。

「……馬鹿が。俺の後ろに立とうとするんじゃねえよ」

　勇者はそう呟くと、足元で尻しり餅もちをつく樽の男を見やる。

　恐きよう怖ふに顔を歪めた彼は老人のように老ふけ込んでいた。涙と鼻水を垂れ流し、股またぐらからは小便が流れ出ている。

　その醜しゆう態たいを見て、勇者は、ふん、と鼻を鳴らした。

「……興が醒さめた。俺は帰るぜ」

　誰も止める者はいなかった。止められる者がいなかった。

　勇者はスイングドアをくぐると、夜の闇やみへ消えていく。その姿が完全に見えなくなってからようやく酒場の張り詰つめた空気が弛し緩かんし、平へい穏おんが戻もどってきた。

　しかし、重傷人が出たという事実に変わりはない。

「早く手当てしないとやばいって！」

　僧そう侶りよのアビゲイルが飛び出してきて、倒れた男たちの治ち癒ゆに入る。彼らの顔面は原形を留めないほどぐしゃぐしゃになっていた。

「サラ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　ロキは割れた樽の破は片へんの上で、サラに尋ねる。

「は、はい……しかしケガをされた方々が」

「今、アビゲイルが治ち療りようしてる。僕のケガだって完かん璧ぺきに治したんだ。きっとあの人たちだって元に戻るはずだよ」

「そうですよね。きっと……」

　サラはそう言いながらも、心配そうな面持ちをしている。

　ロキは起き上がると、酒場内を見回した。

　いくつかのテーブルは大破し、床に酒や料理が飛び散っている。何より怯おびえたお客さんたちが大勢逃にげ出していた。

「……勇者の奴、めちゃくちゃだ」

「……昔からそうなんです」

「え？」

「私は、母国で勇者様の近衛このえ兵を務めていたんです。勇者様は、幼い頃ころから他の方々と諍いさかいを起こすことが多くて……」

「皆みなが勇者を名前で呼ばないのは、諍いを起こさせないためだったのか」

「……はい。誰かが勇者様の名前を揶や揄ゆするようなことがあれば、その方の身に危険が及およんでしまいますから。それなら端はなから伏ふせてしまおうと」

　勇者はローレル王国の王子だと言っていた。

　幼い頃から、誰も彼を矯きよう正せいすることはできなかったのだろう。何しろ金も権力も強さも兼かね備えているような奴だ。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに育つのは至し極ごく当然と言える。

　そうして化け物が生まれた。

　けれど皮肉にも、その化け物に人類の命運が託たくされてしまった。彼の機き嫌げん一つで世界はいかようにも傾かたむく。

　ロキはぞくりと身み震ぶるいした。それは恐怖の感情だった。




　酒場の片付けをしたあとで、ロキたちは宿屋をあとにした。

　幸いにも、勇者に殴なぐられた者たちの命に別状はなかった。

　アビゲイルの治癒能力は大したものだった。ぐしゃぐしゃになった男たちの顔に両手をかざすと、そこから青白い光が発せられ、みるみる傷が癒いえていく。

　どういう原理かは分からないが、まるで時間が巻き戻るかのようだった。

　宿屋への帰り道、ロキは改めてアビゲイルにお礼を言った。

「僕の傷を治してくれて、ありがとう」と。

　すると、アビゲイルは笑みを浮かべて横ピースをしながら、

「あたしってば、僧侶だし？　とーぜんのことをしたまでっていうか。それでわざわざ感謝される謂いわれもないっていうか。あたしたち、仲間じゃん？」

　ぱちん、と星が弾はじけるようなウインクをした。

　ロキはその言葉を聞いて、彼女に対する印象が変わった。

　金きん髪ぱつで盛り髪がみ、派手なイヤリングをつけているから軽けい薄はくなビッチなのだろう、と一方的に決め付けていたけれど、いざ話してみると明るくて気さくな人だった。そもそも考えてみればビッチは誰にでも身体を開くのだから、いい人に決まっている。いや、実際にアビゲイルがビッチかどうかは分からないけれど。

「それじゃ、僕はこれで」

　ロキの寝ね床どこは馬車の荷台なので、二人と別れようとする。

　すると、サラが背後から声をかけて呼び止めてきた。
















「ロキさん。今日ぐらいは宿でお休みになってください。治療したとはいえ、酷ひどいケガをなさっていたのですから」

「そうしたいけど、僕の分の部屋はないからさ」

「では、私の部屋に来るというのはどうでしょう？」

「え？」

「ベッドは一つしかありませんが、広さは十分にあります。ロキさんさえよければいっしょに利用しましょう」

「い、いや、そんなことできないって！」

　サラと同じ部屋で一夜を過ごすなんて。考えただけでもドキドキが止まらない。

「僕は大丈夫！　荷台で寝るのに慣れてるからさ」

「そうですか？　でも、無理はしないでくださいね？」

　何とか免まぬかれることができたようだ。

　会話を聞いていたアビゲイルが、どこか不満そうに言った。

「前からずっと思ってたけど、ロキっちの分の宿だけ取ってあげないなんて、勇者っち酷すぎっていうか。正直、ありえないよね」

「それは僕が二軍だから……」

「あたしたち仲間なんだもん。一軍も二軍もないって。皆平等で、仲良くやっていけばいいだけの話じゃん。なんで差別する必要があんの？」

「僕に聞かれても……」

　むしろこっちが聞きたいくらいだ。

「勇者様は、ロキさんに期待しているのではないでしょうか」

　そう言ったのは、サラだった。

「え？」

「勇者様は、滅めつ多たなことではパーティに人を入れないんです。現にローレル王国を出発する際には、私と勇者様の二人だけでした。王様が軍の人たちを多数引き連れていけばいいと勧すすめるのを、足手まといはいらない、と一いつ蹴しゆうされて。ですからきっと、勇者様はロキさんに才能を見み出いだしたのだと思います。パーティに加入させるに足りる価値を。なので今、ロキさんを二軍に置いているのは、お前には力があるんだから早くそれに気づけという勇者様なりの発はつ破ぱなのではないでしょうか」

　そういう考え方は、一度もしたことがなかった。

　確かに考えてみれば、人類の存亡がかかった重要な旅に、たった数人のパーティで向かおうとしているのはおかしな話だ。

　ロキは数あま多たの人間の中から、勇者に選ばれたのだ。何らかの才能を、あるいは価値を見出された。

「ですから、腐くさる必要はありません。ロキさんももう少しすれば、私たちといっしょに戦えるようになりますよ。それまでの辛しん抱ぼうです」

　サラはそう言って、にっこりと微ほほ笑えんだ。

「……うん。そうだね。頑がん張ばるよ」

　ロキはサラの言葉に勇気付けられていた。胸に暖かな光が灯ともるのを感じる。

　宿屋の前で二人と別れたあと、馬車の荷台へと乗り込む。硬かたい床ゆかに寝ね転ころがり、幌ほろの隙すき間まから見える月を眺ながめながら思う。

　──そうだ。僕には才能があるんだ。自分じゃそれが何か分からないけど、勇者は確かに僕のことを認めてくれた。だからこそパーティに入れてくれた。

　期待してくれているんだ、きっと。

　劣れつ悪あくな環かん境きように置かれながらもしかし、ロキの心は腐っていなかった。

　早く、一刻も早く勇者たちのいる高みへたどり着きたい。

　彼らのように、魔ま物ものと戦えるだけの力を身につけたい。

　そのために自分はパーティに参加した。買い出しや馬車番などの雑用を、文句の一つも言わずにこなしてきた。

　ロキは希望を抱いだきながら眠ねむる。

　自分の中にきっとある、何かしらの才能を信じて。




　夜の闇が街の隅すみ々ずみまで滞とどこおりなく染しみ込み、灯あかりが全すべて消えた頃──

　ロキは寝苦しさを覚えて目を覚ました。荷台の床は粗そ末まつで硬いので、長時間同じ体勢でいると背中が痛くなってくるのだ。

　上半身を起こし、軽く伸のびをすると、ぽきぽきと音が鳴る。

　周囲は完全な静せい寂じやくに包まれていた。

　だから足音がしたとき、すぐに気づくことができた。

　遅おくれて話し声が聴こえてくる。その声こわ色いろには何だか聞き覚えがあった。

　ロキは幌の隙間からこっそりと外の様子を窺うかがう。

　宿屋の横にある空き地の草むら、その中央に一本だけある木の前に二つの人ひと影かげが座っているのが見えた。

　月明かりで、その二つの影の姿が炙あぶり出される。

　一人は勇者で、もう一人は酒場にいたバニーガールだ。

　勇者はバニーガールの肩かたを抱だき寄せている。バニーガールの子は、まんざらでもないという感じで勇者に身体からだを委ゆだねていた。

　逢あい引きをしているんだ、とすぐに分かった。

「うわっ……」

　ロキは思わず声を漏もらしてしまった。

　勇者がバニーガールの唇くちびるを強ごう引いんに奪うばったからだ。二人の影は一つに交わり、辺りは濃のう密みつな沈ちん黙もくに包み込まれる。

　その光景を覗のぞき見るロキは、ドキドキとしていた。まるで荷台全体が心臓になってしまったかのように、心音が大きく鳴り響ひびく。

　見てはいけない──そう理解しつつも、見るのを止められない。それどころかますます食い入るようにして見てしまう。

　キスだけなのか。もっと行くんじゃないのか。

　嫉しつ妬とと羨せん望ぼうを抱きながら、そんな期待もしてしまう。とどのつまり、ロキはどうしようもなく俗ぞく物ぶつなのだった。

　勇者とバニーガールの唇が、透とう明めいな糸を引きながら名な残ごり惜おしそうに離はなれる。

「もう。勇者様ったら。ダメだってば。こんなところで」

「嫌いやがらなかったくせに、よく言うぜ」

　バニーガールは、くすり、と微笑むと、勇者の胸板に額を預ける。

「でも、どうして私に言い寄ってきたの？　勇者様のパーティには他に綺き麗れいな子がいくらでもいるじゃない」

「あいつらを女として見たことなんて一度もねえよ。戦うことしか能がない脳筋どもにそういう感情を抱くわけがない。人とゴリラが恋こいに落ちるか？」

　それに、と勇者は言った。

「俺は、俺に従順な女が好きだからな」

　そして再び、バニーガールの唇を貪むさぼり始めた。バニーガールはまるで抵てい抗こうするそぶりを見せなかった。それどころかむしろ、悦よろこんでいるようにさえ見える。

　濃密な暗くら闇やみに、くぐもった声と、熱い吐と息いきが洩もれる。

　ロキはその様子を眺めながら、おお、と感かん嘆たんの息を洩らす。羨うらやましいし妬ねたましいという感情はあったものの、思わず見入ってしまう。

　バニーガールはやがて唇を離すと、勇者に上うわ目め遣づかいをしながら言った。

「……ねえ、勇者様。私、すごくびっくりしたんだけど。勇者様のパーティには二軍の人がいるでしょう？」

「ああ」

「その人って、戦せん闘とうにもダンジョン探たん索さくにも参加してないんでしょ？　そんな人をどうして仲間にしたの？」

　どくん、と心音が跳はねた。

　ロキは第三者の気分から、一気に引きずり込まれる。

　バニーガールが思いがけずした質問。

　それは今、ロキが一番知りたかったことだった。

　勇者は自分の何を見こんでパーティに勧かん誘ゆうしたのか。もしかするとそれが分かるかもしれないと思い、期待を胸に耳をそばだてる。

　すると、勇者は口元を歪ゆがめながら言った。

「俺はな、見世物小屋が好きなんだよ」

「見世物小屋？」とバニーガールが尋たずねる。

「ああ。見世物小屋ってのは、俺たちより圧あつ倒とう的に劣おとってる奴やつが、必死に芸をしているところを楽しむもんだろ。それと同じだよ。あいつは何の才能もない奴で、どうしようもないほど無力なのに、俺にパーティに誘さそわれたから才能があると勘かん違ちがいして、日々の雑用に精を出してやがる。その滑こつ稽けいな様さまを見るのが、楽しくてな。自分に希望や可能性があると思ってる無能の努力ほど、笑えるものはねえ」

「勇者様、ひどーい」

　バニーガールは上うわっ面つらだけの非難をし、言う。

「でも、そんな人って世の中にいっぱいいるでしょ？　その中でもどうして、あの人を選んだわけ？」

「あいつはひたむきで、魂たましいに穢けがれがないからな。そんな奴の未来とか可能性を摘つまれた瞬しゆん間かんの、絶望する面を拝んでみたいんだよ」

　勇者は、それに、と愉たのしげに言って続ける。

「あいつ、女みたいに軟なん弱じやくな顔してるだろ。絶望したときにはきっと、俺の期待以上の表情で哭ないてくれるだろうぜ」

「えー、なにそれ。勇者様ってもしかして、そっち系？」

　バニーガールが茶化すと、軽い笑いが起こる。

　けれど、ロキの意識はもうそちらには向いていなかった。

　──あいつは何の才能もない奴で、どうしようもないほど無力だ。

　勇者の吐はいた言葉が、頭の中でぐるぐると回る。

　ロキがパーティに誘われたのは、才能を見こまれたからじゃなかった。むしろその真逆だった。ロキは、自分には何の才能もないということを見こまれたのだ。

　──僕は無能という烙らく印いんを、他でもない勇者に押されたんだ。

　胸が圧あつ迫ぱくされて苦しくなる。ロキは跪ひざまずいて、過呼吸を繰くり返す。

　目に涙なみだを滲にじませながら、今まで信じていたものが崩くずれていくのを感じた。

　希望や未来、憧あこがれや可能性といった全ての輝かがやきが色あせていく。

　救いがないほどにどす黒い闇やみが、全身を蝕むしばんでいく。

　──僕はバカだ。本当にバカだ。勇者にパーティに誘われて、浮うかれて、英えい雄ゆうの仲間になれるんじゃないかと期待して。

　脳のう裏りをよぎったのは、故郷の村の人々だった。彼らは皆みな、ロキが勇者に勧誘されたことを知ると、自分のことのように喜んでくれた。

　友達は言った。お前は俺たちの誇ほこりだ、と。

　両親は言った。私たちの息子むすこが勇者様に同行するなんて鼻が高いと。

　故郷を発たつとき、ロキは皆の期待を一身に背負っていた。皆の笑顔が、想おもいを託たくす真しん剣けんな表情が、蘇よみがえってくる。

　──ごめん、皆。僕には何の才能もなかったみたいだ。魔王を倒たおすための力も、それに役立てるようなことも。何も。

　ロキは単なる道どう化けだった。嗤わらわれて、馬ば鹿かにされるだけの存在だった。

　その事実を知ってなお、パーティにい続ける気にはなれなかった。でも、これからどうしたらいいのかもまた、分からなかった。

　パーティに残っても、逃にげ出しても、待っているのは地じ獄ごくだ。一生、自分は敗北者だと自覚しながら生きていかないといけない。

　目の前は真っ暗で、未来なんてものは見えなかった。

　ただ一つ、道が残っているとするのなら──

　勇者は以前、確かに言った。

　俺を倒せるぐらいにならないと、一軍には上げられない、と。

　つまり、奴を倒せるだけの実力を身につければ、一軍に上がれる。奴のことを見返してやることができる。

　でも、この道は修しゆ羅らの道だ。

　なまじ道化を演じ続けるより、逃げ出してしまうより、ずっとずっと辛つらく苦しい思いをすることになるかもしれない。報むくわれる保証なんてない。

　──今ならまだ、引き返せる。負け犬の烙印を押されても、それなりの人生を歩むことはできるかもしれない。

　だけど……

　これから先の人生でどんな楽しいことがあっても、幸せなフリをしても、その度たびに今日の夜の忌いまわしい記き憶おくが顔を覗かせるだろう。

　──諦あきらめることができるっていうのもまた、才能なんだ。

　昔、村の老人がそう僕に教えてくれた。

　向いていないと思ったらすぐに諦めて、自分の身の丈たけにあった場所で慎つつましく生きていくことができる奴こそが賢かしこいんだ、と。

　──だとしたらきっと、僕には才能がないんだろうな。その上、バカだ。

　このままじゃ終われない。

　憧れていた人から無能の烙印を押されたままのうのうと生きていけるほど、僕は物分かりのいい人間じゃない。

　だから、やってやる。

　強くなって、勇者を倒して、証明してやる。

　お前の目は節穴だったということを。

　僕は無能なんかじゃないってことを。

　ロキは目元に滲んだ涙を拭ぬぐうと、幌ほろの外──夜空に浮かぶ月を見み据すえる。

　必ず、強くなってみせる。誰だれにも負けないくらいに。

　夜空に煌こう々こうと輝く月に向けて、そう誓ちかった。











二章　新メンバー、加入する（二軍が増えました）






「えっ？　私が剣けんの指導をですか？」

「うん」

　翌朝、山並みから日が昇のぼり始めた頃ころ、ロキは宿屋の二階にあるサラの部屋の前にいた。

　──剣を教えて欲しいんだ。

　そう頼たのみ込むと、まだ寝ねぼけ眼まなこだったサラは目を丸くした。

　勇者を倒せるほどの力を身につけて、一軍に上がる。そのためには一人でこそこそ特訓するよりも、その道の達人に教えを請こうた方がいい。そうでもしなければ、奴の背中には永遠に追いつけないと思った。

「あ、あのっ……私、ロキさんのご期待には応こたえられないと思います。今まで人にものを教えた経験がないものですから」

「それでもいいんだ。どうか教えて欲しい」

「で、でも……」

「頼む。この通りだ」

　ロキはそう言うと、その場に膝ひざをつき、額を床ゆかへこすりつけた。

「ろ、ロキさん!?」

　サラは驚おどろきに声を荒あらげる。

「何をしているんですか。顔を上げてください！」

「お願いだ」とロキは土下座したまま、すがるように言った。「僕はどうしても強くならないといけないんだ。強くなりたいんだ。だから……」

　恥はじも外聞もなかった。

　それでも、全すべてを投げ打ってでも、成さねばならないことがあった。

「わ、分かりました。分かりましたから！　剣は教えてあげますから、だから早く顔を上げてください！」

「……いいのか？」

「はい」

　ロキはそこでようやく顔を上げる。すると彼の前で、サラはしゃがみこみ、心配そうな表情で見つめていた。

「……何かあったんですか？」

「え？」

「今のロキさんは、昨日とはまるで別人みたいです。思い詰つめて、すごく苦しそうな表情をしています。あのあと、何かあったんですか？」

　さすがに鋭するどいな、と思った。普ふ段だんから皆のことを気き遣づかっているサラだからこそ気づくことができたのだろう。

「よければ、お話を聞かせていただけませんか？　私が相手でも、話せば少しは楽になるかもしれません」

　ロキのことを本気で心配してくれている──そのことが伝わってくる。

　そんな彼女に対して、噓うそをついてごまかすのも、隠かくし通すのも嫌いやだった。あるいは誰かに聞いてもらいたかったのかもしれない。

　気が付けば、洗いざらい話していた。

　昨夜、勇者とバニーガールの会話を盗ぬすみ聞きしたこと。

　勇者がロキをパーティに誘った理由。

　全てを話し終えた瞬間だった。

「そんなことありません！」

　サラはそう声こわ高だかに叫さけんだ。

「ロキさんは、引き立て役なんかじゃありません！」

「サラ……」

「だって、そうじゃないですか！　まだ出会って間もないんですよ？　それなのにいったい何が分かるというんですか！」

　普段は温おん厚こうな彼女が、感情を剝むき出しにしていた。

「才能がないなんて、他人が決めることじゃありません！　そんな権限は勇者様にだってありません！　それに私は知っています。ロキさんには魔ま物ものに立ち向かうだけの勇気があることを。悪くない剣の腕うでを持っていることを」

　サラはそこまでを一息に言い切ると、「はあ、はあ……」と息を荒げた。そして、ロキの手を両手で包み込むようにして握にぎった。

「だからロキさん、落ち込まないでください。自分のことを卑ひ下げして、自信をなくしてしまわないでください」

「……うん」

　自分のために、本気で声を荒げて怒おこってくれた。それがただ、嬉うれしかった。

　サラは言った。

「私は、ロキさんの味方です」

　その瞳ひとみはとても澄すんでいて、力強かった。

「強くなって、勇者様を見返してやりましょう」

　澱よどんでいた心の底から、ほんの少し、勇気が湧わいてきた。味方がいるということはこんなにも心強いんだ。

　勇者を見返すだけの力をつける。

　きっと──いや、絶対に成し遂とげてみせる。改めて心に誓った。




　本来なら、午前中に町を発たつ予定だった。

　しかし朝、宿屋の前に現れた勇者はバニーガールの肩かたを抱だきながら、パーティメンバーたちに向かって言った。

「俺は今日、この女と過ごす。だから出発は明日だ」

　ロキも含ふくめた全員が、啞あ然ぜんとした。

　サラが思わずというふうに言った。

「ゆ、勇者様。私たちは魔王討とう伐ばつの旅をしているんですよ？　今、こうしている間にも多くの人々が苦しんでいるのですよ？」

「そうか。ご苦労なこったな」

　勇者は意にも介かいしていないようで、

「とにかく、これはもう決まったことだ。誰にも覆くつがえさせはしねえ。明日、今日と同じ時間にここに集合しておけ。じゃあな」

　そう言うと、バニーガールを連れて去っていった。

「な、なにあれ！　勇者っち、最低じゃん！」

　アビゲイルがぷんすかと憤ふん慨がいしている。

「あいつがクズだってことは、分かってたことじゃない」

　魔法使いのルミナが、何をいまさら、というふうに言う。

「どうせこのあとは、あの女とよろしくやるんでしょ」

「？　よろしくって？　ハイタッチでもすんの？」

　アビゲイルは無む垢くな表情で、小首を傾かしげながら尋たずねる。

「は？　そんなわけないでしょ。バカじゃないの。あんた、いい年こいてそんなことも知らないわけ？」

「むっ。じゃあ、ルミナっちは知ってるわけ？」

「当然でしょ」ルミナは勝ち誇ほこった表情で言うと、アビゲイルの耳元でぼそぼそとその意味を伝える。「つまり──ってことよ」

「えええええっ!?」

　アビゲイルは顔を真っ赤にし、両頰ほおに手をあてて叫ぶ。

「そそそ、そんなのフケツじゃんっ！」

「うっさいわね。それくらいであたふたしてんじゃないわよ。とにかく、勇者がいないっていうんなら、あたしも好きに動かせてもらうから」

　そう言い残すと、ルミナは町の中心部のほうへ歩いて行く。

「あっ、ルミナっち！」

　アビゲイルはルミナを呼び止めようとして、そうしても無む駄だだと悟さとったのか、桜色の唇くちびるに人差し指をあてがったあと、

「うーん。ま、いっかー。あたしも遊びにいっちゃおーっと」

　と吹ふっ切きれたような笑顔を咲さかせ、ルミナとは逆方向へスキップしていった。調子外れの鼻歌を楽しそうに口ずさみながら。

「おい！　アビゲイル！　待てって！」

　ロキの呼びかけも虚むなしく、パーティメンバーは散り散りになる。宿屋の前に残ったのはロキとサラの二人だけだった。

「皆みな、勝手すぎる……」

「仕方ないですよ。いつもこんな調子ですから」

　サラにとっては見慣れた光景なのか、苦く笑しようするに留とどめている。

「それより、時間ができましたし、剣の鍛たん錬れんをしましょう。勇者様に追いつこうとするなら一分一秒も無駄にできませんよ」

　そうだ。ごちゃごちゃ言ってる暇ひまなんてない。切り替かえよう。

　まずは自分のことに集中するんだ。




　ロキとサラの二人は、宿屋の横にある空き地へやってくる。馬車が停とまり、昨夜勇者とバニーガールが逢あい引きしていた場所だ。奥に一本大きな木があって、辺りには足首ほどの長さの草が繁はん茂もしている。

「まずは準備運動です。ロキさん、走りましょう！」

「おお！」

「とりあえず、軽めに町を十周しましょうか」

「え？　十周!?」

「はい。あ、二十周のほうがよかったですか？　今日は最初なので、十周辺りから始めるほうがいいと思ったのですが」

「いやいやいや！　十周でいいよ！　むしろ張り切りすぎなぐらいだよ！」

　ロキはそう言いながら、表情が引きつるのを感じていた。町を十周って。ちょっと準備しすぎなんじゃないか。その時点でうっかり死んじゃうぞ。

「では、私のあとについてきてください」

　サラが軽快に走り出すと、ロキは慌あわててそのあとを追う。何とか十周を走り終えたときにはゾンビのような足取りになっていた。

「あばば。あば」

　言語もゾンビ寄りになっている。全身からは色んな液体が出ていた。

「よくがんばりましたね」

　空き地にうつ伏ぶせに倒たおれるロキに、サラが微ほほ笑えみ混じりに賛辞を贈おくる。

　彼女もロキと同じだけの距きよ離りを走ったはずなのに、息一つ切れていない。まるで涼すずしい顔をしている。無む尽じん蔵ぞうのスタミナだ。

「では、打ち合いに移りましょうか」

「う、うん……」

　ロキとサラは、模も擬ぎ戦せん用の木ぼつ剣けんを手にして、向かい合う。

「ロキさん！　大切なのは気合いです！　気合いがあればどうにでもなります！　とにかく張り切っていきましょう！」

「いや、できればもう少し技術的なアドバイスを……」

「そうですね。さっと構えて、ばっと動いて、ずどーんと斬きる！　これを意識できれば上手うまく動けると思いますよ！」

　全然分からん。

　サラは人にものを教えるのは不慣れだと言っていた。あのときは謙けん遜そんして言っているのだと思っていたが、どうやら本当らしい。

　しかし、教わるのは何も言葉でだけとは限らない。達人と剣を交えれば、そこから得られるものは多いはずだ。

「では、いきます！」

「よし、こい！」

　打ち合いが始まる。

　以前のデビルスネークとの一戦ではまるで動けなかったが、対人となれば、それなりに戦えるはずだ──とロキは思っていた。

　しかし、ちょっとびっくりするくらいボコボコにされた。

　ロキの繰くり出す攻こう撃げきは全く当たらず、サラの繰り出す攻撃は全すべて当たった。

　彼女にはまるで遠えん慮りよというものがなかった。魔物と相対するときと何ら変わらない本気度で向かってきた。親の仇かたきか？　と思うほどぶっ叩たたかれた。

　これが木剣ではなく、真剣だったなら、二ふた桁けたは死んでいただろう。

　でも、今は模擬戦で、実戦じゃない。

　やられる度たびに、少しずつ学んでいけばいい。

　日が暮れる頃ころになると、ロキはぼろ雑ぞう巾きんのようになっていた。肩で息をし、両足はぷるぷるとか細く震ふるえている。

　それでも諦あきらめてしまうことはしなかった。

　何度も何度も、倒れるたびに立ち上がった。

　数え切れないほどサラの剣を受けてきたからだろうか。彼女の繰り出す攻撃を少しずつ防げるようになってきていた。

　目が慣れてきたということもあるだろう。

　しかしそれ以上に──サラの動きが読めるようになってきていた。

　視線、身体からだの使い方、筋肉の動き。それらを注意深く見ていると、彼女なりの癖くせがあることが分かってくる。

　それを見み抜ぬければ、予備動作の段階で反応ができる。

　つまり、ロキに足りていない速さの部分を補うことができる。

　サラは木剣を首の後ろへ引くと、限界まで絞しぼった弓矢のように撃うち出す。眼前に飛んできたその一いち撃げきをロキは首を逸そらすことで躱かわした。

「──っ！」サラの目が驚おどろきに見開かれる。

　ロキは反射的に、剣先を突つき出していた。サラの頰をかすめ、髪かみが数本散る。追撃しようとしたところで、限界が訪おとずれた。

　糸が切れたようにその場に崩くずれ落ちてしまう。

「はぁ……はぁ……はぁ……」

　ロキは仰あお向むけになったまま、荒あらく息を吐はく。胸が忙せわしく隆りゆう起きする。

　完かん璧ぺきなまでの敗北。しかし、確かな手て応ごたえを摑つかんでいた。

「すごいですよ！　ロキさん！」

　サラが、倒れていたロキをぎゅーっと抱だきしめてくる。

「さっきの一撃、完璧に躱されてしまいました！　すごいです！　この短時間で確実に成長してるんですよ！」

　はしゃいだ声こわ色いろ。まるで自分のことのように喜んでいる。

「このままいけば、あっという間に一軍に上がれますよ！」

「はは。それはまださすがに無理だよ──っ！」

　脇わき腹ばらに鋭するどい痛みが走り、思わず表情を歪ゆがめた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「うん。ちょっと痛んだだけだから……」

「私のせいで、こんなにボロボロになってしまって……」

「サラが気にする必要はないよ。僕が弱かっただけだから」

　ロキは苦笑を浮うかべるが、サラは納なつ得とくできなかったようで、

「ならせめて、傷の治ち療りようをさせてください」

「サラにできるの？」

「はい。とっておきのおまじないがあるんです」

　すごいな、とロキは思った。剣術だけじゃなく、治ち癒ゆ魔法まで使えるのか。

「じゃあ、お願いしようかな」

「任せてください！」

　サラは自信たっぷりに胸を叩くと、ロキの傷ついた身体に両手をかざした。大きく深呼吸をすると、目め一いつ杯ぱい気持ちをこめて叫さけんだ。

「いたいのいたいの、とんでいけーっ！」

　何度も、何度も、

「いたいのいたいの、とんでいけーっ！」

　澄すんだ綺き麗れいな声で、繰り返す。

　ロキはその様さまを、呆ぼう然ぜんとしながら見つめていた。なんだこれ。

「……どうでしょう？　少しは楽になりましたか？」

「ごめん。正直、全然」

「えっ。……私の魔ま力りよくが足りていないのでしょうか？」

「いや、そうじゃないと思う」ロキはそう言って、苦笑する。「たぶん、魔法とおまじないは違ちがうんだよ」

「……やっぱり、アビゲイルさんに治療してもらいましょうか」

「そうしてもらえると助かるかな」

「分かりました。では、私が責任を持って宿屋までお運びします」

　サラはそう言うと、ロキの身体をひょいと抱きかかえた。

「ちょっ！　いくらなんでもそれは──」

「大丈夫です。力には自信がありますから。落としたりはしません」

「そうじゃなくて！　さすがに恥はずかしいって！」

「ふふっ。私は全然、恥ずかしくなんてありませんよ」

「恥ずかしいのは僕だから！」

　抵てい抗こうもむなしく、ロキはお姫ひめ様さまだっこをされたまま運ばれていく。

　宿屋に向かうまでの間、すれ違った人たちは皆、好こう奇きの視線を向けてきた。

　ロキは耳までかあっと赤くし、思わず顔を伏ふせる。

　恥はじも外聞も捨てたつもりでも、恥ずかしいものは恥ずかしい。




　夜になると、ロキは酒場へ向かった。

　ヤケ酒をしたかった、というわけではない。先ほどのサラとの特訓で自分がこの先戦うための活路を見み出いだしたからだった。

　それは情報を得るということだ。敵の癖や特とく徴ちようを事前に頭に入れておくことで、その分だけ速く動くことができる。

　基き礎そ能力が不足しているなら、別の何かで補えばいい。

　ロキは情報収集のために、酒場へ赴おもむこうとしていた。そこにいる冒ぼう険けん者しやたちならこの辺りの魔物にも詳くわしいはずだ。

　聞き込みをすれば、自分だけじゃなく、パーティの役にも立つ。

　酒場の中は、昨日閑かん散さんとしていたのが噓うそのように混こみ合っていた。むさくるしい男連中でひしめき合っている。そこかしこから、無骨な笑い声がした。

　ロキは中央のテーブルにいる男たちにあたりをつける。

　体格といい、身なりといい、見るからに冒険者然としていたからだ。

　しかしいざ聞き込みを開始しようとすると、なかなか踏ふん切りがつかない。見るからに粗そ暴ぼうそうな彼らの中に割り込むとなると、気き後おくれしてしまう。

「何言ってるんだ。そんなんじゃダメだ」

　ロキは軟なん弱じやくな思考を振ふり切るため、頰ほおを平手で叩いた。気合いを入れなおすと、男たちの集まるテーブルへと向かう。

「あの、聞きたいことがあるんですけど」

「あん？」

　おずおずと声をかけると、冒険者たちの中でも一番粗暴そうなスキンヘッドの男が目を剝むきながら振り返った。どすの利きいた声を発した彼の肉体は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、二の腕うでなんかは丸太のようにたくましかった。

　ロキは喉のど元もとまでせり上がった悲鳴を飲み込んでから、言う。

「こ、この辺りに生息してる魔物のことを教えてもらえたらなって」

　一いつ瞬しゆん、間があったあと、

「ガロンさん。こいつ、勇者の連れの奴やつですよ」と別の男が耳打ちした。

　それを聞いたスキンヘッドの男は眼光をぎらりと鋭くする。

　挑いどむような眼まな差ざしで、ロキの顔を見み据すえながら、

「……ほお。昨日はどうやら、好き勝手暴れてくれたようじゃねえか。このガロン様がいないところでな」

　どうやらこの男は、ここら一帯のボス的な存在だったらしい。自分の縄なわ張ばりを荒あらされたことで大層ご立腹している様子だ。

「いや、それは勇者が勝手にやったことで。僕は……」

「だとしても、お前は同じパーティの仲間なんだろう。本物の仲間だったら、暴走した勇者を止めるのが筋ってもんじゃないのか」

　ごもっともです、とロキは思った。でも、それができないから困ってるんです、という言葉を飲み込む。

「まあいい」スキンヘッドの男はそこで言葉の矛ほこ先さきを収める。「とにかく、魔物の情報を教えてやるわけにはいかんな」

「どうしてですか」

「お前も同じ冒険者なら分かるだろう。俺たちは日中、いつ死んでもおかしくないような戦いをしてるんだ。夜、酒の席でまで真剣な話はしたくない」

　それに、とスキンヘッドの男は続ける。

「見ず知らずの奴に貴重な情報を教えてやるほど、俺たちは善人じゃない。たとえその相手が勇者パーティであったとしてもだ」

　そう言われてしまっては、返す言葉もなかった。

　ロキは情報を貰もらうに値あたいするだけの対価を持っていない。金でも包めば話は早いのかもしれなかったが、そんなものはなかった。

　結局、聞き込みをするのは無理だと判断し、ロキは席を離はなれた。一連のやりとりを他の者たちも耳にしていたので、あたっても同じ結果に終わるだろう。

　ろくな成果もないまま、酒場を出る。

「まあ、そう上手くはいかないか……」

　夜道をとぼとぼと歩きながら、ため息をついていると、

「あれ？　ロキっちじゃん。やっほー」

　石いし畳だたみの道の向かい側から、アビゲイルが笑え顔がおで手を振ってきた。ロキが落ち込んでいるのに対して、彼女は底そこ抜ぬけの明るさを振りまいている。暗い夜道でさえ、彼女の周囲だけは柔やわらかな光に包まれているように思える。

「どったの？　ちょー浮かない顔してんじゃん。財さい布ふでも落とした？」

「いや、そうじゃないよ」ロキは苦く笑しようした。「酒場にいる冒険者に魔物の情報を教えてもらおうとしたんだけど、門もん前ぜん払ばらいを喰らっちゃってさ」

「魔物の情報って……そんなの聞いてどーすんの？」

「事前に魔物の癖くせとか特徴を知っておけば、その分速く動けるし、危険な目に遭あうことも少なくなるだろ。それにパーティの役にも立つと思ってさ」

「あ、そっか。ロキっち、あったまいいー！」

　アビゲイルはぱちんと指を鳴らし、軽いテンションで褒ほめてくれる。しかし彼女の視線がロキの右手のひらに向かった瞬間、

「──って、うわっ！　ロキっち、手のひらぼろぼろじゃん！」

　ぎょっとしたように悲鳴を上げた。

「ああ、これか」

　ロキは自身の両手のひらを見やる。

「大丈夫。単なる素す振ぶりのしすぎだよ」

　サラとの特訓で何百、何千回と木ぼつ剣けんを振ったことによる負担に耐たえきれず、手のひらの皮がべろべろにめくれて血が固まっていた。

　それは思わず目を背そむけたくなるほどの痛々しさを放っている。

「だ、大丈夫じゃないってば！　ちょー痛そうじゃん！　ごめんっ。さっきロキっちを治したときには見み逃のがしてたみたい。すぐ治してあげるかんね！」

「いや、治さなくていいよ。これは必要な傷だから」

「えっ？」

　アビゲイルは予想だにしなかった言葉に、目を丸める。

「必要な傷って……」

「僕は強くなりたい。一軍に上がって、勇者を倒たおせるくらい。だから、この傷はその想おもいを風化させないためにも、癒いやしちゃダメなんだ」

　たとえ、燃えるような痛みに苛さいなまれるとしても。自分はこれだけやったんだという自信を手に入れるために、消すわけにはいかない。

「ふ、ふぅん……ロキっちって、意外と男らしいとこあるんだ……」

　アビゲイルは頰をうっすら赤らめると、どこかもじもじしながら、聞こえるか聞こえないかという声量で呟つぶやいた。

「見た目女の子っぽいから、ちょっと不意打ちだったかも……」

「え？」

「ううん。なんでもない、なんでも！　えへへ」

　アビゲイルは慌あわてて笑顔を繕つくろう。いつもの自然なものとは違い、どこか少しぎこちなさが感じられた。

「今、僕の見た目が女の子っぽいって……」

「あ、そっち？　うん。ロキっちって顔立ち整ってるし、まつげも長いしでほんと女の子みたいだよねー。だからかもしんないけど、喋しやべりやすいかも」

「そうかな」

「うん。ロキっち、女装したら絶対かわいくなると思う！」

「いや、遠えん慮りよしとくよ」

「なんで？　絶対、天下取れるよ？」

「嫌いやだよ！　そんなので頭角を現すのは！」

「んー。そっか。ざんねん」

　アビゲイルはさほど残念そうでもなく言うと、どこか嬉うれしげに、

「あたし、男の子と話すのとかあんまり得意じゃないんだけど、なんか、ロキっちとはけっこー自然に話せるっていうか。楽しい？　かもしんない」

「男と話すの、苦手なの？」

「んー。まあ、ね……」

　アビゲイルは前まえ髪がみを指でいじらしく巻きながら、

「どーやって話せばいいのか分かんないし、目見れないっていうか。女の子とだったら全然だいじょーぶなんだけど……」

「へえ。じゃあ、誰だれかと付き合ったりしたこととかないの？」

「あ、あるわけないじゃん！　そんなのっ！」

「手を繫つないだりも？」

「ムリムリっ！　そんなのっ！」

　思いのほか声を荒あらげてきたので、びっくりする。

　何というか、これまた意外だった。

　アビゲイルは容姿からして、男遊びしまくってると思っていた。

　まさかこんなうぶな子だったとは……

「そ、そんなことより、さっきの聞き込みの話だけどっ！」

　強ごう引いんに話を元の路線に戻もどさせられる。

「そういうときは、友達になればいーんじゃない？」

「友達？」

　ロキはぽかんとする。

「そ。まずはその人たちと仲良くなんの。赤の他人が何か訊きくより、友達が訊いたほうが答えてくれやすくなるっしょ？」

「それはそうかもしれないけど。でも、どうやって？」

「深く考える必要なんてないってば。その人と仲良くなりたい、って思う気持ちがあればそれで十じゆう分ぶん。お酒の力も借りられるし、きっと上手うまくいくって。ロキっちは人が良さそうな感じだしね。すぐ仲良くなれるんじゃない？」

　アビゲイルの笑顔には、人を勇気づけてくれるような光があって、だからロキの臆おくしていた心は次し第だいに立ち直っていった。

「……そうだね。分かった。やってみるよ」

　気づけば自然とそう口にしていた。

　気持ちは再び、前を向いている。

　ロキは踵きびすを返し、酒場のほうへ戻ろうとする。同じ冒ぼう険けん者しやとしてもう一度、今度は彼らと腹を割って話をしてみようと思った。

「ロキっち！」

　背中越ごしに呼びかけられ、振り返る。

「聞き込みをするって、すごくいいことだと思う。だってそんなの、勇者っちには天地がひっくり返ってもできないだろうし」

　アビゲイルはそう言うと、夜でも眩まぶしい笑顔で、グーサインを掲かかげた。

「あたし、応おう援えんしてるかんね！」

「うん。ありがとう」

　ロキも微ほほ笑えみを浮うかべ、グーサインを掲げる。

　そして酒場へと向かっていった。




　スイングドアをくぐり、再び酒場へと入る。

　ロキは中央のテーブル、そこに座る冒険者たちの分厚い背中を見つけると、迷いなく近づいていく。

　取り巻きの男がまず気づき、スキンヘッドの男に耳打ちした。振ふり返ったスキンヘッドの男はロキの姿を認めると、表情を険しくする。

「言ったはずだがな。真しん剣けんな話はしたくないと」

「分かってます」

　ロキはそう言うと、スキンヘッドの男の隣となりに座る。

「今回はただの客としてきました。一人の同じ冒険者として、あなたたちといっしょに酒が飲みたい」

　テーブルを囲んでいた他の冒険者たちは、困こん惑わくしたように顔を見合わせる。いきなりのことにどう対応していいか分からないという感じだ。彼らはやがて、指示を仰あおごうとするようにスキンヘッドの男を見やる。

「ガキじゃあるまいし、いちいち俺の顔色を窺うかがうんじゃねえよ」

　スキンヘッドの男はそう吐はき捨すてると、ふっ、と相そう好ごうを崩くずした。

「ただ、俺たちと酒が飲みたいってんだ。断る理由なんざないだろう」

　許可が下りたことにほっとしたのか、他の冒険者たちの表情が綻ほころぶ。張り詰つめていた場の雰ふん囲い気きが緩かん和わされる。

　彼らは悪戯いたずら好きの子供のような表情で、ロキへと口々に声を掛かける。

「よっしゃ。飲もう飲もう」

「お前、酒は強いのか？　勝負しようぜ。勝負」

「止やめとけ止めとけ。こいつはバカ見てえに強つええんだ」

　ロキはバカみたいに騒さわがしい冒険者たちに囲まれて、苦笑を浮かべる。

　彼らは思っていたよりもずっと気さくで、楽しい人たちだった。

　いざ話し始めると、酒の力もあって、すぐに打ち解けることができた。

　ロキが冒険者としては駆かけ出しだということを明かすと、彼らは自分が魔ま物ものと戦ったときにした手て酷ひどい経験を面おも白しろおかしく語ってくれた。

　それはロキが知りたいと思っていた魔物の情報そのものだった。

　そうか、とロキは思う。単刀直入に魔物の情報を訊くんじゃなくて、魔物と戦ったときのその人の体験を引き出せばいいんだ。

　人は皆みな、自分のことを知って欲しがっているから。話したがっているから。

「ロキ、おめえ、中々いける口じゃねえか。気に入ったぜ。今日からガロンファミリーの一員にしてやる。困ったことがあれば、この俺にいつでも頼たよってこい」

　スキンヘッドの男──ガロンが酒の回った赤い笑みを浮かべながら、ロキの背中をばしばしと強めに叩たたく。無骨な笑みを浮かべ、見るからに上じよう機き嫌げんだった。

「ガロンさん。こいつは他のパーティに入ってるんですよ」

「うるせえ。やめちまえ、そんなパーティ。ロキを二軍にするなんて勇者の奴やつは見る目がねえんだよ」

　目が据すわったガロンは、どん、と樽たる形のジョッキを叩きつける。

「俺の仲間になりゃ、そんな扱あつかいはしねえ。どんな奴にもチャンスをやって、必ず光る部分を見つけてみせる。だいたいだな……」

「すまねえな、ロキ。ガロンさんは酔よったらいつもこうなんだ」

　他の冒険者が、申し訳なさそうに苦く笑しようする。

「いや……」

　ロキもまた、苦笑を浮かべる。悪い気はしなかった。

　テーブルの上に立ち、大演説を始めるガロンを眺ながめながら、ロキは冒険者たちから得た魔物の情報を頭の中で整理していく。

　──僕にはまだ、一人で戦えるだけの力はない。だから色々な人の力を借りて、教えを受けることで少しずつ強くなっていこう。

　焦あせらず、一歩一歩、着実に。

　そうすることでいつか、勇者の背中が見えてくるはずだ。




　翌朝になって、ようやく町を発たつこととなった。

　ロキは馬車の荷台に乗り込むと、手元の紙束に目を落とす。

　そこに書かれているのは昨夜、酒場で得た魔物の情報だ。これから向かう地方に現れる個体のくせや特とく徴ちよう、弱点などが事細かく記されている。

　自分の役にも、パーティの役にも立つはずだ。

　もちろん、剣の訓練も欠かしてはいない。今朝もサラと打ち合いをして、酒でむくんだ顔を更さらに腫はれ上がらせた。

「それにしても、中々出発しないな……」

　ロキが怪け訝げんに思っていると、幌ほろの外が騒がしくなり始めた。何やら、がなりたてるような声が聴こえてくる。

「はあ!?　ふざけるんじゃないわよ！　そんなの納なつ得とくできないわ！　ぶっ飛ばされたくなかったら今すぐ撤てつ回かいしなさい！」

「うるせえぞ。これはもう決めたことだ」

　言い争っているのは、勇者とルミナのようだ。

　しかし言い争いといっても、ルミナが一方的にまくし立てていて、勇者はまるで聞く耳を持たないという感じだった。

「あたしは絶対に認めないから！」

　いったい何があったのだろう。

　ロキは手元の紙束から顔を上げると、外の様子に耳を澄すませる。

　するとふいに、怒ど鳴なり声が止んだ。

　そして、

　バッ、

　と、幌が開いて、ルミナがごろごろと転がり込んでくる。床ゆかの上を勢いよく弾はずみ、奥にある積み荷にぶつかって、ようやく止まった。

　ごろり、と仰あお向むけに倒たおれる。

「……」

「……」

　目が合って、何とも言えない沈ちん黙もくに包まれる。

　つばの広い三角帽ぼうをかぶり、黒色のローブを小こ柄がらな身体からだにまとった彼女の髪かみは、燃えるような紅べに色をしている。

　気高い猫ねこを思わせる、端たん正せいな顔立ち。

　吊つりあがった切れ長の瞳ひとみには、気の強そうな光が宿っている。

　気き性しようの荒い小動物──それが魔法使いのルミナから受ける印象だ。

「なに気安く見てんのよっ」

　ルミナはロキを睨にらみつけると、今にも嚙かみつかんばかりに吠ほえた。

「ご、ごめん」

　ロキは反射的に謝ると、顔を逸そらす。

　しかし、状じよう況きようがまるで飲み込めなかった。

　どうしてルミナが荷台に転がり込んできたのだろう。さっきの勇者との言い争いはいったいなんだったのだろう。

　そんなことを考えていると、馬車が動き出した。

「えっ」

　ロキは驚おどろきに、思わず声を上げてしまう。

　まだルミナはここにいる。それはつまりパーティの陣じん形けい、ルミナがいつも任されている馬車の左手ががら空きになっているということだ。

　ロキは御ぎよ者しや台だいに続く幌を開けると、馬の手た綱づなを引くサラの隣、そこで怠たい惰だに寝ね転ころがっている勇者の背中に問いかけた。

「おい、出発してもいいのか？」

「馬車ってのは、走るためにあるもんだからな」

「そうじゃなくて！　馬車の左手ががら空きだろ。そこから魔物が襲おそってきたらひとたまりもないじゃないか」

「何寝ねぼけたこと言ってやがる」

「え？」

「自分の目で見てみりゃあいい。がら空きなのかどうかをな」

　勇者に促うながされ、ロキは幌から顔を出し、馬車の左手を見やる。

　そこにはちゃんと、人がいた。

　軽そうな黒装しよう束ぞくに身を包んだ、小柄な少女。髪は鮮あざやかな銀色で、装束の間から覗のぞく肌はだは陽光を受けて溶とけてしまいそうなほどに白い。

　頭には頭ず巾きんを被かぶり、口元を布で覆おおい隠かくしている。わずかな隙すき間まから覗うかがえる少女の表情には感情の色がなかった。

　そして、気配を消しているのか、彼女にはまるで存在感がない。勇者に言われなければ次の町に着くまで気づかなかっただろう。

　いや、それはともかくだ。

「あの子誰だれだよ……」

　馬車の左手にいたその少女は、ロキのまるで知らない子だった。

「盗とう賊ぞくのファナだ。昨日、仲間になった」

「へえ。昨日──って、そんなの聞いてないぞ」

「当たり前だ。言ってねえからな。これは俺のパーティだ。いちいちてめえらの許可を取る必要がどこにある？」

「けど、それじゃいったいルミナはどうなるんだ？」

「あいつは二軍落ちだ」

「え？」

「仲間が増えてよかったじゃねえか」

　ロキは啞あ然ぜんとする。ルミナが二軍落ちだって？

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」

　納得できなくて、だから思わず口走っていた。

「どうしてルミナを二軍に落とす必要があるんだ。新メンバーも含ふくめた五人で戦えばいいだけの話じゃないか！」

　ロキとは違ちがい、ルミナには魔法使いとしての実力がある。だから、わざわざ彼女を一軍から外す理由が分からなかった。

「普ふ通つうに考えればそうかもな。だが、パーティの戦せん闘とうってのは単純な足し算だけで成り立ってるわけじゃねえ。てめえには分からないだろうがな」

　勇者はロキのほうを振ふり返ることなく、冷れい淡たんに言い放つ。

「俺は、ルミナを一軍にはふさわしくないと思ったから外した。そのことについて誰かの指図を受ける謂いわれはねえよ」

「……だけど」

「とっとと幌を閉めろ。時間の無む駄だだ」

　話し合いの余地はないらしい。

　ロキは勇者の背中を睨みつけてから、強めに幌を閉めた。

　結局、ルミナが二軍に落とされた理由は分からなかった。勇者はいったい何を思ってそうするに至ったのだろう。

　深い理由があったのかもしれないし、なかったのかもしれない。単なる気まぐれという可能性も否定できない。

　ただ、ルミナが二軍に落とされたことだけは確かだった。

　ロキが後ろへ振り返ると、彼女は薄うす暗ぐらい荷台の隅すみで、膝ひざを抱かかえて座っていた。膝ひざ小こ僧ぞうにあごを乗せた状態のまま、むっつりと黙だまり込んでいる。

「ルミナ……」とロキは声を掛かけようとする。

「同情なんてするんじゃないわよ」

　けれど、それを拒こばむようにルミナは険のある声で言った。

「あたしは全然悔くやしくなんてないし、落ち込んでもない！　だからあんたに同情されるようなことは何もないの！　分かる!?」

「う、うん」

「そもそも、天才ってのは中々理解されないものなの！　僻ひがみとか嫉そねみで、正当な評価を受けられないことなんてざらよ！　きっと勇者のアホはあとになってから自分が犯おかしたことの重大さに気づくでしょうね。ルミナは偉い大だいな魔法使いで、一軍には欠かせない存在だったんだなって。そのときになって泣きついてきても遅おそいんだから」

　ルミナは上ずった、どこか危あやうい声で、矢や継つぎ早にまくし立てる。まるでそうしなければ何かが決けつ壊かいしてしまうとでもいうように。

　そして、言葉の継つぎ目で案の定そうなった。

　ルミナは「……ふぐっ」と声を詰つまらせる。表情が引きつり、目元が歪ゆがむと、じわりと水の膜まくが浮うかび上がった。一ひと粒つぶのしずくがぽろりと落ち、床に弾はじけて光る。

「……べ、別に泣いてなんかないんだから！　これは汗あせよ、汗っ！　荷台が暑くてちょっと汗が止まらなくなっただけっ」

　必死に目元を拭ぬぐいながら弁解していたルミナだったが、それは拭っても拭ってもまるで栓せんが抜ぬけたように溢あふれ出して止まらなかった。

「……ふぇ」

　やがて、堪こらえきれなくなったというふうに、

「うぐっ……ひっく。ふええええっ」

　子供みたいに、声を上げて泣きじゃくり始めた。端正な顔立ちは、涙なみだやら鼻水やらでぐしゃぐしゃになっている。

　二軍に落とされて、本当はすごく悔しかったのだろう。

　自分は天才だという自信があるだけ、余計に。

　奈な落らくの底へ落とされたかのような絶望感が襲ってきたに違いない。

　ロキもかつて経験したからこそ、よく分かった。

　だから、

「ルミナ」

　ロキは優やさしくそう言うと、ハンカチを差し出した。

「汗を拭ふくなら、使ってよ」

　ルミナはしばらく、無言でそのハンカチを見つめていた。少しの逡しゆん巡じゆんのあとにそのハンカチをむしり取ると、顔全体をごしごしと拭う。

　何度も、何度も。念入りに。

　怒いかりや悔しさ、悲しみ、そういったものを全すべて落とそうとするかのように。
















　ハンカチがべちょべちょになった頃ころ、ルミナは少し落ち着きを取り戻もどしていた。目元が赤く腫はれ上がっている。

「……ん」とルミナはハンカチを返してくる。

　ロキはそれを無言で受け取った。

「……あたし、絶対に許さないから」

「え？」

「……あたしを二軍に落とした勇者を許さない。絶対に、どんな手段を使ってでも一軍に這はい上がってやるんだから」

　絶対に、どんな手段を使ってでも。

　ルミナの声こわ色いろには暗く、ぞっとするような響ひびきがあった。

　ロキは何だか、嫌いやな予感がした。

　パーティに波乱が巻き起こるような、そんな予感が。




　馬車は次の町へ向けて走っていた。

　小刻みに揺ゆれる荷台の中で、ロキは腕うで立たて伏ふせをしていた。腕をしっかりと曲げ、腰こしを落とすと、あごを床ゆかにつける。

「あんた、さっきからいったい何してるわけ？」すっかり泣き止やんだルミナが怪け訝げんそうな表情で尋たずねてくる。「土下座の練習？」

「どう見ても違うだろ。腕立て伏せだよ。鍛きたえてるんだ」

「ふうん。何のために？」

「何のためって……強くなるためだよ。僕も一軍に上がりたいから」

「ぶぷっ」と背後からくぐもった笑い声がした。

　ロキが弾はじかれたように振り向くと、ルミナが口元を両手で押さえていた。

「な、何がおかしいんだよ」少しむっとしながら尋ねる。

「だ、だって……あんたこの前、デビルスネーク相手にびびって漏もらしてたじゃない。そんな奴やつが一軍に上がるなんてどだい無理でしょ。それにあんたチビだし」

「前半はともかく、最後の言葉はブーメランだろ」

「あたしはまだ十四歳だもの。背も胸も、伸のびしろがあるわ」

「伸びしろ……？」

　ロキはルミナの慎つつましやかな胸に目を向ける。虫に刺さされたんですか？　というぐらいの膨ふくらみしかそこにはなかった。

「……たぶん、ないんじゃないかなあ」

「あ？　何か言った？」

「いや、別に」

　ロキはごまかし、腕立てに戻る。すると、ずん、と背中に重みが掛かった。抗あらがいきれずに床に突つっ伏ぷす。

　──な、なんだ？

　見ると、ルミナがロキの腰の上に、脚あしを組んで座っていた。

「一軍に上がりたいのなら、そんなぬるいことやってちゃダメでしょ。あたしを乗せた状態でも平然と腕立てくらいはできないと」

　ルミナは嗜し虐ぎやく的な表情を浮かべ、口元を歪めている。

「さあ、続けなさいよ。できるもんならね」

　杖つえの先せん端たんを手のひらでぽんぽんと弄もてあそびながら、そんなことを言う。まるで端はなからできるはずなどないと決め付けているような口調。

　ロキとしては、このまま黙って屈くつするわけにはいかない。

「言われなくても……やってやるよ！」

　両手を床につくと、そこを支柱にして、沈しずんだ身体からだを持ち上げようとする。重みに二の腕が悲鳴を上げた。歯を食いしばり、背筋力を爆ばく発はつさせる。

　ぐぐぐっ、と身体が持ち上がり始める。

「う、うそっ!?」

　ルミナは動どう揺ようの声を漏らす。とうとう最初の体勢にまで戻った。

「どうだ。僕だって、これくらいはできるんだ」

「……な、中々やるじゃない。けど、一回くらいなら誰だれだってできるわ。そうね。最低百回はできないと話にならないわ」

「ひゃ、百回!?」

「ふふん。怖おじ気けづいた？　降参する？」

「だ、誰がするもんか。やってやるよ」

　ロキは再び、腕立て伏せを開始する。人一人を乗せていることもあり、キツさは先ほどの比じゃなかった。息が荒あらくなり、ぽたぽたと汗が落ちる。

「ほらほら、お尻しりが上がってるわよ」

　ルミナはロキの腰の上に足を組んで座りながら、疲つかれで下がりきらなくなってきたロキのお尻を杖でびしばしと叩たたく。そのときの表情は生き生きとしていた。

　腕立ての回数が五十を超こえ、ロキの両腕がぷるぷると震ふるえ始めた頃、荷台の外が何やら騒さわがしくなり始めた。

　ロキとルミナは顔を見合わせたあと、外へ通じる幌ほろを開けた。

　二人の眼前に飛び込んできたのは、草原に立つオークの群れだ。

　豚ぶたのような鼻と、猪いのししのような鋭するどい牙きば。土気色の肌はだを持つ彼らは、どの個体も屈くつ強きような肉体を有している。

　首元は太く、身体の至るところに筋が浮かび上がっている。

　まるで一いつ匹ぴき一匹が、一つの大きな岩山のようだ。

　荷台から見ていても威い圧あつ感がある。

「ロキ、せっかくだから一つ賭かけない？」

　ルミナが、ロキの腰の上に座りながら、ふいに言った。

「賭け？」

「そう。一軍の連中で、誰が負傷するかを賭けるの」

「なんだその賭け！　不ふ謹きん慎しんすぎるだろ！」

「じゃあ、あんたは誰も負傷しないに賭けるでいいわね」

「……そもそも何を賭けるんだよ。僕たちは金も持ってないし、賭けることができるものなんてないだろ」

「尊厳を賭けるのよ」

「尊厳？」

「そう。あたしが勝ったら、あんたはあたしの奴ど隷れいになる」

「……一応訊きいておくよ。僕が勝ったら？」

「あたしの足を舐なめさせてあげる」

「勝っても負けても僕は損じゃないか！　っていうか、足舐めるのも結局奴隷とやってることは同じだろ！」

「さあて、どっちが勝つかしらね。燃えてきたわ！」

「やらないよ！　そんなむちゃくちゃな賭け！」

「なによ、つまんない。意気地なし」

「いいよ別に！　どう思われたって」

　奴隷になるよりはマシだ。

「ま、とにかくお手並み拝見といこうじゃない。新メンバーとやらがいったいどの程度の実力者なのか。あたしを蹴け落おとすだけの価値があるのかをね」

　ロキとしても、それは大いに気になるところだった。

　新メンバー、盗とう賊ぞくのファナはオークの群れを前にしても、動揺するどころか眉まゆの一つも動かしていなかった。

「何よ。もっとびびりなさいよ。かわいくないわね」

　ルミナは、うつ伏ぶせになったロキの背中に腰掛かけながら悪態をつく。ロキとしては僕の背中は椅い子すじゃない、と言いたかった。

　戦せん闘とうが始まった。

　勇者とサラが前線に出て、オークたちを次々と斬きり伏せていく。白はく刃じんが舞まい、土気色の巨きよ体たいが地に沈んでいく。

　アビゲイルは後方で、「みんな、ちょーガンバっ！」と筒つつ状じようにした両手の間から声せい援えんを飛ばしている。

　そして、盗賊のファナだ。彼女の戦い方はヒットアンドアウェイ。敵の死角を縫ぬうようにして疾しつ走そうし、寸分の狂くるいもないナイフ捌さばきで急所を突く。

　どこまでも洗練された、無む駄だのない所作。

　傍はたから見れば、銀色の毬まりが高速で跳はねているかのようだ。

　一軍メンバーに抜ばつ擢てきされるだけあり、さすがに実力は卓たく越えつしている。

「でも、どうして勇者はルミナを外してまで彼女を起用したんだろう。火力なら圧あつ倒とう的にルミナのほうが上なのに」ロキは思わず呟つぶやいていた。

　ファナは小回りこそ利きくものの、ルミナのような大おお技わざがない。魔ま物ものの群れを相手にする場合には一匹ずつ倒たおしていかなければならない。

　それにファナは前衛職だ。勇者ともサラとも役割が被かぶっている。

　つまり、今のパーティは中遠えん距きよ離りから攻こう撃げきできる者が誰もいない。

　どう考えても、ルミナを起用したほうがいいはずだ。火力的にも、パーティのバランスを考こう慮りよしてみても。

　にもかかわらず、勇者はルミナよりもファナを取った。

　いったいなぜなのだろう。

「へえ。あんた、中々見る目があるじゃない」

　ルミナが上じよう機き嫌げんな面おも持もちで言った。どうやらさきほどの、火力ならルミナのほうが上という言葉がお気に召めしたようだ。

「ご褒ほう美びよ。足を舐めさせてあげる」

「だからいいって！」

「何よ。じゃあ、脇わきなら喜ぶわけ？」

「部位の問題じゃない！」

　なんで身体の一部を舐めて喜ぶと思ってるんだ。

「……ルミナはさ、どうして自分が一軍から外されたんだと思う？」

「そりゃ、決まってるでしょ。嫉しつ妬とよ」

「嫉妬？」

「あたしは天才魔法使いだから。勇者はあたしの才能に嫉妬して、このままじゃ自分の地位が危あやうくなるって思ったのよ。それで貶おとしめたの」

　もしくは、と言ってルミナは続けた。

「あたしがめちゃくちゃかわいいから。勇者があたしに惚ほれて、いっしょに戦ってたら気になって集中できないって思ったとか。うぶよね」

「いや、自己評価高すぎだろ」

　こういう思考だと、毎日が幸せだろうな。

「ま、あんたは少なくともアホ勇者より見込みがあるわ。だから特別に、あんたもいっしょに一軍に上がらせてあげる」

「え？」ロキは間ま抜ぬけな声を出す。「一軍に上がらせてあげるって……パーティの人事権は全部勇者が握にぎってるのにどうやって？」

「秘策があるの。これを使えば、あんたもあたしも一軍に上がれる」

「本当に？」

「ふふん。あたしは、実現不可能なことは言わないわ」

「……一応、教えてくれないか」

「しょうがないわね。特別よ？」

　ルミナはロキの耳元に近づくと、そっと囁ささやいた。吐と息いきが妙みようにくすぐったい。

「簡単な話よ。勇者を締しめ上げればいいの」

「────は？」

　ロキはぽかんとした表情になる。

　ルミナが何を言っているのか、全く理解できなかった。

「考えてもみなさいよ。このパーティの人事権を握ってるのは勇者でしょ？　だったらあいつをボコボコにして、あたしたちを一軍に戻もどさせればいいのよ。そうすればあたしもあんたも一軍になれる。ね？　いい作戦でしょ？」

「……いや、そもそも勇者を締め上げるって時点でかなり無理があるよ。今の僕らじゃ束になっても勝てない気がする」

「大だい丈じよう夫ぶよ。このあたしがいるんだから。負けるはずないわ」

　ルミナは頼たのもしげに胸を叩くと、

「勇者なんて、ワンパンよ」

　そう意気込んで、しゅっしゅっ、と拳こぶしを前に突つき出す。ちなみにこの音は拳が風を切っているというわけではなく、ルミナが自分で口ずさんでいる。魔法使いの彼女にそこまでのパンチ力は備わっていない。

　ルミナはそこで、幌の外で戦っている勇者をちらりと見やった。

　オークの大群を屠ほふる勇者の表情には、殺さつ戮りくを愉たのしむ狂きよう気きが宿っていた。返り血を浴びるたびに、その二つの瞳ひとみは爛らん々らんと輝かがやきを増していく。

「……」

　ルミナの表情が、さーっと青ざめた。ぶるりと震える。

　しゅっしゅっ、と突き出していた拳を、しゅーっ……と言いながら引っ込める。それは気力が抜ぬけていく音のように聴こえた。

　ルミナは、こほん、と取りなすように咳せき払ばらいをすると、

「ま、まあ、勇者をぶっ飛ばすのはよくないわよね。それで使い物にならなくなったら魔王を倒せなくなっちゃうし。今日のところは勘かん弁べんしてあげるわよ」

　明らかにびびっていた。

「さて。仕方ないから、もう一つの秘策を取ることにするわ」

「もう一つの秘策？」

「一軍に空きがないなら、空きを作ればいいじゃないってね。要するに他のメンバーを引きずり下ろせばいいのよ。そうすればあたしが繰くり上がれる」

「引きずり下ろすって……何をする気なんだ？」

　ルミナは、にやり、と笑った。そしてわざとらしい口調で言う。

「最近は魔物も凶きよう暴ぼう化して、物ぶつ騒そうっていうわよね。夜、気持ちよく寝ねてたら、いきなり魔物に襲おそわれてボコボコにされるかもしれないわ。あー、怖こわい怖い。でも、魔物がやることなんだから仕方ないわよね。ねっ？」

「……待て。お前、もしかして闇やみ討うちするつもりか？」

「人聞きの悪いこと言わないでくれる？　あたしはそんなことしないわ。闇討ちするのはあくまでも魔物よ、魔物。まーもーの」

「じゃあ、何で指を鳴らしてるんだよ！」

　ルミナは好戦的な表情で、指をポキパキと鳴らしていた。彼女はそのことを指し摘てきされるととぼけたように、

「あら。血の滾たぎりが外に出ちゃってたみたい」

「ダメだぞ、闇討ちなんて！　僕たちは魔王討とう伐ばつをするための仲間なんだ！　同士討ちなんてしてる場合か！」

「うっさいうっさい！　あたしは何が何でも一軍に這はい上がるの！　そのためだったら何だってしてやるわ！」

　ルミナは大声でまくし立てる。すでに意思は固まっているようだ。

　ロキとしては、パーティメンバーたちが闇討ちされそうになっているのを黙だまって見ているわけにはいかない。

　どうにかして止めなければならない。

　そうしないと、魔王討伐どころの話じゃない。











三章　町から町へと（パーティ内戦争勃発）






　勇者たちの戦闘も終わり、昼頃ごろ、イースターの町へ到とう着ちやくする。

　町を発たつのは翌朝ということになり、各おの々おのが自由行動に移ろうとする中、ロキは「ちょっと話があるんだ」と言って、勇者を呼び止めた。

「なんだ。パーティを辞めたいって話か？」

「そうじゃない。ルミナのことなんだけど……」

　ロキは全すべてを話した。荷台でのルミナとのやりとり。彼女が一軍メンバーたちを闇討ちして回ろうとしていること。

「だからさ、勇者から釘くぎを刺さして欲しいんだ。闇討ちなんてしたら今後一いつ切さい一軍に上げるつもりはないとか言ってさ」

　闇討ちが無駄だと分かれば、ルミナは考えを改めるかもしれない。

　そう期待して告発したのだが、

「面おも白しれえじゃねえか」

「え？」

「一軍に上がるならどんな手段も厭いとわないってことだろ。結構じゃねえか。その野心は嫌きらいじゃねえぜ」

　勇者は愉たのしげに口元を歪ゆがめ、くつくつ、と黒い笑えみを洩もらす。

「おい、止めてくれよ！」

「止める？　どうしてだ」

「どうしてって……このままじゃ誰だれかがケガをするかもしれない。そうすれば今後の旅にも支障がでるだろ」

「構いやしねえよ」と勇者は言った。「闇討ちで負傷するくらいなら、そいつはそれだけのたまだったってことだ。一軍にいる資格はねえよ」

「けど……」

「てめえにとっても、これはチャンスじゃねえか」

「え？」

「俺が闇討ちを奨しよう励れいしてるんだ。てめえも適当な一軍メンバーを倒せば、繰り上がりで一軍に上がれるかもしれないぜ」

「……本気で言ってるのか？」

「言ったはずだ。俺は噓うそが大嫌いだってな。闇討ちでも、料理に毒を盛るのでもなんだっていい。要は勝ちゃいいんだ」

　勇者はそう言って、挑ちよう発はつ的な目を向けてくる。

「もちろん、俺を襲しゆう撃げきするってのも大いに歓かん迎げいするぜ。まあ、ただ黙ってやられてやるほど甘くはないけどな」

　勇者はパーティに波乱が起こるのを、むしろ楽しみにしている。退たい屈くつを紛まぎらわせるための余興と捉とらえている。

　ロキにとっては、目の前に転がり込んできたチャンス。

　けれど、それを受け取るつもりは毛頭なかった。

「僕は誰かを傷つけてまで、一軍に上がろうとは思わない。正当な手段で、一軍にふさわしい強さを身につけてからでいい」

「……青いな」

　勇者は醒さめた表情で、嘲あざけるように言った。

「勝者になれるのは、無数の屍しかばねを無む慈じ悲ひに踏ふみにじれる奴やつだけだ。敗者ほど分かりもしない他人の心に配はい慮りよする。言い訳するみたいにな」

　二人は真っ向から睨にらみあう。これ以上何を言っても無む駄だだと思った。

　ロキは視線を切ると、踵きびすを返す。

　もっと誠実で、他者の気持ちを汲くめる人に相談しないと。




「ロキさんが集めてくださった魔ま物ものの情報、とても役に立っていますよ。おかげで随ずい分ぶんと戦いやすくなりました」

　市場への買い出しに向かう道中、サラがふいにそう言った。

　サラはロキが買い出しに行くために宿屋を発とうとした際、「せめて荷物係としてお供させてください」と言ってついてきてくれたのだ。

「それはよかった」とロキは微ほほ笑えむ。役に立ったなら何よりだ。

「でも、あれだけの情報をいったいどこで集めてきたんですか？」

「酒場で聞き込みをしたんだよ。冒ぼう険けん者しやの人たちに。最初は話しかけるのに躊ちゆう躇ちよしたんだけど、徐じよ々じよに慣れてきてさ。見た目こそいかつい人が多いけど、いざ話してみると気さくで面白い人が多いんだ。色々と教えてもらえて、楽しいよ」

「素す晴ばらしいことですね」サラは優しげな微笑みを浮うかべる。「多くの人たちと関かかわりを持つのは大切なことです。世の中は人の繫つながりで回っていますから」

「うん」

　市場に到着すると、ロキたちは不足している日用品を買っていく。

「……ルミナさんの様子はいかがですか？」

「え？」

　ロキは店先に並ぶリンゴから、顔を上げる。

「二軍に落ちたあと、酷ひどく落ち込んでいたようでしたから。アビゲイルさんと心配していたんです。でも、私たちからは声をかけづらくて……」

　サラたちは一軍だ。

　慰なぐさめの言葉が、かえってルミナを傷つけることにもなりかねない。

「いや、そのことなんだけどさ……」

　元々、どのタイミングで切りだそうか迷っていたところだった。

　ロキは先ほど勇者に話したように、ルミナとのやりとりを説明した。

「えっ!?　ルミナさんが闇討ちをですか？」

「うん。このままじゃパーティの誰かが傷つくかもしれない。だからルミナを止めるのを手伝って欲しいんだ」

「わ、分かりました。そういうことなら、ぜひ協力させてください」

「ありがとう」

　ロキは安あん堵どして微笑む。

「サラに相談してよかったよ」

「ふふっ。私はお姉さんですから。いくらでも頼たよって、甘えてください」

「うん」

「では、先に買い出しを済ませてしまいましょうか」

　ロキは頷うなずくと、手元のメモを見ながら、不足した日用品を買っていく。

　市場は人でごった返していた。石いし畳だたみの上を行き交かう人々は、サラの身なりを見ると驚おどろいたように視線を止める。

　何しろ、ビキニアーマーだ。胸と局部以外は剝むき出しだ。

　男は好こう奇きの目で、女はその美び貌ぼうを羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ている。

　サラはというと、そのことにまるで気づいていない。気づいていたらこんな格好で外を練り歩いたりはしないだろう。

　ロキは周りの視線をひしひしと感じつつ、買い出しを終える。サラと荷物を分担しつつ宿へ戻もどっている最中だった。

　向かい側から、ルミナが歩いてくるのが見えた。

「ロキさん、ここは私に任せてください」とサラが言った。「ルミナさんにきっちりと言い聞かせてみせます」

「おおっ」

　これは頼りになりそうだ。鬼おにのようなサラが見られるか。

「ルミナさん！」

　サラは声を張り上げると、保存食やお酒の入った大量の荷物を胸むな元もとで抱かかえながらルミナの前まで歩いていった。

「パーティの人たちを闇やみ討うちするというのは、本当ですか」

　ルミナはロキをじとりとした目で睨みつけてくる。

　あんた、ちくったのね、とでも言いたげだ。

「ええ。そうよ。何か文句ある？」

「いけませんっ！」

　サラは子供を叱しかるときのような口調で言った。

「そんなの私が許しません！　めっ！　です」

「へえ。じゃあ、それでもやるって言ったら？　どうするつもり？」

「えっ？　えーっと、そうですね……」

　サラはあごに人差し指をあてがい、「うーん……」と考え込んだあと、

「怒おこります！　私、すっごい怒っちゃいます！　ルミナさんを正座させて、考えを改めてもらえるまで説教します！　もうぷんぷんです！」

「……」

　いやいやいや、とロキは思った。

　サラは恐おそらく、普ふ段だんから怒るようなことがほとんどないのだろう。彼女の怒り方は怒りなれていない人のそれだった。威い厳げんも迫はく力りよくも全くなかった。

　聴きいているほうとしては、微笑ましくすらある。

　それじゃルミナは絶対に思いとどまらない──と思われたが、

「分かったわ」

「「えっ？」」

　ロキとサラの声がハモる。

　返ってきたのは、意外な返答だった。

「あんたを怒らすと、あとが怖こわそうだしね。襲おそうのは止やめとくわ」

「ほ、本当ですか？」

「なに？　闇討ちして欲しいわけ？」

「いえっ。全然そんなことは」

　サラは胸の前で両手をぶんぶんと振ふる。

「悪かったわね。二軍に落ちて、ちょっと頭がおかしくなってたのかも。あんたに言われて目が覚めたわ」

「そんな……こちらこそ、分かっていただけて嬉うれしいです」

　サラはルミナの手を取ると、ぎゅっと握にぎりしめた。

「ではこれからも、仲間として頑がん張ばっていきましょう！」

「そうね」

　和解の握あく手しゆを終え──サラがロキのもとへ戻ってくる。

「これで一件落着ですね」

「……うん。でも、なんか不気味だなあ」

「え？」

「少し、上手うまくいきすぎのような気がするんだ」

　あれほどの執しゆう念ねんを燃やしていたルミナが、サラに少し言われただけで、こんなにもあっさり引き下がるなんて。物分かりが良すぎないだろうか。

　正直、拍ひよう子し抜ぬけだった。

「ルミナさんは気難しく見えますけど、本当は心優やさしい人なんですよ。闇討ちを企くわだてたのだってちょっとした気の迷いです」

「うーん……」

　そうなのだろうか？　穿うがった見方をしすぎているだけか？

「さあ、宿に戻りましょう」

　結局、釈しやく然ぜんとしないままその場は流れていった。




　夜、酒場の席。

　木のテーブルの周りには、勇者以外のパーティメンバーが揃そろっていた。

「んじゃ、ファナっちの加入を祝して、かんぱーい！」

　アビゲイルが音おん頭どを取り、他のメンバーがそれぞれジョッキを合わせる。

　新メンバーファナの歓かん迎げい会かいだった。彼女は寡か黙もくで口数が少なく、パーティに馴な染じめるかを心配したアビゲイルが開かい催さいしたのだ。

「みんな、じゃんじゃん飲んじゃってー！」

　アビゲイルは明るい笑え顔がおで、場を回していく。さながら宴えん会かい部長だ。

　ロキもぶどう酒を飲みながら、右みぎ隣どなりに座るルミナの顔色を窺うかがう。ルミナは特に不満そうでもなくオレンジジュースを口にしていた。

　ファナはルミナを二軍へ追いやった張本人だ。その歓迎会にもかかわらず、暴れ出すこともなくしっかりと参加しているなんて──

「本当に改心したのかもな……」

　ロキはそこでようやく安堵する。勇者が参加していないのは、また以前のような騒さわぎを起こしかねないからという、満まん場じよう一いつ致ちの理由からだった。今ごろ奴やつは町の女の子をたらしこんで遊んでいることだろう。

「ロキさん。ちゃんといっぱい食べてますか？」

　左隣に座るサラが、微笑み混じりに尋たずねてくる。

「うん、食べてるよ。サラはお酒は飲まないの？」

　サラの手元にあるジョッキにはぶどう酒ではなく、水が入っていた。

「私、お酒は弱くて……一いつ滴てき飲んだだけでもダメになってしまうんです。それに、二日酔よいは剣けん士しの敵ですから」

「そっか。偉えらいんだね」

「己おのれを律するのは、当然のことです」

「僕もサラを見習わなきゃなあ──って、あれっ？　そういえば、さっきからファナの姿が見えないみたいだけど」

　ロキは歓迎会の主役がこの場に見当たらないことに気づく。

「ファナさんなら、ずっといますよ？」

「え？　本当に？」

「はい。ほら、ロキさんの足元に」

「足元って──うわっ！」

　ロキは視線を足元に向けて、思わず声を上げてしまう。テーブルの下で、ファナが膝ひざを抱えて座っていた。黒色の装しよう束ぞくを着ていることもあり、影かげと同化している。透すけるような白い肌はだだけがぼんやりと浮うかんでいた。

「な、なんでこんなところに……」

「ファナさんは開放的な場所が苦手だそうで。こうして隙すき間まに挟はさまっていると心が落ち着くそうです」

　ファナは、こくこく、と首を縦に振る。

「……盗とう賊ぞくは陰かげに生きる者。おひさまは苦手。のーせんきゅー」

「は、はあ。とにかくよろしく」

　ロキはテーブルの下に手を伸のばす。すると冷たい感かん触しよくに包まれる。ファナがロキの手を両手で包むように握っていた。

　にぎにぎ、にぎにぎ。

　長い間、念入りに手のひらを触さわられる。

「……何してるんだ？」

「……凶きよう器きが仕込まれているのではないかと思った。なので調べた」

「いや、どこにも仕込むところがないと思うんだけど」

　ロキが着ているのは半はん袖そでの布の服だ。どこにも凶器の仕込みようがない。

「……人差し指だけナイフに改造されているとか」

「局地的すぎるだろ！　それなら普ふ通つうにナイフ使うよ！」

「……ボタンを押すと、その人差し指が発射されるとか」

「しないよ！　費用がかかって仕方ないよ！」

「……本当にしない？」

「ああ。しないよ」

「……ろまん」

「いや、涙なみだ目めになられても……発射して欲しかったのか……？」

　変な子だなあ、とロキは思う。

「そういえば、ファナって盗賊だったんだよな。ってことは、パーティに入る前はそういう活動もしてたのか？」

「……そういう活動とは？」

「まあ、その、盗ぬすみとか、強ごう奪だつとか」

　お酒の勢いもあって、つい訊きいてしまう。

　ファナは深く頷うなずいた。

「……当然。私は世にも恐ろしい大盗賊だった……」

　やはり、勇者の目に止まるだけあり、とんでもない悪党だったらしい。今まで数多の人をナイフで殺あやめ、財を根こそぎ掠かすめ取ってきたのだろう。

　しかし、

「自分で大盗賊って言うのか……」

　自じ称しようされると、何となく凄すごさや恐ろしさを感じない。彼女の見た目が悪党らしくないということにも起因するのだろうが。

　その代わり、

「ええっ！　そ、そーだったの？」

　大盗賊だった、という言葉にアビゲイルが強く反応した。彼女はさっきまでの楽しげな表情から一変、すっかり青ざめている。

「ファナっちって……悪い人だったの？」

「……当然。私は盗賊。生まれながらのあうとろー」

「で、でも、ちょいワルくらいでしょ？」

「……ちょいワルどころじゃない。私はちょーワル。生まれてからの第一声が肩かたパンしてえだったくらいのワル」

「め、めっちゃワルじゃん！　悪の権ごん化げじゃん！」

　そうか？　とロキは思った。そうでもないだろ。

「うぅ……ファナっちがそんな悪党だったなんて……」

　アビゲイルは今にも泣き出しそうな顔をしていた。彼女はこう見えて、悪党とは対極の位置にいる僧そう侶りよなのだった。

　かつての大悪党が、よりによって同じパーティの仲間にいる。

　アビゲイルにとっては何よりもショックな事実だったに違ちがいない。彼女は目め尻じりに涙を浮かべたままファナの手を取ると、まっすぐ目を見み据すえて言った。

「でも大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だから！　ファナっちがたとえ大悪党だったとしても、神さまはきっと見捨てたりなんてしないから。赦ゆるしてくれるはずだから。もちろんあたしも。だからこれからは毎日うんと懺ざん悔げして、お祈いのりしよっ。で、いっしょに魔ま王おうを倒たおして、傷つけちゃった人以上の人を救っていこう？　ねっ？」

　熱く、親身な言葉。

　アビゲイルはファナが悪党だからといって見捨てたりせず、いっしょになって懺悔して更こう生せいを促うながそうとしていた。

　しかし──

「あの～」と申し訳なさそうにサラが手を挙げる。

「サラっち、どったの？」

「ファナさんは別に、人を殺めたりはしてませんよ？」

「へ？」

「ファナさんは確かに盗賊です。ですが、他人ひと様さまのおうちに侵しん入にゆうして、その家の食料をつまみ食いすることで有名なこそ泥どろだったそうです。で、いつものように盗みを働こうとしていたときに勇者様に捕つかまえられ、そんなに食いたいなら好きなだけ食わせてやると言われてパーティに加入したんです」

「……」

　アビゲイルはぽかんとしていた。魂たましいが抜ぬけたような顔をしている。

「さっきの熱い言葉、丸々無む駄だだったわね」

　ルミナがそう言ったところで、アビゲイルの顔がかあっと真っ赤に染まった。

「な、ナシっ！　さっきのは全部ナシっ！」

　顔を隠かくすようにばたばたと両手を振ふり、なかったことにしようとする。

「もぉーっ！　ちょー恥はずかしいじゃん！」

「……見解の相そう違い」とファナが呟つぶやく。

　アビゲイルはテーブルに突つっ伏ぷすと、「サラっちのばかーっ！」と悶もだえながら頭を抱かかえていた。

「ロキさん。私、何かまずいことを言ったでしょうか……？」

「いや、サラは悪くないと思う」

　どう考えても、ファナの言い方に問題があった。大盗賊だった、と言われて実はただの食料泥どろ棒ぼうだったと気づける人はいないだろう。

「早とちりするなんて、バカね」

　ルミナはせせら笑って、サラを見やる。

「それより、このシチューおいしいわよ。あんたも食べなさい」

「ありがとうございます。では、お言葉に甘えて」

　サラは兎うさぎ肉のシチューに手をつける。スプーンですくって口に運ぶ。

　甘みのぎゅっと凝ぎよう縮しゆくされたにんじんに、ホクホクのじゃがいも。張りのある兎肉は嚙かみ応ごたえがありそうだ。

「お、おいひぃです……」

　サラはうっとりととろけそうな顔で、頰ほおに手をあてがう。

「そんなに？」とロキは尋ねる。

「はい。いつもは保存食ばかりですから、余計に……」

「まあ、あれはあんまりおいしくないもんね」

　旅の道中──特に野営するときは保存食を食べることが多い。堅かた焼やきパンや干し肉は保存が利きく代わりに、味はいまいちだった。

「よかったら今度野営するとき、シチューを作ろうか」

「えっ!?　ロキさんがですか？」

「うん。シチューなら、鍋なべと材料があれば作れると思うし。こう見えて、故郷の村では料理とかもしてたんだ」

「とても嬉うれしいです！　皆みなさんも喜ぶと思います！」

　サラは両手を組み合わせて、大げさなほどに喜んでいる。

　ロキはそれを眺ながめながら、意外なところに需じゆ要ようはあるもんだな、と思った。こんな自分でも役に立てることはあるのだ。

「ふふ……次の野営がすごく楽しみです」

　サラは期待に頰を上気させながら、シチューを口にしていく。それにしても頰の上気が著いちじるしかった。嬉しいからといって、あんなに赤らむものだろうか？

「なあ、サラ。大丈夫か？」

　ロキは少し心配になって声をかける。

「ふぇ？　ロキしゃん。どうかしましたか？」

「いや、顔が真っ赤になってたから心配になって……」

「わたし、かお、あかいですか？」

「うん。それにろれつも回ってないし」

「ほんとですかぁ。たいへんですねえ」

　サラは赤らんだ顔で微ほほ笑えんだ。ひっく、としゃっくりを漏もらす。

「なんだか身体からだがぽわぽわして、気持ちがいいれす。あれ？　ロキさんが二人いるように見えますよ？」

「……サラ、もしかして酔よってるのか？」

「そんな、わたし、酔ってないですよぉ。言ったじゃないれすか。わたしはお酒に弱いので飲まないようにしてるって」

　サラは、ひっく、と再びしゃっくりを漏らすと、「もー、ロキしゃんってばわたしの話聞いてたんですかぁー？」と赤らんだ笑顔で絡からんでくる。

　それは明らかに酔っている人間の振るまいだった。

　ロキは、いったいどこでこうなったんだろう、と思う。見ている限りじゃ酒なんて一いつ滴てきも飲んでいなかったはずだ。

「ね、ロキしゃんもシチュー食べてみてください。おいしいですよ？」

　サラはシチューをすくったスプーンを差し出してくる。

「いや、僕は……」

「なんですかぁ？　私のシチューが飲めないっていうんですかぁ？」

「そうじゃないけど。っていうかシチューは飲み物じゃないし。そんなお酒みたいな感覚で出してこられても」

　ロキはそこで「ん？　お酒？」と引っかかりを覚えた。サラがおかしくなったのはこのシチューを口にしてからだ。

「もしかして……」

　立てた予想を確かく認にんするため、サラの差し出したスプーンをくわえる。口内にまったりとコクのある旨うま味みが広がった。

　ロキの舌はその中に、かすかに酒の風味がするのを発見する。

　間違いない。サラが酔ったのは、シチューの中の酒のせいだ。恐おそらくは隠し味としてぶどう酒が入っている。

　そしてこれをサラに勧すすめたのは──

「気づいたようね」にやりと笑みを浮うかべたのはルミナだ。「サラのシチューにぶどう酒を混ぜたのはあたしよ」

「やっぱりか！　なんでそんなことをしたんだ！」

「決まってるでしょ。一軍に上がるためよ。これでサラは使い物にならなくなった。明日は二日酔いでまともに戦うことはできないでしょうね」

「ルミナ、お前、改心したはずじゃ……」

「そんなわけないでしょ。ばっかじゃないの？　あたしの野望はサラの薄うすっぺらい説教で潰ついえるほど浅くないわよ！」

「じゃあ、ファナの歓かん迎げい会かいに参加したのも……」

「もちろん、サラに酒を飲ませるためよ。目的が達成された今となっては、こんな場所にいる理由もなくなったわ」

　ルミナは席を立つと、テーブルの上に片足を乗せ、他のメンバーたちを睥へい睨げいする。黒のローブを勢いよく広げると、大声で啖たん呵かを切った。

「なーにがファナの歓迎会よ！　くだらない！　あたしが参加するとすればそれはこいつの葬そう式しきか追つい悼とう式だけよ！　覚えておきなさい！　ばーかばーか！」

「お、おい、ルミナ！」

　ルミナはローブを翻ひるがえすと、勢いよく酒場の外へと駆かけ出していこうとする。

　しかし、他の客がその長すぎるローブの裾すそを偶ぐう然ぜん踏ふんでしまい、彼女は派手に顔面からずっこけた。

「ぶべっ」

　べちゃっ、と悪役には似つかわしくない情けない転てん倒とう音がした。

　ルミナは顔を上げると、赤くなった鼻頭を手で押さえながら、自身のローブの裾を踏ふんだ客に向かって吠ほえる。

「な、なにすんのよっ！」

「悪い。嬢じようちゃんのローブの裾が長いもんで、つい」

「気をつけなさいよね！　もうっ！」

　ルミナはよろめきながらも、酒場の外へと消えていった。床ゆかには垂れ流した鼻血の痕こん跡せきが点々としている。
















「なんか、締しまらないなぁ……」

　ロキは苦く笑しようする。

　ルミナは悪ぶっていても、どこか憎にくめない感じがする。

「ろーきさん」

　その時、左ひだり隣どなりから声がした。「ろーきさん」

「サラ、どうかしたのか？」

「よんでみただけでーす。えへへー」

　サラはふにゃりとした微笑みを浮かべる。完全に酔いつぶれていた。

「ね、ロキさん、わたし、かわいいですか？」

「え？」

「わたし、かわいいですか？」

　じとりと見つめられる。その目はすっかり据すわっていた。

「……サラはすごく綺き麗れいだし、かわいいと思うけど」

「ほんとですか？　頭がわるくて、剣けんしかとりえがなくて、女の子らしいところが一つもなくてもですか？」

「う、うん」

「やったぁ！」

　サラはぱあっと笑顔の花を咲さかせると、ロキに抱だきついてくる。

「ロキさん、だーいすきっ」

「ちょっ！　顔が胸に埋うまって──」

　ロキの顔は大きな二つの膨ふくらみに埋められる。

　やわらかくて、温かい。おまけに甘い蜜みつのような良い匂においまでする。

　このままじゃ窒ちつ息そくしてしまう。でも、抜ぬけ出すのも少し惜おしい。

　二つの感情の間で板いた挟ばさみになっていると、サラの身体からすっと力が抜けた。ロキの肩かた口ぐちに頭を預けてくる。

「すぅ……すぅ……」

　見ると、安らかな寝ね息いきを立てていた。どうやら糸が切れてしまったようだ。

「サラ、起きなよ。こんなところで寝てたら風邪かぜ引くよ」

「ううん……」

　肩を揺ゆさぶってみても、いっこうに起きる気配はない。

「このまま放ほうっておくわけにもいかないよな……」

　ロキはサラをおんぶすると、席を立つ。

　アビゲイルは依い然ぜん羞しゆう恥ちに苛さいなまれてテーブルに突つっ伏ぷし、ファナはテーブルの下でリンゴをしゃくしゃくと齧かじっていた。

　これなら抜けても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ファナ、僕はちょっとサラを宿まで運んでくるよ」

　ファナはロキを一いち瞥べつすると、こくりと頷うなずく。

「……あとは若い二人でごゆっくり」

「いやすぐに帰ってくるけど。なんでお見合いのおばさん口調？」

　ロキはサラをおんぶして酒場をあとにし、宿屋へと向かう。身長差があるせいで途と中ちゆう、何度もずり落ちてしまいそうになる。

　それでも何とか、宿の二階にある個室のベッドにサラを寝かせた。

「ふぅ……これでお役やくご免めんだな」

　ベッドの縁へりに腰こし掛かけていたロキは、額の汗あせを拭ぬぐうと、腰を上げる。

　さて酒場へ戻もどろうとしたその瞬しゆん間かん、ぐいっ、と強い力で引っ張られた。そのままベッドに引きずり込まれる。

「うわっ！　さ、サラっ!?」

　サラはいつの間にか意識を取り戻していたらしい。

　腫はれぼったい目で、じぃっと見つめてくる。

「……いっちゃダメです」

「え？」

「……わたしを一人にしないでください。さみしくてないちゃいます。もっといっしょにおしゃべりしましょう」

「いや、でも、そろそろ戻らないといけないからさ。ほら、酒場でアビゲイルとファナが待ってるだろうし」

「嫌いやです。嫌です。嫌ですっ！　わたし、ろきさんといたいです！」

　ベッドの上で、幼児のように駄だ々だをこね始める。いつもの年上らしいおしとやかな振ふる舞まいはどこにもなかった。彼女は酔うと幼児退行するらしい。

「……わ、分かったよ」

　このままだと埒らちが明かないので、ロキは諦あきらめて渋しぶ々しぶ頷うなずく。

「ほんとうですかっ？　いっしょにいてくれますか？」

「うん。少しだけなら」

「やったぁ！」

　サラは表情を緩ゆるませると、ロキを抱き寄せた。

「えへへ。あったかいですねー」

「……」

　もにゅもにゅ。背中に胸があたっている。

　それだけじゃない。

　サラの汗と酒気の混じった濃のう厚こうな色いろ香かが、本能を刺し激げきしてくる。肌はだと肌とが擦すれあって温ぬくもりが生じ、溶とけてひとつに混ざってしまいそうだ。ぬるま湯に浸つかっているかのような気持ちよさに全身が包まれ、頭の中がぼうっと痺しびれてくる。

「いっしょにねんねしましょうねー」

　子供をあやすように、耳元で優やさしくささやいてくる。

　ロキは過あやまちを犯おかさぬよう、必死に自らの情動を律した。ガチムチ全ぜん裸らの男たちが笑え顔がおでパイ投げをしているところを頭の中で想像する。

　しばらくして、サラが再び寝息を立て始める。どうやら眠ねむったようだ。

「ふぅ……危なかった」

　もう少し遅おそければ、理性を持っていかれてたかもしれない。

　とにかく酒場へ戻ろう。

　こっそりベッドを抜け出そうとして、できなかった。ロキの身体はサラにきつく抱きしめられていたからだ。

「えっ」

　強めに抜け出そうとしても、身体をひねっても、びくともしない。

　がっちりと押さえ込まれていた。

「う、噓うそだろ……？」

　ロキの表情はみるみる青ざめていく。

　このままじゃ、サラと密着したまま朝を迎むかえなければならない。

　それまで思春期男子の理性が持つとは思えなかった。

「サラ！　起きてくれ！　頼たのむから！」

　なりふり構わず起こそうと試みるが、サラは「うぅん……」と安らかな寝息を漏もらすだけで目を覚まそうとはしない。

　思わず、ぞくりとする。地じ獄ごくのような時間の幕開けだった。

　サラは夜中、ロキをぬいぐるみのように肌身離はなさず抱きしめ続け、時おり甘えたような声を洩もらしながら耳を甘あま嚙がみしてきた。ちゅぱちゅぱと水気のある音が鳴り響ひびき、痺れるような快感が駆け巡めぐる。身体の力が抜けていく。腹の下の方からどろりとした欲よく望ぼうがこみ上げてくるのを、必死になって抑えつけた。

　翌朝、窓の外に見える山の稜りよう線せんから日が昇のぼり始めたころ、ようやくサラの拘こう束そくが弱まったところを見計らって、ロキはベッドを抜け出した。部屋を出る前に一度、おそるおそる振り返ってみると、サラはベッドの上で枕まくらを抱きしめながら、「ろきしゃん……」と鈴すずの音のような寝ね言ごとを呟つぶやいていた。

　──あ、危なかった。どうにかなるところだった。ていうか、ちょっとなってた。

　ロキは、自分の代わりに拘束されてしまった枕に同情しながら、前かがみになりながらよろめく足取りで馬車の荷台へと戻っていった。




　翌朝──というか今朝、サラは二日酔よいに苛まれていた。宿の隣に停とめられた馬車の前に現れた彼女の顔はげっそりとしている。

「うぅ……おはようございます」

　気だるそうに、額を押さえている。その声はどこか痛ましい。

「すみません……昨夜、酒場に行ってからの記き憶おくがなくて。ロキさん、私、なにか粗そ相そうをしませんでしたか？」

「いや、別にそんなことは」

　ロキは慌あわてて笑顔を繕つくろう。まさか酔った勢いで一夜を共にしたとはいえない。

「そうですか。よかった……」

　サラはほっとしたように胸をなでおろした。そして弱々しく微ほほ笑えむ。

「私はお酒を飲むと、性格が変わってしまうようで。もしそのことでロキさんにご迷めい惑わくをおかけして、嫌きらわれてしまったらどうしようかと……」

「はは。まさかそんな」

　ロキはことさらに笑顔を強調する。死んでも事実は言えないと思った。

「それよりロキさん、昨夜は寝ていらっしゃらないんですか？　目の下にひどい隈くまができていますよ？」

「え？　ああ、これか……うん。ちょっとね」

　ロキの目は爛らん々らんと輝かがやき、目の下にはどす黒い隈ができていた。もちろんサラにぎゅっと抱きしめられて興奮し、眠れなかったからだ。

「もしかして、夜遅おそくまで剣術の鍛たん錬れんを？」

「いや……えっと、そんな感じかな。うん」

「やはりそうでしたか」

　サラは納なつ得とくしたように頷く。

「鍛錬に励はげむのは立派ですが、あまり無理をしてはいけませんよ？」

　優しい声こわ色いろで諭さとされる。

　本当はずっと煩ぼん悩のうと戦っていただけなのだが。

　サラは御ぎよ者しや台だいに腰掛けると、ふう、と重々しいため息をついた。頭痛や吐はき気けに見み舞まわれているのか、顔が白い。

「サラ、大丈夫？」

「すみません。少し気分が優すぐれなくて……」

　サラは顔を上げると、気き丈じような笑顔を向けてくる。

　しかし、体調が悪いことは明らかだった。お酒に弱いということは、体内の分解酵こう素そが少ないということで、二日酔いも酷ひどくなる。

「どうやら、闇やみ討うちとやらは成功したようだな」

　そのとき、朝帰りの勇者が、傍かたわらに町娘むすめを侍はべらせながら馬車の前に現れた。奴やつはサラを一瞥すると口元を愉たのしげに歪ゆがめる。

「確かにその様子じゃ、こいつは今日一日使い物にならねえ」

「勇者様。私は……」

「戦える、とでもいうつもりか？　自分で分かっているはずだ。今の状態で戦えば足手まといにしかならねえってことぐらいはな」

　勇者はサラから視線を切ると、つばの長い三角帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶり、宿の外がい壁へきに腕うで組ぐみしながらもたれ掛かっているルミナを見やった。

「おい。上手うまくやったみたいじゃねえか」

「当然よ。あたしはやると言ったらやる女だもの」

　言いながら、ルミナはちらちらと勇者の顔色を窺うかがう。組んだ腕の上で指を叩たたき、何かを期待するような眼まな差ざしをしている。

　勇者は、ふん、と小さく嗤わらった。

「いいだろう。準備しとけ。一軍でいくぞ」

「──っ！」

　ルミナの表情がぱあっと明るくなった。しかし、あまり喜びを露あらわにするのは恥はずかしいことだと思ったのか、慌てて澄すまし顔を作ると、

「ま、まあ、当然よね。あたしは天才なんだもの。むしろ一度でも二軍に落としたことを恥じるべきだわ」と言った。しかし頰ほおは緩んでいた。

「出発するぞ」

　勇者は御者台へと乗り込むと、

「おい、アビゲイル。今日はてめえが馬の手た綱づなを引け」

「ええっ!?　あたし!?　むりむりっ！　やったことないしっ！」

「……ちっ。使えない奴だ。ファナ」

「……ひひーん」

　ファナは敬礼のポーズを取ると、御者台に座り、馬の手綱を取った。

　馬はいななきを上げ、馬車はゆっくりと動き出す。

　何とも器用な子だ、とロキが感心していると、

「勇者様、どうかご無事で。……いつか魔ま王おうを倒たおしてこの町に──私の下に帰ってくる日を心待ちにしております」

　先ほどまで勇者の傍らにいた町娘が、切なそうな顔で手を振っていた。薄うすく朱しゆの差したその表情を見るに、どうやら勇者にべた惚ぼれしているらしい。

　勇者はそれを見て、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「勘かん違ちがいするんじゃねえよ。俺はてめえに情なんざ抱いだいちゃいねえ。ただ溜たまったものを発散するのに都合がよかっただけだ」

「……え」

「俺はもう、てめえの名前すら覚えちゃいねえよ」

　町娘は、靴くつ裏に踏ふみ抜ぬかれたガラスのように表情を歪めた。呆ぼう然ぜんとしたようにその場へ崩くずれ落ちると、「ひどい……」とか細い声で呟く。

　いや、本当にひどいな。

　今までで散々分かりきってたことだけど。

　ロキは単なる事実の再確かく認にんをし、げんなりとする。

「えぇ……」

　闇討ちというそれなりの悪事を働いたルミナでさえドン引きしていた。本物のクズの前では彼女は霞かすんでしまうのだった。

　ともあれ、ルミナの一度目の闇討ちは成功に終わった。




　馬車は平原を進んでいた。

　二日酔いのサラはぐったりと荷台の床ゆかに横たわっている。当分、具合が悪そうだ。

　ロキもまた、昨夜は一いつ睡すいもしていないので体調は優れなかった。少しでも気を抜けば爆ばく睡すいしてしまいそうだ。しかしそうするわけにはいかなかった。どれだけ疲つかれていても日課の鍛錬はこなさなければならない。

　一日鍛錬を怠おこたれば、取り戻もどすのに三日はかかる。一週間鍛錬を怠れば、取り戻すのに一ヶ月はかかる。一ヶ月鍛錬を怠れば──言うまでもない。

　力のない者は、ただただ愚ぐ直ちよくに努力を重ねるしかない。

　それに──とロキは荷台で腕うで立たて伏ふせをしながら思う。寝ねてしまえば、パーティの戦せん闘とうを見ることができない。

　学ぶことはまず真ま似ねることから始まる。一流の腕を持つ一軍メンバーたちの戦いを見ることは必ず自身の技術向上にも繫つながるはずだ。

　だからパーティが魔物と遭そう遇ぐうすると、ロキは幌ほろを開けて外を見やった。平原でのドリルラビットとの戦闘を観察する。

　ドリルラビットは文字通り、太く鋭するどい角つのを有したウサギだ。凶きよう暴ぼう性こそ高いものの戦闘力自体は低い。武器さえあれば、町の人でも十分に渡わたり合える。

　勇者たちにとっては、赤子の手をひねるようなものだ。勇者、そしてファナは最小限の動きでさくさくと敵を倒していく。

　その中で一人、ルミナだけが違ちがった。ドリルラビット一いつ匹ぴきを倒すためだけにこれでもかというほどの大魔法を行使している。解放された膨ぼう大だいな魔力は炎ほのおへと変わり、平原の至るところで巨きよ大だいな火柱が上がっていた。

　渦うずを巻きながら天高く舞まい上がる火柱は、ドリルラビットたちを骨すらも残さずに問答無用で焼き尽つくしていく。平原は火の海と化していた。

「ふふん。どんなもんよ！」

　ルミナは腰こしに手をあて、勝ち誇ほこったように叫さけんでいた。

「ちょっ！　ルミナっち、危ないってば！」

　後衛に控ひかえていたアビゲイルが苦情の声を上げる。

「あたしたちまで燃えちゃうって！」

「だったら荷台で見てなさい。この天才、ルミナ様の活かつ躍やくをね！」

　ルミナは咎とがめられても攻こう撃げきの手を緩ゆるめるつもりはないらしい。圧あつ倒とう的な力を持って魔物たちをねじ伏せていく。

　その様さまは魔物を倒そうとしているというよりは、自身の魔法の力を周囲に誇こ示じしたいがためという感じがした。

　実際、魔法を行使するたびに勇者のほうを、ちらっちらっ、と窺っていた。あたしってすごいでしょう。だから一軍に定着させなさい、というふうに。

　けれど、勇者はルミナにまるで目もくれていない。彼の瞳ひとみに映っているのは、目の前にいる屠ほふるべき敵の姿のみ。

　結局、あっという間にドリルラビットの群れは殲せん滅めつされた。

　焼き尽くされた平原は、草一本すら残らない焦しよう土どと化していた。

　やはりルミナの火力は突とつ出しゆつしている。

　サラよりも、ファナよりも、当然アビゲイルよりも。

　パーティにおいては唯ゆい一いつ無む二にの存在だ。

　なぜ、勇者はルミナよりもファナを取ったのだろう。ルミナがいるときとファナがいるときでいったい何が違うのだろう。

　ロキは戦闘を観察しながら、そんなことを考えていた。




　さすがに丸一日休むと、サラの二日酔よいも回復したようだ。次の日の朝、彼女はいつもの穏おだやかな表情をたたえて荷台へと現れた。

「おはようございます。ロキさん」

「もう平気なのか？」

「はい。すっかり元気です」

　サラはむん、と胸を大きく張った。ビキニアーマーから覗のぞく二つの豊胸がこれでもかというほど自己主張している。

「それはよかった」とロキは言った。

「明日からはまた、早朝の訓練を再開しましょう。後おくれを取った分、今まで以上にびしばしいきますからね」

「……う、うん」

　勢いあまって殺されるんじゃないだろうか、と少し心配になる。サラのびしばしがロキにとっての致ち命めい傷しようとなる可能性は否いなめない。

「じゃあ、サラは今日から一軍復帰ってわけだね」

「はい。おかげさまで」

「ルミナはどうなるんだろう」

「え？」

「ほら、サラが復帰したからさ。ルミナはお役やく御ご免めんなんじゃないかって」

「それは……どうでしょう」

　サラは考え込むような仕草を見せる。

「ルミナさんは昨日の戦闘で活躍しましたから、一軍のままかもしれません。パーティが四人でないといけないということはありませんから」

「確かに。それもそうだね」

　ルミナが一軍に定着すれば、パーティ内のいざこざはなくなる。

　ロキとしてはそうなってほしいと思っていたのだが──

「はあ!?　それ、どういうことよ!?」

　幌の外から、怒ど号ごうが聞こえてきた。ルミナの声だった。

　ロキとサラは互たがいに顔を見合わせる。

「あたしは認めないわよ！　そんなの！　だいたい、昨日あれだけあたしの天才っぷりを見せつけてあげたっていうのに──」

　わちゃわちゃと何かをまくし立てている。

　はて。どこかで聞き覚えのある流れのような、と思ったときだ。

　ばっ、

　と幌が開いて、ルミナが転がり込んできた。荷台の上で鞠まりのように弾はずみ、以前よりも勢いよく積み荷に激げき突とつする。

　がらがらがら、と積み荷が崩れ、ルミナはその下した敷じきになった。

「ルミナさん！」

「おい、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　ロキはこんもりと荷台に積み上がった荷物を搔かき分ける。

　革かわ袋ぶくろ、真しん鍮ちゆうの鍋なべ、火打ち石、干し肉をどかしたところで、ようやくルミナの不ふ機き嫌げんそうな顔が露あらわになった。眉み間けんに深い皺しわを刻み、ぶすっとしている。

「おかえり」とロキは言った。

「う、うっさい！」

　ルミナは顔を赤らめると、吠ほえた。

「別に帰ってきたくなんかなかったわよ！　ばかっ！」

　その反応を見て、ロキは得心した。

「やっぱりまた二軍に落とされたのか」

「──はっ！　あ、あんた、嵌はめたわね！」

「いや別に、そんなつもりはなかったけど」

「ぐぬぬ……」

　ルミナは屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがませている。

　幌の外から、「おい、出るぞ」という勇者の声が聞こえる。

　サラは僕たちにぺこりと頭を下げると、荷台の外へと向かった。

　少しして、馬車が動き出した。荷台が軽く揺ゆれる。

「なんでこのあたしが一軍に定着できないのよ……昨日、あれだけ派手に大暴れしてみせたっていうのに」

　ルミナは荷台の床で膝ひざを抱かかえながら、ぶつくさ言っていた。

「なのにあたしを落として、サラを一軍にするなんて。何よ。絶対あたしのほうが実力もあるし、見た目もかわいいわよ。ねえ？」

「それは分からないけど、確かに昨日の戦闘は凄すごかったな。ルミナは本当にすごい魔ま法ほう使つかいなんだなって思ったよ。敵がかわいそうだった」

　オーバーキルもいいところだった。

「でしょ!?」ルミナは喰くい気け味に乗ってきた。「普ふ通つう、あれだけ活躍したら一軍に上げるべきでしょ。なのに……なに？　あいつ、頭湧わいてるわけ？」

「あんまり大きい声を出すと、勇者に聞こえるぞ」

「いいのよ。聞こえるように言ってるんだから」

　ルミナは御ぎよ者しや台だいに続く幌を睨にらみつけると、「べーっだ」と舌を出した。

「こうなりゃ次よ、次」

「次？」

「サラを排はい除じよしても、サラのポジションは奪うばえないって分かったから。今度は別の奴やつを引きずり下ろすの。そもそもあたしが二軍に落とされたのは、あのペチャパイ盗とう賊ぞく女が入ってきたせいだもの。いの一番にあいつを引きずり落とせばよかったのよ。サラみたいに一日二日で復帰できるようなものじゃなく、もっと手て酷ひどい目に遭あわせてね」

「……また闇やみ討うちするつもりなのか？」

「当然。あたしは一度くらいの失敗じゃへこたれないわ。一軍の座を摑つかみ取るまで延々と暴力を振ふるい続ける」

「前半はいいこと言ってるけど、後半が最低なんだよな……」

　暴力はいけない。

　とにかく、静観はしていられない。




　ダミアの町についた日の夕方、ロキは宿屋の廊ろう下かに立っていた。

　目の前にはファナの個室。

　目的は今夜行われるであろう、ルミナの闇討ちへの警告だ。

　扉とびらをこんこんとノックする。少しして、扉が小さく開いた。指が三本通るか通らないかという隙すき間まから、ファナの無機質な表情が覗いた。

「……ロキ。こんばんは」

「やあ。少し話がしたいんだけど、いいかな」

「……構わない」

「ありがとう。……ところで、なんで扉をちょっとしか開けないんだ？　もしかして警けい戒かいされてたりする？」

「……警戒しているわけじゃない」とファナが言った。「……私は盗賊。開放的な空間はあまり得意じゃないだけ」

「ああ。この前も酒場のテーブルの下で膝を抱えてたもんな」

　歓かん迎げい会かいの際、彼女は周りの喧けん騒そうから隠かくれるように陰かげに佇たたずんでいた。まるで日に当たれば灰になるとでもいうかのように。

「……開けているところは苦手。隙間が落ち着く。それに」

「それに？」

　ファナのほおが、ぽっ、と赤くなる。

「……面と向かって人と話すのは、恥はずかしい。……てれる」

　どうやら警けい戒かい心しんが強いというよりは、単なる人見知りらしい。

「とにかく、時間を作ってくれてありがとう。さっそく本題に入るけど、今夜ルミナが君を闇討ちしにくるかもしれないんだ」

「……闇討ち？」

「ルミナは一軍に上がりたいがために、今の一軍メンバーを襲おそって自分を繰くり上げさせようとしているんだ。現にサラは飲めないお酒を飲まされて、二日酔いにされた。その結果としてルミナは一時的に一軍に上がった。でもそれが上手うまくいかなかったから、今度はファナに矛ほこ先さきを向けようとしてるんだ。……それもサラの時と違ちがって、もっと暴力的な手段を使おうとしている」

　昼間の様子からして、恐おそらくは本気で負傷させに来るだろう。一歩間違えれば取り返しのつかないことになるかもしれない。

「だから、事前にファナに警告しておこうと思ったんだ。そうすれば心構えができるし対策も練れるだろうから。もちろん、僕も君を守るために尽じん力りよくする。ルミナの悪事を黙だまって見み逃のがすわけにもいかないしさ」

「……おおむね、状じよう況きようは把は握あくした。でも、問題ない」

「え？」

「……不意打ちの類たぐいは盗賊の専売特許。私たちはそれでご飯を食べている。ゆえに魔法使いごときに後れは取らない。ロキの手を煩わずらわせるまでもない」

「すごい自信だな」

「……もちろん。何なら見届けてくれて構わない」

　ファナは、むふー、と鼻息を荒あらくして言う。

「……必ず、返り討ちにしてみせる」




「さあて、腕うでが鳴るわね」

　夜半、闇が深くなってきたころ、ルミナは荷台の幌ほろを開けた。彼女は二軍に落ちてからロキと同じ荷台の床ゆかで寝ねていた。

　ルミナに続いて、ロキが荷台から地面へと降り立つ。

　馬車の停とめられた空き地から宿までは、すぐ目と鼻の先だった。宿の窓ガラスの向こうは暗く静まり返っている。

「……で、なんであんたがついてきてるわけ？」

「見張りだよ。ルミナが暴走しないように」

「ふうん。あんたにあたしを止められるとは思わないけど。ま、いいわ。あたしの華か麗れいな暴行を見せてあげる」

　ルミナは宿の扉の前に立つと、ロキの背中へと隠れた。

「さあ、ロキ。進みなさい」

「え？」

「あんたに先頭を任せるわ」

「見張りが先せん陣じんを切るなんて聞いたことないけど」

「夜の宿って真っ暗でしょ？　あたし、暗いところって苦手なのよね」

「じゃあ端はなから闇討ちなんかするな！　日の出てる時間にやれ！」

「しっ！　声が大きい！　気づかれるでしょ！」

　ロキはルミナに押し倒たおされ、口元とついでに鼻もふさがれる。気道が完全に封ふうじられ、窒ちつ息そくしそうになってたまらず地面をタップする。

「んー！　んー！（ギブ！　ギブ！）」

「なによ、急に地面をたたき出して。受け身の練習？」

「んー！　んー！（違う！　早く手を離はなせ！）」

「どうでもいいけど、なまこを最初に食べようと思った人って凄いわよね」

「んー！　んー！（本当にどうでもいいわ！　というかなんだその話！）」

　ロキは何とかルミナの手を引っぺがすと、空気中の酸素を全すべて吸い尽つくすかのような勢いで深呼吸を繰り返す。

「……はあ、はあ。死ぬかと思った」

「さて、それじゃ、向かうとしましょうか」

　ルミナはそう言うと、再びロキの背後へすっと回り込んだ。布の服の背中部分をぎゅっと握にぎり締しめてくる。

「いや、ほんと、なんで闇討ちをしようと思ったんだよ……」

　こんな消極的な闇討ち、聞いたことないぞ。

「そもそも、やり方がベタ過ぎるしさ。何の工く夫ふうもないじゃないか」

「あたしはね、まどろっこしいことはしないの。正々堂々、真っ向勝負で不意打ちを決めてみせるわ」

「……言葉の矛む盾じゆんが甚はなはだしいけど、まあいいや」

　今さら指し摘てきしたところでどうなるものでもない。つっこむだけ損だ。

　ロキはルミナに服の背中を摑まれながら、宿の中に踏ふみ入った。暗闇の中を慎しん重ちように目を凝こらしながら進む。

　板張りの階段を上り、二階の廊下を経て、ファナの部屋の前に立った。

　ルミナはそこでようやくロキの後ろから出てきた。ふう、と息を吐はくと、ドアノブを捻ひねって身体からだを室内へ滑すべらせる。

　部屋の内装は簡素だった。向かって正面にバルコニーへ続く窓があり、右手にベッド、左手に鏡台やクローゼットがある。

　ベッドのシーツが人一人分、こんもりと膨ふくらんでいた。

　ルミナはそこにファナが寝ていると踏んだのだろう。慎重に近づいていく。ベッドの側そばに立つと一度、周囲の気配を確かく認にんした。

「……ふう。どうやら気づかれてはいないみたいね」

　気づかれているかどうかと言われれば、最初からルミナが闇討ちに来ることはファナに気づかれているのだが、わざわざ口にしたりはしない。

　ルミナは額の汗あせを手の甲こうで拭ぬぐうと、手に持った杖つえを頭の後ろに大きく振りかぶって勝ち誇ほこったように叫さけんだ。

「恨うらむなら、あたしを落とした勇者のアホを恨みなさい！」

　そして、勢いよく杖を膨らんだシーツへと叩たたき落とす。

　ボスッ、と乾かわいた音が響ひびき渡わたる。その感かん触しよくには明らかな違い和わ感があった。

　ルミナは怪け訝げんそうな表情で、膨らんだシーツを取り去る。

　次の瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくに目を大きく見開いた。

「──っ!?」

　そこに寝ていたのはファナではなく──縦に連なった三つの枕まくらだった。複数の枕を人の形に見立てることによって、ルミナの目を欺あざむいたのだ。

　まあ、襲しゆう撃げきされることが最初から分かっていたのだ。そりゃみすみす黙ってやられたりはしないだろう。

　しかし、そうなるとファナはいったいどこに──

　そのとき、ベッドの下から白い手がぬっと伸のびてきた。それはルミナの足首をがっしりと摑むと、引っ張り込もうとする。

「ひゃっ!?」

　不意の襲撃に、ルミナは身体のバランスを崩くずした。なすすべもなく、のけぞるように後頭部を床へ打ち付ける。

　ゴツン！

　と、鈍にぶい衝しよう撃げき音が響いた。

「──いったぁぁぁぁっ！」

　ルミナはたまらず悲鳴を上げ、その場で悶もん絶ぜつする。目から星が飛び出るのではないかと思うほどの痛みだったのだろう。頭を抱かかえ、両足をばたつかせている。

　彼女はそのまま床を転げまわろうとして、しかし、動きを止めた。

　喉のど元もとに、ナイフを突つきつけられていたからだ。

「……」

　ルミナは悲鳴を収め、静かに息を飲んだ。彼女の視線の先には──窓ガラス越ごしに見える満月を背にして、ファナが立っていた。無表情でナイフを突きつけている。その刃は先さきは月明かりを受けて、冷たく光っていた。

「……私の勝ち。完かん膚ぷなきまでの勝利。余よ裕ゆう」

　ファナは感情の起き伏ふくがない顔つきのまま、淡たん々たんと告げる。

　恐ろしいまでに鮮あざやかな手つきだった。動作の全てに無む駄だがなく、獲え物ものを仕留めるために極限まで先せん鋭えい化されている。

「……勝ち、ね」とルミナは呟つぶやいた。「確かに一本取られたわ」

　言いながら、気づかれないよう、指先を動かそうとする。しかしファナのナイフがそれを制するように、ルミナの首筋の皮を淡あわく撫なでた。

　ぷつっ、と赤い線が浮うかび上がる。

「……無駄。魔法を発動させる隙すきは与あたえない」

「……ぐっ」

　ルミナは策を見み透すかされ、悔くやしさに歯は嚙がみする。少しでも動こうとすれば、首元に風穴が空くことになるだろう。「ぐぬぬ……」

「……あなたは所しよ詮せん魔法使い。不意打ちでは私の足元にも及およばない。まるで赤子の手を捻るかのようだった」

　ファナは口元に手をあて、ぷすすー、と笑みを洩もらす。完全に煽あおっていた。

　ルミナはそれを受けて激げつ昂こうする。

「ひ、卑ひ怯きようよ！　ベッドの下からいきなり攻こう撃げきしてくるなんて！　もっと正々堂々戦うとかできないわけ!?」

「いや、お前がそれを言うなよ！」思わずロキはつっこんでいた。「闇やみ討うちしにきた奴やつが言っていい台詞せりふじゃないだろ！」

「あたしは正々堂々、闇討ちしにきたのよ。だからセーフ！」

「どこがセーフだよ！　純然たるアウトだろ！」

　ロキとルミナがぎゃあぎゃあ言い争っていると、

「……分かった」

　ファナはぽつりと呟き、掲かかげていたナイフを下ろした。

「……そこまで言うなら、正々堂々戦う」

「「え？」」

　ロキとルミナは同時に声を上げる。

「今、なんて？」

「……言葉の通り。正々堂々、決着をつける」

「いいのか？」

「……もちろん。私はじゃんけんだと、誰だれにも負けない」

「は？　じゃんけん？　決けつ闘とうとかじゃなくて？」

　ファナはこくりと頷うなずくと、

「……ここは宿。戦うと、家具を壊こわしてしまう恐おそれがある。外でするにしても、すでに水浴びを終えたあとなので汗は搔かきたくない」

「まあ、確かにそれもそうか」

　じゃんけんならケガをする必要もないだろうし、汗も搔かない。

　けれど、

「ルミナはそれでいいのか？」

　あれだけ血気盛さかんだったルミナが、じゃんけんで決着をつけることに同意するとは到とう底てい思えない──と思っていたのだが、

「ふん。上等じゃない。受けて立つわ」

　意外にも乗り気だった。挑いどむような目で、ファナを睨にらみつける。

「じゃんけんで負けたら、あんたは一軍の座をあたしに譲ゆずる。あたしが負けたらあんたと握あく手しゆしてあげる。それでいいわね」

「……悪くない条件」

「いやいや、悪いだろ！　条件全く対等じゃないだろ！」

　ロキは思わず口を出す。損得が全然釣つり合っていない。

「……問題ない。私は負けない」

「どこからその自信が湧わいてくるんだ？」

「……私はじゃんけんの極ごく意いを知っている」

「じゃんけんの極意？」

　ファナはこくりと自信気に頷く。きらりと瞳ひとみが光った。

「じゃんけんは──グーよりもパーの方が強い」

「それくらい僕でも知ってるよ……というか知らないとじゃんけんできないだろ」

　本当に大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　ファナはルミナと向き合うと、手のひらを掲げた。

「……この勝負、私はパーを出す」

「なっ──」

　ルミナは絶句の声を上げた。

「う、噓うそつくんじゃないわよ！」そして反射的に叫ぶ。「そうやって、あたしを動どう揺ようさせようとしてるんでしょ！　騙だまされないんだから！」

「……噓じゃない。私はパーを出す」

　ファナの無表情からは、真意は読み取れない。

　ルミナは一瞬怯ひるみを見せたあと、強がるように鼻を鳴らした。

「な、なら、あたしはチョキを出すわ」

「……構わない。私はパーを出す」

「絶対、絶対、あたしはチョキを出すから。考え直すのなら今のうちよ！」

「私はパーを出す」

「──っ」

　ファナの揺ゆるがない意思を見せ付けられ、ルミナは狼ろう狽ばいの様相を見せる。

　今、彼女の頭の中では葛かつ藤とうが繰くり広げられているに違ちがいない。

　ファナの言葉を鵜う吞のみにし、チョキを出すか。

　それとも噓だと決め込み、グーを出すか。

　これは他者を信用できるかという問題だ。噓をつくのが生業なりわいであるファナの言葉をそのまま受け入れることができるか。

　ルミナは長い葛藤の末、答えを出したようだ。

　ロキは二人の目を見て、頷く。

「じゃあ、始めよう。最初はグー」

　ルミナとファナは互たがいにグーを振ふり出し、手を引っ込める。

「じゃんけん──ぽん！」

　そして、同時に選せん択たくした手を繰り出した。

　場に沈ちん黙もくが降りる。

　ロキは二人が出した手を見やる。

　ファナは予告どおり、パーを出していた。

　そしてルミナの手は──グーだった。

「……」

「……」

　ルミナは結果を──己おのれのこぶしを見て、固まっていた。そりゃそうだ。彼女はまごうことなき自じ爆ばくを遂とげたのだから。

「……私の勝ち」

　ファナはぽつりとそう口にした。

「……私は宣言した手を出しただけ。なのにあなたは勝手に自爆した。どうやら思っていた以上の雑ざ魚こ」

　ぷすすー、と口元に手をあてて、嘲ちよう笑しようを洩らしている。

　ルミナのこめかみに、ぴきぴき、と青筋が浮かんだ。華きや奢しやな肩かたが震ふるえている。言うまでもなく怒いかりによるものだった。

「……あ、あんたに一ついいことを教えてあげるわ」

　ルミナはそう言うと床ゆかを蹴けった。硬かたく握にぎったこぶしを振りかぶる。

「あたしのグーはね、あんたのパーを凌りよう駕がするほどのグーなのよ！」

　そしてファナの顔面へ殴なぐりかかろうとする。

　完全なる武力行使。じゃんけんという形式を超ちよう越えつしての実力勝負。

　しかし──そのこぶしはファナには届かなかった。駆かけ出したルミナは、足元に張られていた麻あさ縄なわに引っかかり、派手にすっ転んだからだ。

「べぶっ！」顔面を床に打ち付ける。

　その隙に、ファナはルミナを縄なわでぐるぐる巻きにしてしまった。思わず拍はく手しゆを送りたくなるほどの見事な手つき。両手両足を縛しばられ、ミノムシのようになったルミナの腰こしの上にファナがちょこんと座る。

「……足元がお留守。注意力散さん漫まん」

「卑怯者っ！　正々堂々勝負しなさいよ！」

　ロキはもはやつっこむ気も起こらなかった。

　お前が言うな、と指し摘てきすること自体がなんだか恥はずかしい。

　ファナはルミナの腰の上で、まったりとくつろいでいる。どこから持ってきたのか紅茶をずずず……と啜すすっていた。

「こらーっ！　あたしの上でくつろぐな！　どきなさいよ！」

「……負け犬の遠とお吠ぼえ。聞こえない」

「むきーっ！　なんですって！」

　ルミナは目を剝むいて吠えるが、拘こう束そくされていて抵てい抗こうできない。

　ファナはゆっくりと時間をかけてお茶を飲み終えると、

「……勝敗は決まった。これ以上は無意味」

　そう言って、ルミナの腰から立ち上がった。ロキを見やる。

「……私は眠ねむる。あとはよろしく」

「え？　あ、ああ」

　ファナはベッドではなく、クローゼットへと歩いていく。

　服を着き替がえるのかな？　と思っていたら、まさかの中に入っていった。長方形の空間で膝ひざを抱かかえると、「……おやすみなさい」と両開きの扉とびらを閉める。

「そこで寝ねるのか……」

　お前は服か。

　ロキは足元のルミナを見下ろす。運うん搬ぱんできるようにという配はい慮りよだろうか、ぐるぐる巻きになった縄の中から一本、リードのような縄が伸のびていた。それを摑つかむと、ルミナをずるずると引きずりながら撤てつ収しゆうしていく。

「ふざけんじゃないわよ！　まだ終わってない！」

「どう見ても終わってただろ。明日も早いし、荷台に戻もどろう」

「放して！　放しなさいよ！　放せ──っ！」

　ロキはルミナの遠吠えを無視して廊ろう下かを牽けん引いんしていく。彼女は逃のがれようと必死に身体からだをよじっていたが、徒労に終わっていた。

　なるほど。これなら暴れられる危険もない。

　中々便利だな、と思っていたのだが──

「ん？」

　急に縄を引っ張っても手て応ごたえがなくなった。それどころか反発される。

　ロキが怪け訝げんに思って振り返ると、ルミナが廊下の角に嚙かみ付いていた。あごの力だけでがっちりと壁かべにしがみついている。

「ぐ、ぐぎぎ……」

　ロキは思わず絶句する。恐ろしいまでの執しゆう念ねんだ。

「……ど、どうしてそこまでするんだ？」

「い、一軍に上がりたいからに決まってるでしょ」

　ルミナは壁に嚙み付いたまま、呻うめくように言った。

「あたしは何としても、一軍に這はい上がらないといけないの。そこでやらなくちゃならないことがあるの。そのために──このパーティに入ったんだから」

「やらなくちゃならないこと……？」

「そうよ。そのためなら、何だってやる。やってみせる。……パーティメンバーを闇やみ討うちして回ることだって」

　その瞳には、口調には、確かな覚かく悟ごが込こめられていた。

　やらなくちゃならないこと。

　そこまでしてまで、一軍に上がらなければならないわけ。

「それって、いったい……」

　ロキは壁にかじりつくルミナを見下ろしながら、気づいた。

　皆みなが皆、魔ま王おうを倒たおしたい一心でパーティに入ったわけじゃない。

　もちろん世界を救いたいという思いは少なからずあるだろう。けれど、たったそれだけでは死の危険が伴ともなう旅へは赴おもむけない。

　各おの々おのに事情が、利害があるのだ。

　勇者パーティはあくまでその集合体に過ぎない。

　ルミナにも、パーティに入った理由があるのだ。まだ幼い身で、死ぬかもしれない魔王討とう伐ばつの旅に赴くだけの事情が。利害が。

　それが何なのかは、分からないけれど。




　それから数日が経たったが、ルミナに目立った動きはなかった。闇討ちをしようとする気配は見せなかった。次の作戦を練っているのかもしれない。

　その日の夜、馬車は次の町へたどり着くことができなかった。

　なので、森の中で野営をすることとなった。

　開ひらけた場所で馬車を停止させる。乱立する大樹の間には濃のう密みつな闇が広がり、枝々に切り取られた夜空からは氷のような三日月が覗のぞいている。

　魔物よけの聖水を撒まくと、焚たき火をするために全員で木々の枝葉を集める。

　そしてそれらを広場の中央に積み上げた。

　さて火を熾おこそうとしたところで──ロキは「げっ」と声を上げた。火を熾すための火打ち石が欠けていたのだ。

　これでは火を熾すことはできない。作ろうとしていたシチューも作れない。

　野営でシチューを食べることを楽しみにしていたサラは悲しむだろう。

　どうしようか、とロキは考えた。火がないとシチューは作れない。荷台にある真しん鍮ちゆうの鍋なべは完全な宝の持ち腐ぐされと化してしまう。

　それに、火がないと明かりなしで夜を明かさなければならなくなる。いくら聖水を撒いているとはいえ、魔物襲しゆう撃げきの不安がつきまとう。

　そのときふと、閃ひらめきが降りてきた。

「そうだ！　なあ、ルミナ。魔法を貸してくれないか」

「はあ？　いったい何に使うわけ？」

「火を熾すんだよ」

　ルミナの火魔法を使えば、火打ち石なしで火を熾すことができる。

　名案だ──とロキは思ったのだが、

「お断りよ」

　ルミナはすげなく却きやつ下かした。「なんであたしの高こう尚しような魔法を、たかが火熾しなんかに使わないといけないのよ」

「頼たのむよ。ルミナしかいないんだ」

　ロキは引き下がることなく言う。

「……」

　ルミナの耳がぴくりと動いた。

「……あ、あたししかいない？」

「ああ」ロキは頷うなずく。「他の誰だれでもない。ルミナにしか頼めない」

「……ふ、ふうん」

　ルミナはそっけなく呟つぶやくと、三角帽ぼうのつばを指先で持ち上げる。そこから覗く表情はそう悪いものでもなかった。心なしか声も上ずっている。

「……ま、まあ、あんたがそこまで言うなら……あたしも鬼おにじゃないし？　考えてやらないでもないわよ」

「いいのか？」

「と、特別よ、特別っ。ほんと、しょーがないわねえ。あんたたちはあたしがいないと何にもできないんだから」

　ルミナは嬉き々きとした口調で言うと、

「で？　どれくらいの威い力りよくの魔法を使えばいいわけ？　とりあえず、ここら一帯を焼け野原にでもしとく？」

「いや、ただ火を熾すだけでいいから！……とにかく、よろしく頼むよ」

「ふふん。任せときなさい」

　ルミナは得意気に胸を張ると、積み上げられた枝葉の前に立つ。

　人差し指をぴんと立てると、その指先に火が点ともった。

　指先を枝葉に近づけると、燃え上がる。小さな火種はあっという間に広がり、枝葉の山全体を覆おおうように膨ふくらんでいった。

　焚き火から立ちのぼる白はく煙えんが、切り取られた夜空へ吸い込まれていく。

「ま、ざっとこんなもんよ」

　ルミナが指先に点った火をふっと吹ふき消す。

「ありがとう。助かったよ」

「ふふん。あたしの分のシチュー、大盛りにしときなさいよ」

　どうにかこれで料理が開始できそうだ。

　ロキは鍋を用意すると、火にかけ、てきぱきと調理を進めていく。

　鍋の水の中に野菜を入れ、煮にえてきたところで干し肉を入れる。

　皿にシチューを注ぐと、順々にメンバーたちに渡わたしていく。

「勇者はいらないのか？」

　焚き火から離れた大木にもたれて座っていた勇者に尋たずねる。

「男の手料理なんざ、食うに値あたいしねえよ」

　さいですか。

　ロキは勇者以外の全員にシチューを行き渡らせると、最後に自分の分をよそって焚き火周りの適当な場所に腰こしを下ろした。

「ロキさん。このシチュー、とってもおいしいです」

　かねてより野営でのシチューを楽しみにしていたサラは、一口食べるなり、ほおに手を当てて恍こう惚こつの表情を浮うかべていた。

「ほんとだ。おいしー」

　アビゲイルも朗ほがらかな笑えみを浮かべている。

「……もぐもぐ」

　ファナも言葉には出さないものの、食べる手が進んでいた。

　どうやら好評のようだった。

「私たちは料理ができませんから。ロキさんがいてくれて大助かりです」

「言えてる。てか、ロキっち地味に女子力高いよねー」

　サラとアビゲイルはそんなことを口々に言いながら、シチューを食べている。

　ロキの隣となりに座っていたルミナは、そんな彼女たちを眺ながめながら、

「順番的に、次はあのビッチ僧そう侶りよよね」

「え？　順番って、何の？」

「決まってるでしょ。闇討ちよ、闇討ち」

「……まだやるつもりなのか？」

「当たり前よ。あたしが一軍に定着するまで続けるわ」

「……そうは言うけどさ、アビゲイルを引きずり下ろしたら旅自体続けられなくなると思うんだけど。パーティで唯ゆい一いつの回復役だし」

「そんなのあたしが代わりにやればいいじゃない」

「ルミナは回復魔法が使えるのか？」

「使えないけど。なんか、適当に唾つばとかつけとけばいいんでしょ？」

「治ち癒ゆの方法が雑すぎる！」

　ロキはそう言ったあと、

「……というか、ルミナは凄すご腕うでの魔法使いなんだろ？　大たい抵ていの属性の魔法は使えるって聞いたことあるけど、回復魔法は使えないのか」

「あんた、全然知らないのね。魔法と回復魔法は違ちがうのよ」

「そうなのか？」

「魔法ってのは、自分の体内にある魔力を使って発動するものでしょ。魔法を発動するための魔法式とかは全部、自分で体得しなきゃならない。でも、僧侶が使う回復魔法とか補助魔法の類たぐいは全部、神様と契けい約やくして加護を受けているから使えるってだけの──言わば借り物なの。だから魔法とは習得過程が全く違うってわけ」

「へえ。知らなかった……」

　ロキは素す直なおに感心する。

「じゃあ、ルミナも神様の加護を受ければいいんじゃないか？　そうすれば回復魔法が使えるようになるし」

「嫌いやよ。面めん倒どうくさい」

　ルミナは顔をしかめる。

「神様の加護を受けるのはそう簡単にはいかないの。修道院に入って長年修しゆ行ぎようしなきゃならないとか色々と条件があるし。何より──」

「何より？」

「ビッチ僧侶くらいの回復魔法を使える加護を受けようと思ったら、そりゃもうやってられないくらいの制約が課されるのよ」

「制約……」

　ロキは呟く。

「じゃあ、アビゲイルにもなんらかの制約が課されてるのか？」

「ええ。でっかいのがね。ま、旅を続けてればそのうち分かるわよ」

　ルミナはあっけらかんと言うと、

「それより、ビッチ僧侶を引きずり下ろしても無む駄だってことは、やっぱりあの盗とう賊ぞく女を始末しなきゃならないってことよね。この前は不覚を取ったけど、正面から戦えばあたしが負ける道理なんてないもの。今度こそ絶対に借りを返してあげる」

「そのことなんだけどさ」とロキは言った。「一軍に上がるためのアプローチを変えてみるっていうのはどうかな」

「アプローチを変えるって……闇やみ討うち以外でってこと？」

「うん」

「何かいい案でもあるわけ？」

「まあ、いい案っていうか」

　ロキは頭をぽりぽりと搔かいたあと、言った。

「ルミナが二軍に落ちた理由が分かったかもしれない」

「え」

　ルミナはそこで言葉を失った。手にしていたシチューの皿を落とす。分かりやすすぎるほどの動どう揺ようだった。

「ちょっとそれ、どういうことよ」と身を乗り出してくる。

「僕はずっと、荷台からパーティの戦せん闘とうを観察してただろ。さすがにそれだけ見てると色々と分かってくるみたいでさ。ルミナが一軍にいるときといないときで、パーティの動きに微び妙みような違いがあるってことに気づいたんだ」

　そのことに自覚的になれたのは最近だった。

「……続けなさいよ」とルミナが先を促うながす。

「個人の力量に着目すれば、ファナよりもルミナのほうが戦力になると思う。勇者やサラと役割がかぶらないし、攻こう撃げき範はん囲いと火力が圧あつ倒とう的だから。けど、パーティでの戦闘ってことを考えるとファナのほうが明らかに上だと思う」

「……どうしてよ」

「ファナは他のメンバーとの連れん携けいが取れているから。勇者やサラに合わせて、隙すきができたとき上手く補助できているから。皆みなと息が合ってるんだ」

　ロキは、でも、と言って続ける。

「ルミナにはそれができてない。周りが見えていないっていうか、他のメンバーたちの動きや息いき遣づかいに合わせられていないんだ。だから、ルミナがいるときのパーティの動きはファナのときと比べてぎこちない。滑なめらかじゃない」

　注意深く見ていると、よく分かる。

　ルミナがパーティに加入していないときは、勇者の動きを軸じくにして、他のメンバーたちはそれを補助するように円えん滑かつに立ち回っている。

　けれどルミナがパーティに加入すると、ルミナは周りの動きに合わせることができないために陣じん形けいが崩くずれ、動きが滞とどこおる。

　結果的にどこかに綻ほころび──隙ができてしまう。

　それは僅わずかかもしれないが、その僅かが戦場では命取りとなる。

　ルミナは個人戦では他のメンバーより頼たよりになるが、ことパーティでのチーム戦となると途と端たんに使い勝手が悪くなるのだ。

「もちろん、これは僕が見ていて思っただけで、勇者がルミナを落とした理由かどうかは分からないけど……」

　真相はもちろん、勇者本人にしか分からない。

　だが、奴やつほどの実力者がこのことに気づかないはずがない。

　恐おそらくは、そう違ってないのではと思う。

「……だったら、どうすればいいっていうのよ」

　ルミナは不満そうに、強い眼まな差ざしで睨にらみつけてくる。

「それは、その、他のメンバーの動きに合わせるとか。もう少し周りと連携を取ることを意識して戦ってみるとかさ」

「屈くつ辱じよくよ、そんなの。どうして天才のあたしが……」

「一軍に上がるためなら、どんなこともするんじゃなかったのか？」

「そ、それは……」

　ルミナは気まずげに俯うつむき、目を逸そらす。

「でも……あたし、合わせ方なんて分かんないし。まして連携なんて──今までずっと一人で生きてきたんだもの。できっこない……」

「だったら、これから身につけていけばいいじゃないか」

「……え？」

「時間はいくらでもあるんだ。少しずつでも練習していけば、そのうち皆と連携も取れるようになれるはずだよ」

　ロキは言った。「もちろん、僕も協力するからさ」

「……どうしてよ」

　ルミナは訝いぶかしむように呟つぶやく。

「……どうして、あんたがそこまでしてくれるのよ」

「だって、もったいないじゃないか。ルミナにはせっかく実力があるのに、それが生かされないのはパーティにとっての損失だ。魔ま王おうを討とう伐ばつしようと思ったら、必ず凄腕の魔法使いである君の力が必要になるときがやってくる。それに──」

「それに？」

「僕たちは同じ二軍の仲間じゃないか。そのよしみだよ」

　混じり気のない、それは心からの気持ちだった。

　ルミナが一軍に上がれるのなら、それに越こしたことはない。元々、彼女の魔法の才能はずば抜ぬけているのだ。

　だからこそ、正当な評価を受けて欲しいと思う。

「──っ……」

　ルミナは不意を突つかれたかのように面食らう。しばらく俯うつむいて黙だまっていたが、やがてほんのりと赤らんだ顔を上げると、

「……言ったからには、責任持ちなさいよね」

「え？」

「だ、だからっ！」

　ルミナは顔を真っ赤にして、びしっと指差してきた。

「言ったからには、ちゃんとあたしに協力しなさいって言ってんの！　途と中ちゆうで投げ出したりしたら承知しないんだから！」

　そして、三角帽ぼうを目ま深ぶかにかぶると、ぼそりと言った。

「……た、頼りにしてるから」

「え」

　ロキは思わず言葉をなくした。

「今、なんて？」

「……な、なんでもないわよ！　忘れなさい！」

　ルミナはすぐに吐はき捨てるように撤てつ回かいする。

　彼女は確かに素直じゃない。

　けど、悪い子ではないんだよな──とロキは思った。











四章　ユバーラの町へ（ルミナと二人三脚）






　馬車は温泉で有名なユバーラの町を目指して進行していた。温泉に浸つかって日ごろの疲つかれを癒いやしたいから……というのはあくまで副次的な目的で、主目的は山を越えたところにある荒こう野やに魔王の眷けん属ぞくが潜ひそんでいるという情報を得たからだ。

　ユバーラの町は山のふもとにあり、一日やそこらでたどり着ける距きよ離りじゃない。

　なのでロキたちは今、その道中の町──マイエンに滞たい在ざいしていた。




　ルミナの協調性を高め、皆と連携を取れるようにするためにまず、ロキはサラに相談してみることにした。

　どうすればいいんだろう、と尋たずねる。

　すると、

「ロキさん、それなら簡単ですよ。汗あせを流せばいいんです」

「え？　汗を？」

「はい。いっしょに汗を流せば、そこに連帯感が生まれます。辛つらく苦しい訓練を共に乗り越えてこそ絆きずなが深まるのです」

「なるほど……」

　確かに一理あるかもしれない。

　ということで早さつ速そく、実行に移すことにした。

　早朝、ロキとルミナは町外れの広場へとやってきた。人ひと気けがなく静まり返ったその場所にはすでにサラが来ていた。

「ロキさん、ルミナさん、おはようございます」

「おはよう」とロキは言う。

　隣となりのルミナはぶすっとした顔をしていた。まだ眠ねむたそうだ。

「ルミナさん。どうかなさいましたか？」

「どうかしてるのはあんたでしょ！」

　ルミナは声を荒あらげると、空を指差す。

「朝から特訓をするとは聞いてたけど──まだ夜中じゃない！」

　時刻は午前三時。夜空にはまだ、思いっきり月が浮うかんでいた。

　山並みの向こうから朝あさ陽ひが覗のぞくには、時間がかかるだろう。

「私にとって、この時間はもう朝ですよ？」

「体内時計がババアのそれじゃないのよ！」

　ルミナは叫さけぶと、くらっ、と立ちくらみを起こす。

「……ね、眠い」

「ルミナは普ふ段だん、十時寝ねの昼起きだもんな」

「……天才はロングスリーパーなのよ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。走っていれば自然と目も覚めますから。まずは準備運動がてら町内を十周ほどしましょう」

「え。じゅ、十周って……冗じよう談だんでしょ!?」

「ほんの二十キロンですよ。さあ、いきましょう」

　サラは軽快な足取りで走り出す。いつものことなのでロキもあとを追う。二人の後ろ姿はどんどん遠ざかっていく。

　ルミナはしばらく逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて自棄やけになったように、

「あーもう！　分かったわよ！　走ればいいんでしょ！　走れば！」

　と叫ぶと、勢いよく駆かけ出した。

　しかし、その元気は最初の三周で終わりを告げた。

　サラとロキが快調なペースで走っていると、町外れの広場の前で、ルミナが干からびたカエルのようにうつ伏ぶせに倒たおれているのが見えた。

「……ルミナさん、寝てしまったのでしょうか？」

「もう起きてこない類たぐいの眠りかもしれない」

　ロキはルミナの側そばへ近づいていくと、耳元で呼びかけた。

「おーい。生きてるかー」

「……無理。死ぬ」

　ルミナはごろりと仰あお向むけに寝返ると、ぜえぜえと息を荒げながら言う。

「……足、取れそう」

「大丈夫。ちゃんとついてるよ」

「……あんたたち、毎朝こんなことしてるわけ？」

「うん。でも慣れれば意外といけるよ」

「……いかれてるわ」

　ロキは瀕ひん死しのルミナを抱かかえて、広場へと運ぶ。

　サラは涼すずしい顔をして、隣にある岩に触ふれながら言った。

「では、次は筋力トレーニングに移りましょう。そうですね。とりあえずこの岩を抱えたままスクワットでもしましょうか」

「……ロキ、あたしの見み間ま違ちがいかしら。サラの隣にある岩……サラの身長よりも大きいように見えるんだけど。気のせい？」

「残念だけど気のせいじゃないし、遠近感が狂くるってるわけでもないよ」

　サラの隣にある岩は、明らかにサラよりも大きい。

　ルミナはがばりと起き上がると、その場から逃にげ出そうとする。

　ロキはすかさず腰こしにタックルをかました。「おい！　どこいくんだよ！」

「放はなしてよ！　あたしはまだ死にたくないの！　あんな大岩を抱えてスクワットなんてできるわけないでしょ!?　ぺしゃんこになるのがオチよ！」

「そうでしょうか？」

　サラがルミナの下まで近づいてきて、言った。

「本当に無理なのでしょうか？」

「……え？」

「無理というのは、途中で止めてしまうから無理になるんです。途中で止めなければ無理じゃなくなります」

「……」

「私は、ルミナさんなら必ず成し遂とげることができると信じています。無理ではないと信じています」

　ですから、とサラは言った。

「もう少しだけ、頑がん張ばってみませんか？」

　ルミナはまっすぐなサラの目に見つめられ、戸と惑まどっていた。

　必ず成し遂げることができると信じている、とまで言われて、無む下げにすることはできなかったのかもしれない。

「……ま、まあ、そこまで言うんだったら。ちょっとだけよ」

　結局、根負けする形になった。

　そして大岩を抱えてスクワットをしようとした。無理だった。べちゃ、という音と共にあっさり潰つぶされた。

　ルミナはそのあともサラの地じ獄ごくの特訓に散々しごかれ、汗だけでなく涙なみだや鼻水といったあらゆる液体を垂れ流すはめになった。

　特に協調性が身につくことも、連れん携けいを取れるようになることもなかった。あとにはただトラウマだけが残った。




　ロキが次に相談したのは、アビゲイルだった。

　ルミナが協調性を身につけ、パーティの皆みなと連携を取れるようになるためにはどうすればいいのだろう、と。

　アビゲイルは言った。

「そーゆーときは、やっぱ飲み会っしょ」

「え？」

「飲みニケーションっていうの？　お酒を飲んで楽しくしゃべってたら、いつの間にか仲良くなってるもんでしょ」

「ルミナはまだお酒を飲める年ねん齢れいじゃないけど」

「水でもジュースでも同じだってば。要はいっしょに楽しむのが大事なの。ってことで今日の夜にさっそく、親しん睦ぼく会かい開いちゃおー」

　そうして今に至る。

　町の酒場では、勇者以外のメンバーがテーブルを囲んでいた。

「皆、今日も一日おつかれさまー。かんぱーい！」

　宴えん会かい部長のアビゲイルの音おん頭どで、皆がジョッキを勢いよく合わせる。波立って跳はねたぶどう酒の飛ひ沫まつがきらきらと光り輝かがやく。

　ロキの隣で、ルミナは無愛想にオレンジジュースを飲んでいた。皆の会話にも混ざらずちびちびとジョッキを傾かたむけている。

　アビゲイルはそんなルミナの下に近づいていくと、

「いえーい。ルミナっち、楽しんでる？」

　そう笑え顔がおで言って、馴なれ馴なれしく肩かたを組んできた。

「今日はルミナっちの親睦会だから。テンションアゲアゲな感じで、じゃんじゃん盛り上がっていっちゃおー」

　ルミナはその気安さに、顔をしかめる。

「……うざっ」

　ぼそりと呟つぶやいた声は幸い、アビゲイルには聞こえていないようだった。たぶん、聞こえていたら相当なショックを受けていただろう。

　アビゲイルは頃ころ合あいが来ると、他のメンバーを見回し、明るい口調で言った。

「んじゃ、ここらでゲームでもしよっか」

「ゲーム、ですか？」

　サラがぱちくりと目を瞬またたかせる。

「そ。王様ゲームって知ってる？」

　アビゲイル以外のメンバーは皆、首を横に振ふる。

　ロキも聞き覚えはあったが、詳くわしくは知らなかった。

「王様をくじで決めて、その王様がした命令を他の人──これは名指しじゃなくてくじで決めた番号の人が実行すんの。一番と二番がハイタッチする、みたいな。王様は過激な命令とかしても全然おっけー。絶対盛り上がるから！　ねっ！　やろっ！」

　アビゲイルは熱弁を振るっている。前からやりたかったのかもしれない。他のメンバーたちは「は、はあ」という感じで気け圧おされていた。

「……とりあえず、やってみましょうか？」サラが言った。

　ロキやファナやルミナも頷うなずく。

　そしてゲームが始まった。

『王様』『一番』『二番』『三番』『四番』というくじを紙で作ると、空になった樽たる形のジョッキに裏返しにして入れる。

　皆が目配せしあい、せーの、という掛かけ声で一いつ斉せいにくじを引く。

「王様だーれだ？」とアビゲイルが尋たずねた。

「わ、私です」

　サラが戸惑い混じりに言った。

「し、しかし……どうしましょう？　私の本職は剣けん士しですし、王様ということなら勇者様にこのくじを託たくすべきでは……？」

「いや、サラっち、これゲームだから。お遊びだから。あくまで王様っていう役割を演じるってことだから、そーいうことは気にしなくてへーき」

「あ、そうだったんですか。私としたことが……」

「とにかく、命令よろしくね」

「はい。あの、命令というのは何でもいいのでしょうか？」

「もち。でも、過激なやつのほうが盛り上がっていいかも」

「分かりました」

　サラは一度息を吸うと、

「では、二番の方は、一番の方の膝ひざの上に座ってください」

「わっ。サラっちってば、意外とだいたーん」

　皆は自身のくじに書かれた番号を見やる。

　ロキの番号は『一番』だった。

　──ってことは、二番の人が僕の膝の上に座るのか。

　周りのメンバーを見回したときだった。

「……二番」

　ファナが『二番』のくじを掲かかげた。相変わらずの無表情だ。

「んじゃ、ファナっちはロキっちの膝の上に座って」

　ファナはこくりと頷くと、ロキの膝上にちょこんと座った。彼女の小さなお尻しりの感かん触しよくが伝わってきて、ロキは何とも落ち着かない気分になる。

　一方、ファナは、むふー、と表情をほころばせていた。

「ファナさん。なんだか嬉うれしそうですね」

「……ロキの膝の上、とても座り心地ごこちがいい」

「そうなんですか？」

　ファナは満足そうに頷く。「……まるで便座のよう」

「喜んでいいのか複雑なんだけど」

　便座みたいな座り心地ってどんなだ。落ち着くってことなのだろうか。

「……ふんっ。何デレデレしてんのよ」

　ルミナは二人のやり取りを眺ながめながら、どこか不ふ機き嫌げんそうにしている。

「んじゃ、次いこー、次っ」

　アビゲイルが仕切りなおし、次のゲームが開始される。

「「王様だーれだ」」
















「あたしよ！」

　ルミナが『王様』のくじを掲げた。その表情は嗜し虐ぎやく的な笑みに彩いろどられている。

「さあて、どんな命令を下してやろうかしら……」

「悪い顔してるなあ」

「ファナ！　あんた、何番!?」

「いや、聞いちゃ駄だ目めだろ」

「……三番」

「ファナも答えちゃ駄目だろ！」

「ふっふっふ、もう遅おそいわ。裁きの時間よ！　三番の奴やつは、女王様であるあたしの椅い子すになりなさい！」

　しかし、ファナは動こうとしなかった。ロキの膝の上に座ったまま、オレンジジュースをこくこくと喉のどを鳴らしながら飲んでいる。

　ルミナは苛いら立だったように、

「このペチャパイ盗とう賊ぞく女！　さっさとそこをどきなさいよ！」

「あの～」

　サラが申し訳なさそうに手を挙げる。

「何よ！」

「ファナさんじゃありません」

「え？」

「私、三番です」

　サラの掲げたくじには、確かに『三番』の文字が。

　すると、ファナはロキの膝の上で、『二番』のくじを掲げた。

「あ、あんた、騙だましたわね！」

「……これはそういうゲーム。信じた者から死んでいく」

「そんな物ぶつ騒そうなゲームじゃないってば！」

　アビゲイルが慌あわてて訂てい正せいの言葉を入れる。「王様ゲームっていうのは、もっとドキドキするようなイベントが起こるもんなの！」

　それを目もく論ろんでいるなら、人選ミスのような気がする。

「とにかく、サラっちはルミナっちの椅子になって！」

「は、はい」

　おずおずと四つんばいになったサラの上に、ルミナがどかりと座る。鷹おう揚ように足を組んだその様さまは女王様然としていた。

　周りの客たちは、好こう奇きの視線でこちらを見ている。

「……うぅ。まさか剣士から椅子に堕おちるなんて……」

　サラは辱はずかしめを覚えているようで、耳まで真っ赤にして俯うつむいていた。

「……これからの生は全すべて、座り心地を向上させるために捧ささげます」

「いや、サラっち、だからこれゲームだってば」

　そのあともしばらく、ゲームは続けられた。

　盛り上がりはしたものの、特にドキドキするような展開はなく、ルミナが他のメンバーと打ち解けられたかというと、首を傾かしげるほかなかった。




　ロキが最後に相談したのはファナだった。

　ファナは飲み会でのロキの膝上の座り心地がいたく気に入ったらしく、度々荷台を訪おとずれてはまったりとくつろいでいた。

　今もあぐらをかいたロキの足の隙すき間まに、すっぽりとお尻を収めている。

「……連れん携けい？」とファナは小首を傾げる。

「うん。どうすれば連携を取るのが上手うまくなるだろう」

「……そういうことなら簡単」

「本当に？」

　ファナはこくりと頷く。

　次の瞬しゆん間かん、かしゃっ、と金属音が響ひびいた。

「え」

　ロキが自身の手元を見下ろすと、左手首に鉄製の手て錠じようが嵌はめられていた。

「こ、これは？」

「……手錠」

「いや、それは分かってるけどさ。どうして」

　ファナはそれには答えずに、残ったもう一方の手錠を自分の右手に嵌める。二人は手錠によって一つに繫つながれる。

「ちょっ！　あんたたち、何してんのよ！」

　荷台の端はしにいたルミナが、血相を変えて叫さけぶ。罪を犯おかしたわけでもない男女がいきなりお互たがいを手錠で繫ぎ出したら、そりゃ誰だれだって驚おどろくだろう。

「……これが連携の秘ひ訣けつ。手錠で繫がれた状態で生活をしていれば、嫌いやでも相手の動きに合わせることを覚えられる」

　なるほど。手錠で繫がれたまま日常生活を送るとなると、お互いに息を合わせなければまともに動くこともできないだろう。

　連携を身体に覚えこませるには、うってつけかもしれない。

「でも、連携を覚えたいのは僕じゃなくて、ルミナなんだ」

「……そう」

「だから、手錠をつけかえないと」

「あたしは嫌よ。そんなの」

　ルミナはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「あたしは他人を繫ぐのは好きだけど、繫がれるのは嫌きらいなの。それにファナと手錠で繫がれたまま生活するなんて、冗じよう談だんじゃないわ」

「……私じゃない」

「え？」

「……手錠をつけるのは、あなたとロキ」

「ぼ、僕？」

　ロキは自身の顔を指差し、思わず聞き返す。

　ファナはこくりと小さく頷うなずく。

「……私は日中、一軍として行軍しなければならない。だからムリ」

　確かにそれもそうだ。

「けど、僕とルミナでなんて……なあ？」

　ロキはルミナの顔色を窺うかがう。

「そうよ。ありえないわよ！」

　ルミナは顔を真っ赤にして叫ぶ。

　ファナはその様を見て、ふーっ、と大げさに肩かたをすくめた。

「な、なによその態度は！」

「……あなたはロキを意識しすぎ。笑しよう止し」

「はあ!?」

「……手錠で繫がれるといっても、それは日中だけ。ロキのことが身の毛もよだつほど嫌いでない限り、それほど問題はないはず」

　ファナはじっとルミナを見やる。「……あなたは彼が嫌い？」

「そ、そりゃまあ、別に、嫌いってわけじゃないけど……」

「……じゃあ、彼のことが好き？」

「ば、ばっかじゃないの!?　んなわけないでしょ！」

　ルミナは取り乱したように叫ぶと、

「いいわよ。やってやろうじゃないの。別にロキのことなんて道みち端ばたの石ころくらいにしか考えてないし、何の問題もないわ！」

　そう息巻き、勢いに任せて自身の手首に手錠を嵌めた。

　そして、ファナに向けて言い放つ。

「見てなさいよ。あっという間に連携を取れるようになって、今度は真っ当にあんたを二軍に引きずりおろしてやるから」

「……ムリ。その頃ころにはあなたはおばあちゃんになっている」

「あんた、ほんと、覚えておきなさいよ！」

　ロキの意思は全く反映されることなく、手錠生活が始まった。




　案の定、手錠での共同生活は上手うまくいかなかった。

　だいたいにして、熱愛の末に結ばれた夫ふう婦ふですら、ずっと同じ屋根の下で暮らし続けていれば険悪な仲になることがあるのだ。

　特にラブラブでもない二人が険悪にならないはずもなかった。

　ロキとルミナは歩ほ幅はばも違ちがえば歩くペースも違うので、いっしょに歩けば毎回のように足がもつれたり、つっかえてこけたりした。

「ロキ！　あんた、もっときびきび歩きなさいよ！」

「ルミナが速すぎるんだよ」

「なに？　あたしが悪いって言いたいわけ？」

「率そつ直ちよくに言うと、そうだよ」

「いい度胸じゃない。決けつ闘とうよ、決闘！　白黒つけましょ！」

「手錠で繫がれてるから、無理だよ」

「……」

　二人は何かをするたびに衝しよう突とつし、言い争いを繰くり返した。

　そして荷台にいる間は、互いにほとんど口を利かなかった。それでも、手錠で繫がれた生活は続けられた。

　朝、ロキがサラと特訓をしているときも。

　昼、馬車が移動しているときも。

　夕方、野営で食事を摂とっているときも。ずっとだ。

　ルミナが連携できるようになるためというよりはむしろ、先に音を上げたほうが負けというチキンレースになっていた。

「もうそろそろ、限界なんじゃない？」

「いいや、全然」

「とっとと諦あきらめて楽になりなさいよ」

「ルミナこそ」

「あたしは楽勝よ。日中だけじゃなくて、四六時中だっていけるわ。なんなら、お風ふ呂ろのときだってつけていたいくらいよ」

「だったら、僕はトイレだ。いっしょにトイレをしたいくらいだよ」

「言ってくれるじゃない。本当にやってあげましょうか？」

「おお。望むところだよ」

　などという不毛な会話を、延々と続けるようになっていた。

　とどのつまり、二人は頭がおかしくなっていたのだ。

　それでも、ずっと手錠をつけたままでいると、少しはマシになってくる。

　滑なめらかな動きこそできなかったが、手錠で繫がれたままでも日常生活を送ることぐらいはできるようになった。

　その間も、言い争いは絶えることはなかったが。




　ロキは日中、ずっとルミナと過ごしていたので、自分の訓練に割さく時間を中々取ることができなかった。なのでその分は睡すい眠みんを削けずることで賄まかなった。

　夜、ルミナが寝ね静しずまった頃、一人で素す振ぶりを繰り返す。

　今現在、勇者パーティが滞たい在ざいしているのは、ユバーラの町だ。山のふもとにあるこの町は温泉が湧わいているので有名だった。

　ロキは素振りを終えたあと、汗あせを流そうと温泉へ向かった。

　脱だつ衣い所じよで服を脱ぬぐと、浴場へ足を踏ふみ入れる。ごつごつとした岩が湯を取り囲み、竹たけ筒づつの塀へいの向こうには、闇やみの中に佇たたずむ木々の姿が窺うかがえる。

　時間が遅おそいこともあり、浴場には人ひと気けがなかった。

　しかし、湯の中に足を踏み入れようとしたとき、湯から立ちのぼるうっすらとした霧きりの中に人ひと影かげが立っているのが見えた。

　それは完かん璧ぺきな肢し体たいだった。

　傷一つない背中は彫ちよう像ぞうのように滑らかな筋を描えがき、そこから張りのある臀でん部ぶまでは見事なくびれができている。水すい滴てきを弾はじくような滑らかな肌はだ。月明かりを受けて、神秘的な燐りん光こうを帯びているように見える。

　彼女はロキの気配に気づいたのか、ゆっくりと振ふり返った。凶きよう暴ぼうに突つき出した胸が目の前に飛び込んでくる。鎖さ骨こつの辺りが濡ぬれて淡あわく光っていた。

「ろ、ロキさん……」

　驚いたように目を見開いていたのは──サラだった。

　ロキはここの温泉は混浴だったということを思い出した。こんな夜よ更ふけだし、自分以外に人はいないだろうとたかを括くくっていた。

「どうしたんですか？　こんな遅い時間に……」

「い、いや、ちょっと素振りをしててさ」

「そうでしたか。実は私も同じです。奇き遇ぐうですね」

「はは……」

「せっかくですから、いっしょに入りましょうか」

「え？」

「お背中、お流ししますよ」

　サラは胸むな元もとに手をあてると、優やさしい微ほほ笑えみを浮うかべる。

　ロキは断ろうとしたが、結局、「遠えん慮りよなさらないでください」というサラの言葉に押し切られる形となった。

　どぎまぎしながら、背中を流してもらう。

「随ずい分ぶん、たくましくなりましたね」
















「そ、そうかな？」

「はい。以前と比べると、見違えるようですよ」

　肩にそっと手を置かれる。その手は背中へと滑すべり、腰こしへと下りていく。慈いつくしむような彼女の手つきに触ふれられた箇か所しよが、熱を帯びていく。

　感覚が過か敏びんになり、鼓こ動どうが激しく高鳴る。

「よく、頑がん張ばりましたね」

　囁ささやかれた声は、すぐ耳元で発されたかのように響ひびいた。

「まだまだだよ」

　ロキは殊しゆ勝しような台詞せりふを吐はきながら、しかし体勢は前かがみだった。格好つけた言葉に身体からだの反応は全く合わせてくれない。

　サラに背中を流してもらったあと、湯に浸つかる。サラは胸元まで、ロキは腰にそれぞれタオルを巻いていた。ほとんど互たがいの肩が触れ合うような距きよ離りに並んで座る。

「ルミナさんとの連れん携けいの練習は、いかがですか？」

「最初に比べると、大分マシになってきたよ。それでもまだ、どっちが悪いかってことでしょっちゅう言い争いになるんだけど」

「お二人は仲がいいんですね」

「そうじゃないよ。ルミナがことあるごとに突っかかってくるだけで」

「きっと、ロキさんに構って欲しいんですよ。ルミナさんはずっと、お一人で暮らしてこられたようですから。寂さびしいんだと思います」

「……サラは何か知ってるのか？　ルミナの出自のこと」

「知っているといっても、ほんの少しだけです。今のパーティは勇者様と私の二人旅で始まったのですが、次に加入したのがルミナさんだったんです。彼女は誰だれも近寄らないような崖がけ上のお城にお一人で住んでいました。私たちは突とつ然ぜんの嵐あらしに見み舞まわれて、雨宿りのためにそこに立ち寄ったんです。あの日はひどく、雷かみなりが鳴っていました」

「どうしてそんな辺へん鄙ぴな場所に……？」

「分かりません。尋たずねても答えてはくれませんでした。ただ、何か言えない理由があるのだということは察しがつきましたが」

「……それで、ルミナをパーティに勧かん誘ゆうしたのか？」

「いえ。ルミナさんから志願してきました。私たちが一夜をお城で過ごし、出発しようとしたときに。どうしても連れていって欲しい、と。恐おそらく、ルミナさんは人に頼たのみごとをするのに慣れていなかったのでしょうね。志願するときの口調がひどくたどたどしかったのを覚えています」

「へえ……そんな経けい緯いがあったのか」

　ロキがまだ、パーティに加入していないときの話。

　勇者とサラと、ルミナの物語。

　それはとても興味深く感じられた。

「ルミナさんは最初、今とはとても雰ふん囲い気きが違っていました。まるで世界全すべてを憎にくんでいるような刺とげ々とげしさを、荒すさみを纏まとっていました。私が話しかけても、返事すらしていただけないような状態で……」

　サラはそこで言葉を区切ると、ロキのほうを見やった。

「ロキさんが来てからですよ。ルミナさんが変わったのは」

「え？　ぼ、僕？」

　サラは微笑みを浮かべながら、頷うなずく。

「ルミナさんは随分と明るくなりました。以前はあんなふうに、周りと関係を持とうとすることがありませんでしたから。自分の殻からにこもって、鬱うつ々うつとして──周囲のもの全てを淀よどんだような目で眺ながめていて。とても心配していたんです」

「でも、今もやってることは過激だよ。闇やみ討うちを企くわだてたりさ。一軍に上がりたいからってめちゃくちゃしてるんだ」

「きっとそれは、ルミナさんなりのスキンシップなんですよ」

「闇討ちが？」

「ロキさんは、ルミナさんが闇討ちのとき、一度でも全力で魔ま法ほうを放っているところを見たことはありますか？」

「……そういえば、ないような気がする」

　ファナとの闇討ちのときも、追い込まれた状じよう況きようを打開するために小規模の魔法を使おうとはしていたものの、全力のものはなかった。

「本気で一軍メンバーを引きずりおろそうとするなら、ルミナさんほどの力量があれば宿屋ごと焼き払はらうのが一番手っ取り早いと思いますよ」

　言われてみれば、確かにそうかもしれない。

「……でも、それをしないってことは」

「そういうことです」

　サラは温ぬくもりに満ちた表情を浮かべる。

「ルミナさんは他のメンバーに──ロキさんに構って欲しいんですよ。現にロキさんとじゃれているときのルミナさんは、とても楽しそうな表情をしています。以前の彼女からは考えられないくらい、生き生きとして見えます」

「……自分じゃ、よく分からないけど」

「こういうのは、第三者のほうがよく分かるものです」

　サラは微笑むと、ロキの目をまっすぐ見み据すえて、言った。

「ロキさん。ルミナさんのこと、よろしくお願いします」

「え？」

「ルミナさんは凄すご腕うでの魔法使いですが、まだ十四歳の少女です。強がっていても、心細くなることもあるでしょう。だからルミナさんには、いつも彼女のことを側そばで気にかけてくれるような人が必要だと思うんです」

「それはそうかもしれないけど……」

　ロキは言った。

「でも、僕でいいのかな？　サラのほうがよっぽど……」

「私は、ロキさんにしかできないと思っています」

　サラは静かに、けれど確かな芯しんを持った声で言った。

「……もちろん、この旅が魔王討とう伐ばつという──人類の命運を左右する重要なものであることは理解しているつもりです。私自身、魔王軍に苦しめられている人々のお力になりたくてパーティに参加しましたから。でも、それと同じくらい──私はルミナさんにも幸せになって欲しいと思っています。背中を預けあう、仲間として」

　その言葉は偽いつわらざる本心のように思えた。サラはまだ幼いルミナのことを真しん剣けんに案じているからこそ、ロキに託たくそうとしている。

「……分かった。できる限りのことはしてみるよ」

「よろしいのですか？」

「うん。手て錠じようで繫つながれてたら、嫌いやでも気にかけることになるだろうしさ。それにまたおかしな真ま似ねをしないか見張っておかないとね」

「……ロキさん。ありがとうございます」

「お礼を言われるようなことじゃないよ」

　ロキは苦く笑しようする。

「サラは本当に立派だね。いつも皆みなのことを気にかけてさ」

「……それは当然のことです」

　サラは少し照れくさそうに、胸に手を置いて微笑む。のぼせているのか、その表情はうっすらと赤らんでいた。

「私は、お姉さんですから」




　ロキはサラと別れ、さっぱりとした身体からだで馬車の荷台へと戻もどった。

　冴さえ冴ざえと輝かがやく月光はしかし、幌ほろで覆おおわれた荷台の中には届かない。

　幌を開けると、ルミナは暗くら闇やみに包まれた床ゆかの上で丸まって寝ねていた。身体をイモムシのように縮こまらせている。

　さあ、僕も寝ようかな──とロキが横たわろうとしたときだ。

「ごめんなさい……」

　突然、か細い声が聴こえてきた。それはルミナのものだった。

　──まだ起きていたのか？

　振り返るが、彼女は目をつむっている。表情を酷ひどく苦しそうに歪ゆがめながら、額に大量の汗あせを滲にじませていた。

　うなされているのだ。

「ごめんなさい。ごめんなさい……」

　ルミナはうわ言を呟つぶやきながら、泣いていた。何か許しを乞こうかのように、辛つらくてたまらないというように、身体を縮こまらせながら、涙なみだを流していた。

　──彼女がうなされているのは、これが初めてではなかった。

　二軍に落ち、ロキと同じ荷台で寝るようになってからは、ほとんど毎晩のようにうなされ続けていた。きっと一軍にいたときからそうだったのだろう。だから満足に睡すい眠みんを取ることができず、日中、昼寝を繰くり返していた。

「お願い……あたしを一人ぼっちにしないで……」

　恐らくは悪夢を見ているのだろう。内容は分からないが、何度もうなされていることからして、同じ夢を繰り返し見ているのだ。

　それはきっと、彼女を苦しめ続ける過去の呪じゆ縛ばくのようなもの。

「お願い……お願いだから……」

　ルミナは祈いのるように呻うめきながら、苦しげに涙の筋を伝わせる。

　いつもの気き丈じようさはどこにもない。

　そこにいるのはただの、か弱い一人の少女だった。

　ロキはルミナの側そばに座ると、ハンカチでそっと涙を拭ぬぐってあげる。

　サラの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえってくる。

　──ルミナさんは凄腕の魔法使いですが、まだ十四歳の少女です。強がっていても、心細くなることもあるでしょう。だからルミナさんには、いつも彼女のことを側で気にかけてくれるような人が必要だと思うんです。

　なあ、ルミナ、とロキは心の中で問いかける。

　君の過去にいったい、何があったんだ？

　どうして君は、崖の上の古城に一人で住んでいたんだ？




　翌朝、ロキはユバーラの市場に買い出しに来ていた。温泉で有名な町ということで人々が集まっており、市にも活気があった。

　魔王軍が跋ばつ扈こし、人々の心が荒みつつある中、それは珍めずらしいことだった。山のふもとの町ということで、どこか浮うき世よ離ばなれしているのかもしれない。

「なんであたしが買い出しに付き合わないといけないのよ……」

　市場を歩くロキの隣となりで、ルミナがぶつくさと呟いている。さすがに公衆の面前ということもあって、手錠はつけていない。

　肩かたを落として猫ねこ背ぜというルミナの歩き姿は、母親の買い物に無理やり付き合わされた子供のような気だるさを醸かもし出していた。

「二軍なんだから、仕方ないだろ」

　ロキがたしなめる。

「市場には色々なものが売ってるから、見てるだけでも楽しいぞ」

「んなわけないでしょ。子供じゃないんだから」

　ルミナはぶすっとしたつまらなそうな顔を崩くずさず、

「いいから、とっとと終わらせましょ」

　市場には多くの露ろ店てんが並んでいた。骨組みは木で、屋根に薄うすい布を張っただけという簡素な造りだったが、人の活気がそれを粗そ末まつに感じさせない。品しな揃ぞろえは多く、艶つやのある新しん鮮せんな野菜だったり、物もの珍めずらしい魚だったりと、見ていてまるで飽あきない。

　ロキが露店の前にしゃがみこみ、店員と会話をしながら、キャベツやらカブやらじゃがいもやらという野菜を眺めていると──

「ねえ、ロキ！　これ見なさいよ！」

　遠くから、ルミナの声が響ひびいてきた。

　彼女は食材ばかり見るのに飽きたようで、別の露店に行っていたようだ。しゃれこうべを頭の上に乗せながら、満面の笑えみを見せている。

「どう、これ？　格好いいでしょ！」

「いや、お前、めちゃくちゃ楽しんでるじゃないか」

「いいでしょ、別に。それよりこれ、荷台に飾かざらない？」

「しゃれこうべを？　誰だれかが死んだみたいに見えるじゃないか。それに夜、目が覚めたときにこれが前にあったら、僕はたぶんショック死するよ」

「分かってないわねえ。今はこういうのがおしゃれなのよ」とルミナはおしゃれのおの字も分かってなさそうなのに言う。

「あんたにはセンスが足りないわ。流行に乗り遅おくれるわよ」

「そもそも、しゃれこうべがいつ流行になったんだよ」

「ね。あっちにも面おも白しろそうなものがあったの。ほら、とっとといくわよ」

「ちょっ──まだ買い出し済んでないって！」

「そんなのあとでもできるでしょ。野菜はいつでも買えるけど、面白いものは今しか買えないかもしれないもの」

　ルミナに腕うでを引かれて、ロキは否いや応おうなしについていく。

　ルミナの表情は上気していて、とても楽しそうだった。市場という普ふ段だんは足を運ばない場所に来て舞まい上がっているのかもしれない。

　そこに昨夜、うなされていたときの面おも影かげはなかった。いつもの奔ほん放ぽうな、生き生きとした表情で人のことを振ふり回す、瑞みず々みずしいルミナの姿だけがあった。

　ロキはそのあと、一日中ルミナの買い物に付き合わされた。買い物というか、実際には物色という感じだったが。彼女はしゃれこうべやカラスの剝はく製せい、蛇へびの生き血などといったおどろおどろしいものにばかり興味を示した。

　日が暮れる頃ころ、ロキは疲つかれ果ててげっそりとしていた。

　一方、ルミナはとても満足したようで、足取りが弾はずむように軽かった。

「あー、楽しかった。いいもの見れたわね」

「……まあ、ある意味ね」

　どうにか買い出しも終え、宿に向かって歩いている最中だった。

　市場の中にある広場──その中心に位置する噴ふん水すいの前で、小さな男の子が石いし畳だたみにうずくまって何やらすすり泣いていた。年は十に足りないくらいだろうか。柔やわらかい髪かみ質しつのおとなしそうな顔立ちをしている。周りの人々は視線を男の子に向けるが、誰も積極的に関かかわろうとはせず、そのまま歩き去っていく。

　ロキとルミナは顔を見合わせ、思わず立ち止まった。

「君、どうしたの？」ロキがやんわりと尋たずねる。

　男の子は顔を上げる。ロキたちを見ると、警けい戒かい心しんを露あらわにした。しかし、不安で藁わらにもすがりたい思いだったのかもしれない。

「……うぅ。お母さんとはぐれちゃった」と口にした。

「なるほど。迷子ってわけだ」

　ロキが言うと、ルミナは、ふん、と鼻を鳴らす。

「情けないわね。それくらいで泣くんじゃないわよ。男のくせに」

　そう毒づくと、男の子の目にぶあっと涙があふれた。

「……うわぁぁぁんっ！」

　大声を上げて泣き出してしまう。

「おい、ルミナ！」

「い、今のはほんの冗じよう談だんよ、冗談っ」

「うわあああああん！」

　男の子は泣き止やまない。むしろ勢いが増している。

　ロキが必死になだめようとするが効果はなかった。

「ああ、もう、どうすりゃいいのよ」

　ルミナはわしゃわしゃと髪かみをかきむしる。

　このまま男の子を見捨てていくのも後味が悪い。かといって、どうすれば泣き止ませることができるのかも分からない。

　その葛かつ藤とうに板ばさみになったあと、

「そうだ。……ねえ、あんた、よく見てなさいよ」

　ルミナは何かを思いついたように、男の子の前に手のひらを差し出した。男の子の注意が向いたのを確認してから、魔ま力りよくを込こめる。

　すると、彼女の手のひらの上に、火の玉がふわふわと浮うかんだ。

「わっ」

　男の子は目の前で起こった現象に驚おどろいたのか、目を丸める。

「どう？　びっくりしたでしょ？」

　ルミナが得意気に言う。

「……おねえちゃん。もしかして魔法使いなの？」

　男の子がおずおずと尋ねる。すでに涙は止まっていた。

「ふふん。まあね」

　ルミナは誇ほこらしげに黒のローブを翻ひるがえすと、

「それもただの魔法使いじゃないわよ。天才魔法使い。今は勇者パーティで魔王討とう伐ばつの旅をしてるの」と高らかに言い放った。

「すごい！　すごいや！」

「そう？」

「うん！　ぼく、魔法なんて初めて見たよ！」

「でしょうね。魔法使いなんてそういないから。……あと、あんたはいたく驚いてるみたいだけど、今のはほんの初級魔法だから」

「他にもあるの？」

「星の数ほどね。あたしは天才だから」

「見せて見せて！」

「お断りよ」

　ルミナはあっさりと少年の要求を撥はね除のける。

「魔法は見世物じゃないの。それに、見せてと言われて気軽に見せるほどあたしは安い女じゃないわ」

「……ぅ」

　男の子の瞳ひとみに涙なみだの膜まくが浮かぶ。

　ロキが「おい」とルミナに耳打ちする。

「わっ、分かったわよ！　見せればいいんでしょ！　見せれば！　言っとくけど、これは特別なんだからね」

　ルミナは「全く……」とぼやきながら、再び手のひらに火の玉を生成。薄うす暗くら闇やみのかかり始めた空へ向かって、それを放った。しゅるしゅるしゅる……と火の玉は赤い尾おを引きながら舞い上がると、やがて大きく弾はじけ、光の華はなが広がった。

　一いつ瞬しゆん、町が鮮あざやかな輝かがやきに包まれる。

「すごいすごい！」

　男の子は感激したのか、その場でぴょんぴょん飛び跳はねている。

「ほんと、調子のいいガキね」

　ルミナは呆あきれたように苦く笑しようする。しかしその表情は柔らかかった。

「ねえ、おねえちゃん」

「なによ」

「ぼくも魔法使いになりたい」

「えっ？」

「ぼくも、おねえちゃんみたいに魔法を使えるようになりたい！」

　そう言った男の子の瞳は、星空を閉じ込めたようにキラキラとしていた。

　ルミナは意表を突つかれたように間を置いたあと、ため息をついて言った。

「……あのねえ、魔法ってのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものじゃないの。魔法を会え得とくするためには厳しい修しゆ行ぎようをしないといけないし、時間もかかる。そんな軽い気持ちで使いこなせるようになるわけじゃないの」

「う……」

　男の子は厳しい言葉を突きつけられ、うなだれる。夢や希望が絶たれたと感じているのかもしれない。肩かたを落とし、しょんぼりと萎しおれている。

　その様子を見て、ルミナは何か思うところがあったのかもしれない。

「……ま、まあ、でも」と付け加えるように言った。

「もし、あんたが本当に魔法使いになりたいっていうなら、もう少し大きくなったあとレンフェア王国の外れにある古城に来なさい。その頃にはきっと、あたしも魔王討伐の旅を終えて帰ってきてるはずだから。そのときは魔法を教えてあげる」

「ほ、ほんと!?」

　目を再び輝かせる男の子に対して、ルミナは頷うなずく。

「ええ。だから今は精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりなさい。毎日うんと勉強して、身体からだを鍛きたえて、周りの人に優やさしくしなさい。そうすればきっと、魔法の覚えも早くなるから」

「わかった！　ぼく、がんばるよ！」

　男の子は元気よくそう宣言する。

　ルミナは、やれやれ、というふうに肩をすくめる。これだからガキは、とでも言わんばかりの表情だ。

　しかし、意外とまんざらでもなさそうだった。

「さ、いくわよ」

　ルミナは男の子の手を取った。

「え？　どこに？」

「母親とはぐれたんでしょ？　さっさと探すわよ」

「……手伝ってくれるの？」

「あんたを一人にすると、またぴーぴー泣くでしょうが」

　ルミナは、それに、と呆れたように笑う。

「あんたは将来の弟子でしだもの。ちゃんと面めん倒どう見てあげないとね」

「……おねえちゃん。ありがとう」

　男の子は目を細めると、そこで初めて笑え顔がおを見せた。

「ふ、ふんっ！」

　ルミナは照れたように顔を背そむける。

「言っとくけど、甘やかすのは今のうちだけだから。弟子になったらびしばししごいてやるんだから、覚かく悟ごしときなさいよ」

「うん！」

　ルミナと男の子は共に並んで歩き出す。

　はぐれてしまわないよう、しっかりと手を繫つなぎながら。

「何だかんだいって、面めん倒どう見みがいいじゃないか」

　ロキはルミナに向かって、笑いかける。

「……別に。見捨てたら、目覚めが悪いと思っただけよ」

　素す直なおじゃないなあ、と思う。

　男の子はルミナの顔を見上げながら、無む垢くな瞳で尋ねる。

「ねえ、おねえちゃん。ぼくには魔法の才能があるかな？」

「さあ、どうかしらね。でも、魔法は別に才能がないと使えないわけじゃない。体内の魔力量は生まれつきで決まるけど、魔法は練習すれば誰だれでも使えるようになるもの。世の中に魔法使いが少ないのは、単に教える人がいないだけ」

「じゃあ、ぼくはどんな魔法を覚えようかな。えっとね、えっとね……」

「全く、気が早いんだから……」

　男の子にしきりに話しかけられるルミナは面倒くさそうにしながらも、決して邪じや険けんにしたりすることはなく、きちんと相手をしてあげていた。

　──こうしてみると、仲のいい姉きよう弟だいみたいだ。

　三人は母親を見つけるため、市場を歩き回って探していく。

　夜が間近まで迫せまり、露ろ店てんは次々と店じまいをしている。日中あれだけごった返していた人ひと混ごみもまた、潮が引いたように収まっていた。

　どれくらい経たった頃ころだろうか。三人が歩いていると、遠くのほうから「カイ！」と切せつ迫ぱくした声が響ひびいてきた。

　顔を向けると、そこには大人の女性。髪を振ふり乱し、息を荒あらげながらも、その目はまっすぐに男の子を見つめている。

　もしかして、とロキが思ったのと同時だった。

「おかあさんだ！」男の子が声を上げた。

　女性はこちらに駆かけ寄ってくると、男の子を強く抱だきしめる。

「もう、どこにいってたの！　私がどれだけ心配したと思って……」

「ごめんなさい……」

「よかった。本当によかった……」

　女性──母親はうっすらと涙を浮かべながら、肩口に乗っている男の子の頭を慈いつくしむように何度も何度も撫なでている。男の子は何も言わず、ただ身を委ゆだねていた。

　何はともあれ、無事に再会できたようだ。

　ロキとルミナは顔を見合わせ、安心したようにほおを緩ゆるめる。

「でも、泣き虫のあなたがよく泣かないで……怖こわかったでしょう？」

「ううん。おねえちゃんがずっとぼくの手を握にぎってくれてたから。だから、ぼくは少しも怖くなかったよ」

「おねえちゃん？」

「うん。おねえちゃんは凄すごいんだよ。魔法使いでね、勇者パーティで魔王討伐の旅をしてるんだって」

　母親は、そう、と優しく相あい槌づちを打つと、男の子の肩かた越ごしにロキたちを見た。

「あなたたちがこの子を連れてきてくれたのですね。本当に、何とお礼を言ったらいいか……」

　母親の視線がそこでちゃんとルミナの姿を捉とらえた。その瞬間、まるで凍こおりついたように表情から色が消える。

「……おかあさん？」

　男の子が心配そうに声をかける。

　母親の表情は一転して、険しいものへと変わっていた。鋭するどい眼まな差ざしを持って、ルミナのことを睨にらみつけている。やがて重々しい口調で言った。

「……あなた、『災さい厄やくの魔ま女じよ』でしょう」

「──っ!?」

　ルミナの顔色が変わった。それはもう、露ろ骨こつなまでに。

　怯ひるんだように、一歩、後ずさる。

　繕つくろいきれないほど、彼女は狼ろう狽ばいしていた。

　その反応を見て、母親は確信を持ったのだろう。男の子を抱き寄せると、忌いま々いましいものを見るような目で、吐はき捨てた。

「……私もレンフェア王国の出身よ。でも、あなたがまだ生きていたなんて──あのときに死んだものと思っていたのに。逃にげ延のびていたのね」

　ロキには、母親が吐いた言葉の意味は分からない。ただ、それを聞いたルミナの青ざめようからして、ただごとでないことは察しがつく。

　──魔女。

　母親は確かにそう言った。

「……あなたは、生きていてはいけない子なのよ。存在していること、それ自体が世界に災わざわいをもたらすのだから」

　ロキはさすがに何か言おうと思った。事情は全く分からなかったが、このままルミナが言われているのを黙だまって見ているわけにはいかない。

　しかし、その前に、

「お、おねえちゃんは悪い人じゃないよ！　おねえちゃんは泣いてるぼくのためにいっぱい魔法を見せてくれたんだ！」

　男の子が、叫さけんだ。

「それに、約束してくれたんだ！　魔法を教えてくれるって！　ぼくが大きくなったら弟子にしてくれるんだって！」

「カイ！　あなたは騙だまされてるのよ！　それに魔法なんて危険なもの……絶対に関かかわってはいけないわ！」

　母親はそう諭すと、「兵士さん！　来て！」と叫んだ。

　周りにいた人たちがざわつきだす。

　混乱の渦うずの中で、ルミナは一人、俯うつむいている。弁解も、反論もせず、ただ顔色を蒼そう白はくにして立ち尽つくしている。

「ねえ、おねえちゃん……噓うそだよね？」

　男の子は今にも泣き出しそうなつぶらな瞳ひとみで、ルミナを見つめる。

「ぼくはわかってるから。おねえちゃんは悪い人なんかじゃないって。ほんとうは優しくてすごい魔法使いなんだって……」

　すがるような口調だった。そうであって欲しいと願うような。

　ルミナは力なく、男の子を見やる。その瞳に光はなかった。まるで抜ぬけ殻がらのように生気が抜け落ちている。やがて、ふっ、と自じ嘲ちようするように口元を醜みにくく歪ゆがめた。

「……そうよ」空気が抜けるみたいな音量で呟つぶやく。「あたしは魔女よ。あんたが思ってるような優しくてすごい魔法使いなんかじゃない」

「お、おねえちゃん？」

「気安く呼ぶんじゃないわよ！」

　ルミナは突とつ如じよとして怒ど鳴なった。何かを振り払はらうように、振り切るように。男の子をきつい眼差しで睨みつけながら、畳たたみ掛かけるように叫ぶ。

「あたしはね、あんたみたいにぴーぴー泣いてるような奴やつは大だい嫌きらいなの！　だから端はなから魔法を教えるつもりなんてなかったし、弟子にするつもりもなかった！　ただ、あんたを攫さらうための餌えさに使っただけ！」

「う、噓だよ！　約束してくれたじゃないか！　魔法を教えてくれるって！」

「そんなの、魔女のあたしが守るわけないでしょ！」

　そう叫ぶと、ふん、とどこか弱々しく鼻を鳴らした。

「……でも、あんた、命拾いしたわね。母親がいなければ、今ごろあたしの魔法の実験台にされて死んでたかもしれないのに。……これに懲こりたら、もう二度と魔法には関わろうとはしないことね。さもないとまた、痛い目を見ることになるわ」

　男の子は顔を哀かなしげに歪めると、力なくうなだれた。

「……酷ひどいよ。おねえちゃんの噓つき」

　ルミナは唇くちびるを嚙かみ締しめる。ぎりり、と何かを堪こらえるように。

　そのとき、遠くから兵士たちがやってきた。

　ルミナはローブを翻ひるがえし、踵きびすを返すと、その場から走り去っていく。

　ロキが「お、おい！」と呼び止めても、止まることはなかった。その後ろ姿は闇やみの中に紛まぎれ込んで見えなくなってしまう。

　ロキが呆ぼう然ぜんとしていると、男の子の母親が近づいてきた。

「……あなたは、勇者パーティの方なのですか？」

「え？　あ、はい」

「……彼女──魔女もそうなのですね」

　母親は瞳を伏ふせる。まぶたに濃こい影かげが落ちていた。

「……あの、ルミナが魔女っていうのは？」

「……彼女はレンフェア王国に伝わる、呪のろわれた血を持つ魔女の子なのです。燃えるような紅あかい髪かみを持って生まれてきた子の身体からだには、常人を遥はるかに凌りよう駕がする膨ぼう大だいな魔力が宿っている──両親の血統に関係なく、百年に一度の割合で生まれてくる子を、私たちは魔女の子と呼んで恐おそれていました。そして魔女の子が生まれたときはすぐに始末しなければならないと固く決めていました。しかし、彼女を生んだ両親は、彼女の存在を彼女が物心つくまでずっと隠かくし通していたのです。自分の娘むすめがかわいかったのでしょうね。結局、彼女の父親はそのせいで命を落とすことになりました。他でもない自分の娘に殺されて……」

「え……？」

　母親の言葉を正しく把は握あくするのに、しばらく時間がかかった。

　ルミナの父親は、ルミナに殺された？

「魔女の子は親に対する親愛の情など持ち合わせていません。彼女の根底にあるのは醜い破は壊かい衝しよう動どうだけです。彼女は父親を殺あやめたあと、兵士たちに捕つかまって処しよ刑けいされたものと思っていましたが……まさか逃げ延びて勇者パーティに入っていたなんて……」

　母親は鎮ちん痛つうな面おも持もちでそこまで語り終えると、ロキのことを見つめ、

「お気をつけください。彼女は魔女の名の通り、危険因子です。勇者パーティに入ったのもきっと、何かよからぬことを考えているからに違ちがいありません。……取り返しの付かないことになる前に、彼女を始末すべきです。この世界のためにも」

　ルミナが勇者パーティに入ったのは、何かよからぬこと──例えば、勇者たちを殺して人類を滅めつ亡ぼうさせようと企たくらんでいるからなのだろうか。

　彼女は百年に一度生まれる、世界に災厄をもたらす魔女だから。

　父親を殺めるほどの破壊衝動を秘ひめた、悪女だから。

　でも、ロキにはどうしてもそうだとは思えなかった。

　ルミナが男の子といっしょにいたときの優しげな微ほほ笑えみは、言葉は、その場で取り繕って浮うかべられるようなものじゃなかった。

　それに、見てしまったから。

　ルミナが男の子の前から走り去るとき、大おお粒つぶの涙なみだを流していたのを。

　聴きいてしまったから。

　嗚お咽えつの混じった声で何度も、ごめんなさい、と呟いていたのを。

　ルミナは深く後こう悔かいしていた。男の子を傷つけてしまったことを。彼の魔法使いになりたいという夢を壊こわしてしまったことを。

　でも、それでも、彼女は悪役に徹てつしないといけなかったんだ。

　魔女と忌いみ嫌われる自分と関わっても、男の子にとっては悪あく影えい響きようしかない──そのことを悟さとってしまったから。

　ロキは、ルミナが消えていった闇の向こうを見つめる。

　胸の奥がぎゅっと、苦しくなった。




　馬車の荷台に戻もどる頃ころには、すっかり夜になっていた。

　ロキは御ぎよ者しや台だいから幌ほろを開け、恐る恐る中へ踏ふみ込む。板張りが軋きしむ。

　暗くら闇やみに覆おおわれた荷台の隅すみに、ルミナが膝ひざを抱かかえて座っていた。

　つばの長い三角帽ぼうを目ま深ぶかにかぶり、黒色のローブに身を包んだ彼女は、立ち込める闇の中に溶とけ込んでいた。俯いたまま、黙り込んでいる。

「……さっきの男の子の母親に聞いたよ。魔女のこととか、全部」

「……そう」

　ルミナは顔を上げずに、ぽつりと言葉だけを落とす。

「……あの人、あたしのこと、なんて言ってた？」

「ルミナは災厄を呼ぶ魔女だって。自分の父親を殺して、勇者パーティに潜もぐり込んだのも悪事を働くためだって」

「……だったら、そうなんでしょうね」

　ふっ、と息が抜ける音がした。

　ルミナの口元は自嘲的に歪められている。

「僕にはそうは思えない」ロキは言った。「僕には、どうしてもルミナが魔女だとは思えないんだ」

「……あんたにいったい何が分かるっていうのよ！」

　ルミナはそう叫ぶと、荒すさみきった表情で、ロキを睨みつけた。

　その目元は赤く腫はれ上がっている。

　やっぱり、泣いていたんだ。

「あたしは魔女よ。あの女が言っていた通りね。実の父親を殺して、この世の中に災厄をもたらそうとする、極ごく悪あく非ひ道どうの魔法使い。この勇者パーティに入ったのだって、皆みなの邪じや魔まをしてやろうと思ったからよ。あたしはね、根っからの悪人なの！」

「違う」

　ロキは言った。「ルミナは悪人なんかじゃない」

「どうしてそう言い切れるのよ！」

「本当に悪人なら、男の子のことを思いやったりはしない。傷つけてしまったかもしれないって罪悪感で、泣いたりもしないはずだ」

「……っ！」

　ルミナは狼狽うろたえたように表情を引きつらせる。強がりの仮面に一筋の罅ひびが入り、そこから怯おびえと気弱さが覗のぞいた。

「それに、勇者たちの邪魔をするためにパーティに入ったっていうけど、それなら勇者とサラが最初に古城を訪おとずれた時点で仕し掛かければよかったはずだ。それをわざわざ死の危険と隣となり合わせの旅にまで同行するのは、明らかにおかしい。何かもっと他に切実な理由がないと旅についていこうとは思わないはずだ」

　ルミナの仮面にまた、罅が入る。ぴしりと広がっていく。

「君ほどの実力があれば、世界が魔王軍に支配されても自分の身は守れる。崖がけ上の古城で生活する分には何の問題もないはずだ。それでも、危険を冒おかしてでも勇者パーティに参加しようと思った理由。それは──」

　ロキはルミナをまっすぐに見み据すえると、告げた。

「国の人たちの誤解を解いて、仲直りがしたかったから。本当の自分は魔女なんかじゃないって認めて欲しかったから。……そうじゃないのか？」

　その瞬しゆん間かん、仮面は完全に瓦が解かいした。

　ルミナは最初、俯き、黙りこくっていた。けれど、これ以上ごまかすことはできないと思ったのかもしれない。

「……そうよ」

　やがて、観念したようにそう呟いた。

「……あたしは、お父さんもお母さんも殺すつもりなんてなかった。二人は魔女の子のあたしをずっと可愛かわいがってくれた……愛してくれたんだもの……」

「じゃあ、どうして」

「分かんない。自分でも、分かんないの……」

　ルミナは頭を抱えながら、懊おう悩のうするように呟く。

「あたしの存在が国にバレて、家に兵士たちがやってきたとき、あたしは捕まって連れていかれそうになったの。お父さんはそれを止めようとして、刺さされて……その瞬間頭の中が真っ白に染まって、気づいたら辺り一面が焼け野原になってた。十人近くいた兵士たちは皆みな倒たおれてて、今までずっと住んできた家も庭も、全部なくなってた。たぶん、魔力が暴走したんだと思う……」

　父親が刺された激情で、我を忘れたのだろう。

　ルミナの小さな身には余るほどの魔力が全すべて、解放されてしまった。

「お母さんはお父さんの亡なき骸がらの前で、ずっと泣いてた。それで、あたしに気づくと睨にらみつけながら言ったの。あんたさえいなければ、って。あんたさえいなければ、お父さんは死なずに済んだのにって。……忌いま々いましい魔女の子だって、そう言われたわ」

　暗い過去を思い出した苦しみのせいか、声はか細く震ふるえていた。

「あたしは恐ろしくなって逃にげ出して、追っ手を必死に振ふり切って、誰だれもいない崖の上の古城に住み始めたの。そのときにはもう、人と関かかわるのが怖こわくなってた。誰も信用できなかったし、あたしに関わった人たちは皆、不幸になるって分かったから。これからは誰にも頼たよらずに、自分一人の力で生きていこうって決めたの。けど、無理だった。寂さびしかったの。崖の上にある古城にずっと一人きりで住み続けて……楽しいことがあっても、嬉うれしいことがあっても、悲しいことがあっても誰にも話すことができないのが、どうしようもなく寂しかった。

　本当は誰かに話を聴いて欲しかった。笑って欲しかった。呆あきれて欲しかった。一いつ緒しよに泣いて欲しかった。でも……城にはあたししかいなくて。ずっとずっと一人ぼっちで、この先も孤こ独どくなんだって思うとおかしくなりそうで……それで……」

　皆と、仲直りしたいと思った。誤解を解きたいと思った。

「勇者パーティに入って、一軍で活かつ躍やくして魔王を倒たおせば、英えい雄ゆうになれる。そうすれば皆があたしのことを見直してくれるかもって思ったの。ルミナは世界に災さい厄やくをもたらす魔女なんかじゃなくて、魔法を正しく使うことができる英雄なんだって。……バカよね。いくら強がってみても、悪態をついてみても、結局あたしは寂しかったの。誰かといっしょにいたかったの。側そばにいて欲しかったの」

「……皆、同じだよ。一人で生きていける人なんていない」

　ルミナは父親を殺してなんていなかった。悲しい事故だった。けれどルミナは母親に、国中の人間たちに憎にくまれて、ずっと一人ぼっちで生きてきた。

　それはどれほどまでに、寂しいことだっただろう。

「なあ、ルミナ。頼たのみがあるんだ」

「……なに？」

「僕を、君の弟子でしにしてくれないか」

「……は？」

　ルミナは目を丸くすると、慌あわてふためいた。

「な、何言ってるのよ、急にっ」

「魔法は誰でも使えるようになるんだろ？　僕は強くなりたいんだ。だからそのために魔法を覚えたい」

　それは素す直なおな気持ちだった。

　ほんの少しでも魔法を使えるようになれば、戦略に多様性が出てくる。器用貧びん乏ぼうになろうが構わないから、とにかく手数を増やしたかった。

　けれど、何より、

「僕は君のことをもっと知りたい。色々な話を聴きたい。楽しい話では一緒に笑い合いたいと思ってるし、嬉しい話では一緒に喜び合いたい。悲しい話を聴くことで、君の悲しみを少しでも和やわらげてあげたい。心からそう思ってる」

　恋れん愛あい的な意味ではなく、ロキは人として、ルミナに好意を持っていた。だからこそ彼女の下で魔法を学びたかった。寂さびしいのなら、側にいてあげたかった。それが、彼女に弟子入りしようと思ったもう一つの理由だった。

「だから、僕をルミナの弟子にして欲しい」

　ルミナの瞳ひとみの奥が、揺ゆらいだ。何かがこみ上げそうになっていた。けれど彼女はそれを隠かくすように三角帽を深くかぶり、俯うつむいた。華きや奢しやな肩かたが頼りなく震えている。

　やがて、彼女は顔を上げた。赤く腫れたその目は哀かなしげだった。

　力なく、首を横に振る。

「……それはできないわ」

「どうして」ロキは言った。「僕に才能がないから？」

「……そうじゃないわ。怖いの」

「怖い？」

　ルミナはこくりと頷うなずくと、口元に寂さみしげな笑えみを浮うかべる。

「……あんたを弟子にしたら、きっと、好きになっちゃうと思うから。あたしにとってすごく大切な人になっちゃうと思うから。……失うのが怖いの。あんたがあたしと関わったせいで危険な目に遭あったり、傷ついたりして、愛あい想そを尽つかされて嫌きらわれたり、死んでしまうようなことになったら、あたしはもう二度と立ち直れないと思うから。だから、他の誰でもないあんただからこそ、弟子にはできない」

「ルミナ……」

　彼女は過か剰じようなまでに怯えていた。

　嫌われてしまうことを。失ってしまうことを。

　かつて、徹てつ底てい的に心を傷つけられたから。

　まだ年とし端はもいかない少女に、国中の人間が嫌けん悪おを、殺意を向けてくる。

　自分を愛してくれていたはずの母親にさえ、憎まれて。あんたさえ生まれてこなければと存在を否定されてしまって。

　ロキはルミナにかける言葉が見つからなかった。

　僕は君を嫌ったりしないし、裏切ったりもしない。

　何があってもずっと、側にいる。

　そう言ったところできっと、今の彼女には届かない。響ひびかない。この場で紡つむいだ幾いくばくかの言葉で癒いやせるほど、彼女の抱かかえる傷は浅くない。時間をかけてゆっくりと、解きほぐしていくしかない。

　けれど、その機会は永遠に失われてしまった。

　ルミナは、クビを宣告されてしまったからだ。











五章　ロキの戦い






　それは突とつ然ぜんのことだった。一いつ切さいの前まえ触ぶれがなかった。いや、もしかするとあったのかもしれなかったが、ロキには知る由よしもなかった。

　話がある、と勇者がいってパーティメンバーは全員宿屋の一階へ集められた。それは前例のないことだったので、ロキは何やら不ふ穏おんな空気を感じていた。勇者がこうした場を設けて話をしようとしたことなど一度もなかったからだ。

　勇者は宿の一階にあるロビー、そこに集つどった面々を睥へい睨げいする。ロキも含ふくめたメンバーはテーブルの周りにある椅い子すに座っていた。他の面々もロキと同じ気持ちなのか、怪け訝げんさと不安が入り混じったような表情をしている。

　皆みなが揃そろったのを確かく認にんしてから、勇者は唐とう突とつに言った。

「今日限りで、ルミナをクビにする」

　場が一いつ瞬しゆんにして静まり返る。

　パーティメンバーたちの息を吞のむ気配が伝わってきた。

　ロキは勇者がいったい何を言っているのか理解できなかった。状じよう況きようを飲み込むのに数秒の時間を要した。

　誰もが言葉を失い、困こん惑わくしていた。それほどまでに唐突だった。

「どうしてですか……？」

　最初に口火を切ったのはサラだった。たどたどしい口調で尋たずねる。

「勇者様。冗じよう談だんですよね……？」

「な、なーんだ、そーだったんだ」

　アビゲイルがほっとしたように表情を緩ゆるめる。ぎこちない笑みを作ることで冗談だという雰ふん囲い気きにしたい。そういう意図を感じる。

「勇者っちって、真顔でそーいう冗談言う人だったんだ。もー。わざわざ皆を集めて言うなんて人が悪いっていうか？　あたし、ちょっと焦あせっちゃった」

　空々しく乾かわいた笑い声が、静まり返った宿のロビーに響く。しかし、メンバーは誰一人反応することもなく、重々しい表情を貼はり付けていた。

「言ったはずだぜ。俺は噓うそが嫌いだってな」

　勇者は冷れい淡たんに切り捨てる。

「ルミナは今日限りで馬車から下ろす。除隊だ」

　噓でも、冗談でもない。

　勇者は本気でルミナをクビにするつもりだった。

　二軍落ちでもなく、パーティから排はい除じよするつもりだった。

「そ、そんなの、納なつ得とくできません！」

　サラが叫さけんだ。

「いくらなんでも、横暴すぎます！」

「そーだってば！　マジ、ありえないっしょ！」

　アビゲイルも声を荒あらげている。

　ルミナは椅子に座ったまま、呆ぼう然ぜんとしていた。心を落としたような、漂ひよう白はくされたような表情を浮かべている。

「ありえない……ねぇ。なら、理由があればてめえらは納得するのか？」

　勇者は表情に邪じや悪あくな影かげを過よぎらせた。嫌いやな予感がした。

　勇者はねっとりと、忍しのび寄る影のような不気味さをもってして、放心状態で椅子に座っているルミナを見やった。

「……よお。ルミナ。てめえ、魔ま女じよなんだってなあ」

「──っ」

　ルミナの華奢な身体からだが、怯おびえを示すようにびくりと震えた。

　彼女の全身が硬く強こわ張ばり、汗あせが噴ふき出す。ぎり、と唇くちびるを嚙かみ締しめながら、膝ひざの上に置いた手に視線を落とした。

「魔女……？　魔女とは何ですか？」

　サラが怪訝そうに尋ねる。

「知らなかったのか？　だったら、教えてやるよ」

　勇者は本当に、心底愉たのしそうに、口こう端たんを吊つり上げる。

「止めろ！」

　ロキは叫んだ。しかし、そんな口先だけの制止で止まるはずがないことぐらい、この場にいる誰もが分かっていた。

「こいつはな、百年に一度生まれる、災さい厄やくをもたらす魔女なんだと。何でも自分の父親を手にかけたらしいぜ。くくっ。中々面おも白しろいじゃねえか」

　恐おそらく、ルミナの素す性じようを勇者に吹ふき込んだのは先ほどの母親だろう。

　彼女ならそれくらいのことはやりかねない。失念していた。

　もっと早く気づいていれば、手の打ちようはあったのに。

「ルミナっちが……魔女？」

　アビゲイルの声こわ色いろは震ふるえを帯びていた。

「自分のお父さんを……殺したの？」

「そうだ。勇者パーティに入ったのも、俺を殺すためらしいぜ。勇者を殺すことで人類を滅ほろぼそうとしているんだと。……もしかすると闇やみ討うちも、てめえらを本気で殺そうとしてのことだったのかもな」

　勇者はありもしないルミナの悪意を皆に植え付け、印象操作しようとする。

　ルミナの顔色は蒼そう白はくになり、華奢な身体を更さらに縮こまらせていた。皆からの負の感情を突つきつけられることを恐れてか、三角帽ぼうを深くかぶり、俯いている。彼女の脳のう裏りにはかつて迫はく害がいされたときの記き憶おくが蘇よみがえっているのかもしれない。

　また同じことが繰くり返される──

　違ちがう、それは冤えん罪ざいだ！　ルミナはそんなこと考えてない！

　ロキがそう弁解の言葉を口にしようとしたときだ。

「──勇者っちのバカっ！」

　アビゲイルが重く淀よどんだ空気を払はらうように、大声で叫んだ。

　ルミナははっとしたように顔を上げる。

「あたしたち、ずっといっしょに戦ってきた仲間じゃん！　ルミナっちがそんなヒドいことする子じゃないって、分かってるっしょ!?」

「そうですよ！」

　サラがそれに追つい随ずいする。

「ルミナさんが魔女だとして、だから何だというんですか！　旅を続ける中で、彼女の人となりを少しは理解できたつもりです。ルミナさんは人類を滅ぼそうなんて、そんな思想を抱いだくような人ではありません。魔王を倒たおして世界に平和をもたらそうとする、私たちと何ら変わりない志を持った仲間です！」

　ファナも言葉こそ発さないものの、こくりと頷いた。

「みんな……」

　ロキは思わずそう呟つぶやいていた。普ふ段だんはいがみ合うことがあっても、皆、ルミナのことを守ろうとしてくれている。理解しようとしてくれている。

　勇者は膝の上に頰ほお杖づえをついたまま、ふん、と鼻を鳴らす。

「ぎゃあぎゃあとうるせえ奴やつらだ。……言っておくが、俺はルミナが人類を滅ぼそうとしている魔女だろうと、そうでなかろうと、どっちだっていいんだ。ルミナに俺を殺すことは絶対にできないんだからな」

　だいたい、と続ける。

「俺は、そいつがどれだけ人を殺していようが、女を犯おかしていようが、使うに値あたいするだけの実力さえあればそいつを使う。だが、ルミナにはそれがない。二軍に落としてからしばらく経たつってのに、何も変わっちゃいねえ。使えない上に悪名持ちとくれば、そいつはもうパーティから外すしかねえだろうが」

「ルミナっちのことを使えないっていうけど、勇者っちがルミナっちを二軍に落としたのは気まぐれっしょ!?　そんなの理り不ふ尽じんすぎじゃん！」

　アビゲイルがそう抗こう議ぎしたところで、

「ああ？」勇者がアビゲイルを、射殺すような眼光で見み据すえた。「てめえ、俺がルミナをただの気まぐれで落としたと思ってるのか？」

「ぁ、ぅ……」

　アビゲイルは一瞬で威い圧あつされ、その場に崩くずれ落ちる。脚あしががくがくと震え、顔色はひどく青ざめていた。

「何も分からない雑ざ魚こが、知ったような口利きくんじゃねえよ」

　勇者は、ちっ、と舌打ちをすると、

「とにかく、これは決定事じ項こうだ。明日からは五人体制でいく。話は終わりだ。分かったらとっとと解散しろ」

「待てよ！」

　ロキは勇者の前に回り込むと、正面から対たい峙じした。

「……力ずくでも止めてやる、とでもいうつもりか？」

　勇者は目に獰どう猛もうな光を宿らせると、椅子から立ち上がり、鞘さやに手をかける。

「舐なめるんじゃねえぞ、クソガキ。てめえを殺すのに一秒もいらねえ。向かってきた瞬しゆん間かんに首を飛ばしてやるよ」

　その場に、一いつ触しよく即そく発はつの張り詰つめた空気が流れる。

　ロキは剣けんを抜ぬくことなく、床ゆかに膝をついた。そのまま額をこすりつける。

　周りのメンバーの息を吞む声が聞こえた。

「……いったい、何の真ま似ねだ？」

「……お願いだ。もう一度、考え直してくれないか」

　ロキは床に額をつけたまま、懇こん願がんする。

「……ルミナは少しずつ連れん携けいが取れるようになってきてるんだ。今の彼女を手放すのはきっとパーティにとっても大きな損失になる。ルミナは魔王討とう伐ばつを成し遂とげようと思ったら必ず必要になる戦力のはずなんだ」

　躊躇ためらいはなかった。羞しゆう恥ちだってなかった。大だい嫌きらいな奴に土下座をしても、ルミナのクビを撤てつ回かいさせなければならなかった。

「……ルミナは凄すごい魔法使いなんだ。ちょっと気難しいところもあるし、素直じゃないところもあるけど、本当はすごく寂さびしがり屋で、人の心を思いやることができる、優やさしくて才能のある魔法使いなんだ。だから──」

　このまま終わらせていいはずがない。

　このまま終わったら、彼女はずっと汚お名めいを着せられたままだ。謂いわれのない罪を抱かかえたまま生きていかなければならない。どこにいても、世界中の人々に迫害されるのではないかという恐きよう怖ふを抱えながら生きていかなくてはならない。

　誰だれとも関かかわることができず、一人きりで。寂しさに打ちひしがれながら。死ぬまで孤こ独どくで過ごさなければならない。

　その未来を変えることができるのは、魔王を討とう伐ばつすることだけだ。魔王を倒して英えい雄ゆうになることでしか、彼女は汚名を晴はらすことができない。

「……なるほど。てめえは随ずい分ぶん、ルミナを買ってるらしいな」

　勇者はロキの言葉を受けて、薄うすく口元を歪ゆがめた。椅い子すに座り、呆然としたような表情を浮うかべるルミナを見やる。彼女の顔立ちからは生気が抜けていた。今にもばらばらに崩れ落ちてしまいそうな危あやうさを孕はらんでいた。それを最後の一線で食い止めているのは、彼女の瞳ひとみが自分のために土下座をするロキを捉とらえているからだ。

　勇者はその光景を見て、瞳に厭いやな光を宿らせた。

「……そこまで言うなら仕方ねえ。いいだろう」

「え？」ロキは顔を上げる。「いいっていうのは……」

「ルミナのクビを考え直してやる」

「ほ、本当か!?」

「ああ。ただし、条件がある。……このユバーラの町、そこから南に向かったところに洞どう窟くつがあるのは知ってるな？」

「……確か、昔この辺りに跋ばつ扈こしていた大盗とう賊ぞくが、自分の手に入れた財宝を隠かくすために作ったダンジョンだったっけ」

「そうだ。かつて大盗賊ローゼはダンジョンに宝石を隠した。ブルーマリン──割ればそこから無限に水が湧わいてくるとされる秘宝だ。今までブルーマリンを手に入れるために腕うで利ききの冒ぼう険けん者しやたちが数あま多た挑いどんだが、一人として財宝を獲とった奴はいねえ。全員がダンジョンに生息する魔物と、仕し掛かけられた罠わなの餌え食じきになった」

　話自体は、町で情報収集をしていたから知っていた。

　大盗賊ローゼは病やまいに冒おかされて自らの死を悟さとってから、自身の手に入れたブルーマリンを安置するために巨きよ額がくの富を投じてダンジョンを作った、と。

　そしてそれを手に入れるために数多の冒険者たちがダンジョンへ入ったが、それら全員が帰らぬ人となった。

　だから冗じよう談だん半分でもダンジョンに足を踏ふみ入れてはいけない、と。

「……でもそれが、ルミナのクビと何の関係があるんだ？」

「なあに、簡単なことだ」

　勇者はにやりと口元を歪めた。

「てめえがパーティメンバーの助けを借りずにダンジョンに行って、その宝石とやらを獲ってきたら、ルミナのクビを取り下げてやるよ」

「……っ！」

　突きつけられた条件の重さに、厳しさに、ロキは思わず息を吞のんだ。

　腕利きの冒険者たちが数多挑んでも成しえなかった事項。それをまだ駆かけ出しの自分が達成することができるのだろうか。

　パーティメンバーの力を借りず、たった一人で。

　そんなの──

「む、無茶です！」

　そう言ったのはサラだった。

「パーティ全員で赴おもむくならまだしも、ロキさん一人でそのような場所に足を踏み入れるなんて危険すぎます！」

「そ、そーだってば！」

　床に崩れ落ちていたアビゲイルも、何とか声を振ふり絞しぼった。

「あたしがいないと回復もできないし、めちゃヤバすぎるっていうか……ケガどころか下手すりゃ死んじゃうかもしんないじゃん！」

「……同意。無む駄だ死じにするだけ」

　ファナも真しん剣けんな面おも持もちで、静かに呟いた。

「だからこそ言ってんだよ」

　勇者は一人、愉しげな貌かおをして言った。

「俺は前にも言ったはずだぜ。何かを得ようとするなら、何かを失う覚かく悟ごをしなけりゃならねえってな。世の中、そんなに甘くねえ。ルミナのクビを回かい避ひしたけりゃ、自分の命ぐらいは懸かけてもらわねえとな」

　そして爬は虫ちゆう類るいのような目で、ロキの顔を覗のぞき込んでくる。

「俺としては、どっちだっていいんだぜ。てめえが進もうが、止まろうが。決めるのはいつだって自分だ。他人の選せん択たくに意味なんてねえ。そうだろう？」

　噓うそをつけ、とロキは思う。

　こいつはきっと、確信しているんだ。

　僕にはダンジョンを攻こう略りやくすることはできないって。ブルーマリンを持って帰ってくることはできないんだって。確実に途と中ちゆうで力ちから尽つきるんだって。

　分かっていて、それでもあえて問いかけているんだ。

　僕の心を、そしてルミナの心をへし折るために。

　こいつは見たがってるんだ。

　僕が自分の無力さを嫌いやというほど嚙かみ締しめ、命が惜おしくてルミナを救うための選せん択たく肢しを自ら手放すところを。それを見たルミナが絶望するところを。僕の心が折れて、慟どう哭こくするところを。見世物を見るような感覚で愉たのしもうとしているんだ。

　ふざけやがって。

　煮にえたぎるような怒いかりがこみ上げてくる。奥歯を強く嚙み締める。

　このまま黙だまって引き下がるわけにはいかない。

　ルミナのためにも、自分のプライドのためにも、必ず──必ず、ダンジョンを攻略してブルーマリンを持ち帰ってみせる。

　ロキが拳こぶしを固く握にぎり締め、勇者を鋭するどい眼光で睨にらみつけながら、望むところだ、と今にも啖たん呵かを切ろうとした瞬間だった。

「その必要はないわ」

　今まで静観していたルミナがふいに言った。椅子から静かに立ち上がると、どこか吹ふっ切きれたような表情で、

「……あたしがパーティを辞める。それでいいんでしょ」と言った。

「ルミナ!?　お前、なに言ってるんだよ！」

「いいの」

　ルミナは淡たん々たんとした口調で言った。

「元々、パーティで戦うのが向いてないのは分かってた。どいつもこいつも天才のあたしの足を引っ張るばかりで、てんで役に立たないんだもの。一人で戦うほうがよほど自由にできていいわ。勇者のアホにもうんざりしてたしね。こうしてわざわざ向こうからクビを言い渡わたしてくれて、むしろ清せい々せいしてるぐらいよ」

　一度息をついてから、勇者のほうを見やる。

「約束どおり、明日にはここから出て行ってあげる。そうすればもう無関係。あたし抜きで魔ま王おうでも何でも勝手に倒たおしにいけばいいわ。でも、今日は寝ね床どこもお金もないから部屋に泊とめさせてもらうわよ。最後なんだし、いいでしょ？」

「……ふん。好きにすりゃあいい」

　勇者はどこか興ざめしたように呟つぶやいた。「……とっとと失うせろ」

　ルミナはそれを受けて、無表情でくるりと踵きびすを返す。勇者に背を向けると、二階へ続く階段へと向かっていく。ロキたちの前までやってきたとき、

「ま、そういうことだから」と言って、立ち止まった。薄うす笑えみを浮かべている。

「あとは精せい々ぜい、あんたたちだけで頑がん張ばりなさいよ。あのアホ勇者には散々苦しめられることになるでしょうけど」

「ルミナさん……」「ルミナっち……」

　サラとアビゲイルは何か言いたそうにしている。

「……それでいいのかよ」

　ロキは思わず言っていた。

「……ルミナは本当に、それでいいのかよ」

「いいも何も、もう決まったことよ。議論する余地なんてないわ」

　ルミナはさらりと流すと、歩き出す。階段の一段目に足を掛かけたところで、やや躊躇してから振り返る。その瞳はまっすぐ、ロキを見つめていた。

「……でも、その、なんていうか、ありがとね……」

「え？」

「……弟子でしにして欲しいって言われて、あたし、嬉うれしかった。あたしのことを知りたいって言ってくれて、嬉しかった。そんなの、言われたことなかったから。言ってくれる人なんて誰もいなかったから」

　ルミナは照れ隠しに帽ぼう子しを深く被かぶろうとして、もうこれが自分の想おもいを伝えられる最後の機会だと思い直したのか、ふっ、と薄く微ほほ笑えみを浮かべた。

「……少しの間だったけど、あんたたちと──あんたと旅ができてよかった。話ができてよかった。それじゃあね。……元気で」

　言葉を紡つむぎ終えると、もうあとは振り返らず、階段を上がっていく。

「おい！　ルミナ！」

　ロキは後を追いかけようとして、サラに肩かたを摑つかまれた。咄とつ嗟さに振り返ると、サラは鎮ちん痛つうな面持ちをして、静かに首を横に振った。

「……っ！」

　ロキは歯は嚙がみして、両拳を固く握り締める。

　サラに言われなくても、分かっていた。

　──ルミナは、あいつは僕を庇かばってくれたんだ。僕を死なせないために、自分がパーティを辞めることを選んだ。

　魔女の汚お名めいを返上するチャンスを捨てて、これから先の人生を誰だれとも関かかわらず一人孤こ独どくに生きていくことを受け入れて。

　それでも僕の命を、プライドを守ろうとしてくれた。

　馬ば鹿か野や郎ろう、と心の中で吐はき捨てる。

　いつもはわがまま放題してるのに、言いたいことだって遠えん慮りよなく口にするのに、肝かん心じんなときには人のことを思いやって、自分の気持ちを押し殺して、人知れず泣いて。

　どうして、素す直なおに言ってくれないんだ。

　辞めたくないって。パーティを辞めたくないって。

　僕は納なつ得とくできない。

　まだ話だって満足にしていない。

　君の知らないところは、たくさんある。

　だから、

　このままお別れなんて──




　ルミナはその夜、夢を見た。もう何度も繰くり返し見た夢だ。

　背後から、たくさんの人たちが追いかけてくる。

　兵士、国の人たち、そして両親。

　皆みなが皆、魔女の子を殺そうと、襲おそい掛かってくる。

　──お前はこの世に災さい厄やくをもたらす存在。だから生きてちゃいけないんだ。

　──お前さえ生まれてこなければ、私たちが不幸になることもなかった。お前のせいで私たちはこんなにも苦しんでいる。

　怨えん嗟さの声が、ルミナを吞み込まんばかりに迫せまってくる。

　ごめんなさい。ごめんなさい。

　ルミナは胸中で何度も呟きながら、走って逃にげる。

　しかし、夢の中でいつも、ルミナは逃げ切れずに捕つかまってしまう。兵士たちに石いし畳だたみの上に組み伏ふせられながら、必死に泣き叫さけぶ。

　嫌だ。死にたくない。

　あたしは魔女の子なんかじゃない。何も悪いことなんてしない。

　国を滅ほろぼすことも、世界に災厄をもたらすこともない。

　あたしはただ、普ふ通つうに生きたいだけなのに。

　皆といっしょに笑って過ごしたいだけなのに。

　どうして誰も、受け入れてくれないの。

　どうして誰も、認めてくれないの。

　どうして誰も、本当のあたしを見ようとしてくれないの。

　ねえ、お願いだから、話を聴きいて──

　けれどその願いは届かず、冷たく鋭い槍やりの穂ほ先さきは胸を無む慈じ悲ひに貫つらぬく。

　ルミナはいつも、その瞬しゆん間かんに飛び起きる。心臓は破は裂れつしそうなほど高鳴り、全身が汗あせでびっしょりになっている。

　そして、気がつけば泣いている。瞳ひとみから涙なみだが溢あふれている。

　まただ、と窓から差し込む朝あさ陽ひをぼんやりと眺ながめながら、ルミナは思う。

　またあの夢。もう数年が経たとうというのに、夜になる度たびうなされる。

　きっと死ぬまで、うなされ続けるのだろう。怯おびえ続けるのだろう。

　絡からみつく過去の呪のろいは、どれだけ遠くに来ても逃がしてはくれない。どれだけの年月が経っても錆さびてはくれない。今もなお色いろ濃こく、ルミナを苦しめ続ける。

　ルミナはようやく落ち着きを取り戻もどすと、ベッドから起き上がる。

　日が昇のぼる前に、ここを出よう。それで皆とはお別れだ。

　あいつともこれで、二度と会うことはない。

　自分で選んだことだと分かっていても、寂せき寥りよう感がこみ上げてくる。

　けれど、これでいい。これでよかったんだ。

　あたしさえパーティからいなくなれば、あいつは──

　そのとき、ドンドンドン、と部屋の扉とびらがノックされた。強く、荒あらい。何か急ぎの用というか焦あせっている感じだ。遅おくれて声が聴こえてくる。

「ルミナさん！　ルミナさんっ！」

　サラの声だということはすぐに分かった。しかしどうしたというのだろう。声に切せつ迫ぱくした様子がある。

「なに？」

　ルミナは扉を開けると、あえて無愛想な声を作って尋たずねた。

「あたし、もう、ここを発たとうと思ってたんだけど」

「ロキさんは来ていませんか!?」

「え？」

　ルミナは思いがけない言葉に、ぽかんとする。

「き、来てるわけないでしょ。そんなの」

　来ていたとしたら、問題だ。

「そうですか……」

「いったい、あいつがどうしたっていうのよ」

「いなくなってしまったんです！」

「え……？」

「荷台からロキさんの剣けんがなくなっていました。もしかしたら──」

　ロキがいなくなった？

　剣を持って、どこかに行ってしまった？

　まさか──あいつ。

　そのあとのサラの声は、ルミナの耳には届かなかった。




　岩いわ陰かげから顔を出し、ロキは周囲の様子を窺うかがう。魔ま物ものの気配は感じられない。一度大きく息を吸うと、意を決して岩陰から飛び出し、忍しのび足で移動する。少し離はなれたところにある岩陰までたどり着いたところで、深く息を吐いた。張り詰つめた緊きん張ちようが抜ぬける。心臓が胸の内側を食い破って出てきそうなほど高鳴っていた。

　洞どう窟くつの──ダンジョンの中だった。巨きよ大だいな生物の体内のようなそこは、どこまでも延々とうねりながら伸のびている。壁かべや地面に埋うまった鉱石が光を放つおかげで、持参したランタンは使わずに済んでいた。

　ロキは今朝方、誰にも言わずに荷台を抜け出すと、一人でここへやってきた。剣と必要最小限の装備だけを詰めたリュックを携たずさえて。

　言わずもがな、宝石を手に入れるためだった。

　宝石を手に入れて、勇者にルミナのクビを撤てつ回かいさせる。

　ロキはその一心で死地へと赴おもむいた。

　正直に言うと、怖こわかった。今すぐ逃げ帰ってしまいたかった。

　洞窟内には濃のう厚こうな死の気配が漂ただよっていて、今の場所──恐おそらく中腹ほどだろうか──にたどり着くまで、冒ぼう険けん者しやたちの亡なき骸がらをいくつも目まの当たりにしてきた。

　それらは白骨化し、ほとんどが見るも無残なほどに傷ついていた。

　頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつしていたり、骨が粉々になっていたり。

　頭蓋の虚うつろな眼がん窩かを通り抜ける風の音は、彼らの怨嗟の声に聴こえた。

　冒険者たちの亡骸を見る度、次は自分がこうなるのでは、と思う。彼らと比べて自分に何か優すぐれている部分があるとは思えない。むしろ劣おとっているだろう。

　こんな簡素な装備で、実力もなくて。

　人は皆、ロキのことを馬鹿だと笑うだろう。

　ただの無む駄だ死じにじゃないかと。死に急いでいるだけじゃないかと。

　でも、そうだとしても、逃げるわけにはいかなかった。

　──ルミナは魔女なんかじゃない。素直じゃないし、口は悪いけど、本当は優やさしい魔法使いなんだってことを、魔王を討とう伐ばつして世界中に証明してやるんだ。

　ロキは神経を張り巡めぐらせながら、慎しん重ちように洞窟を進んでいく。

　ダンジョンでは、一瞬の油断が命取りになる。

　冷たく乾かわいた地面には、無数の屍しかばねが転がっている。それらは冒険者の恐きよう怖ふを煽あおり立てるものであると共に、重要な道しるべでもあった。

　頭蓋骨に矢や尻じりが刺ささっていれば、周囲に罠わながあるということだ。衣服が裂さかれているということであれば、近くに魔物がいるということだ。冒険者の亡骸は、次にここを訪おとずれた冒険者たちへの警句となってくれる。

　洞窟内を進んでいると、突とつ如じよ、羽音がした。

　見ると、巨大なコウモリの魔物が牙きばを剝むいて襲い掛かかってきていた。

　そのときロキの脳のう裏りを過よぎったのは、かつてのデビルスネークとの戦いだ。あのときは恐怖で足が竦すくんで全く動くことができなかった。

　でも、今は違ちがう。

　手のひらを見やる。散々潰つぶしてきた豆は固くなり、皮が厚くなっている。

　こうまでなるのに、何千回、何万回と剣を振ふり続けてきた。強くなりたい、そんな愚ぐ直ちよくな思いを胸に抱いだきながら痛みに耐たえ抜いてきた。

　今まで流してきた数多の血を、汗を、思う。

　恐怖がすうっ、と引いていく。ロキは腰こしに差した剣、その柄つかに手をかけると、水が流れるような流りゆう麗れいな動作で剣を抜き放った。

　宙に剣筋が走る。

　巨大なコウモリの魔物は悲鳴を上げながら地面へ落下すると、やがて動かなくなった。完全に絶命したのを見届けてから、剣を鞘さやに収める。

「……ふう。何とかなったか」

　安あん堵どの息を吐はくと、身体からだの内側から達成感がこみ上げてくる。

　自分一人の力で魔物を倒たおしたのは、初めての経験だった。

　今まで積み重ねてきた時間は、痛みは、無む駄だじゃなかった。それらはちゃんと自身の血肉となって存在している。

　手がボロボロになるほど剣を振ったことも。

　多くの人たちと接して手に入れた情報も。

　全すべてが今の自分の糧かてになっている。確かにそう思えた。

　ロキはなおも慎重にダンジョンを進んでいく。

　事前の聞き込みで得た情報もあり、罠に掛かることも、魔物との無用な戦せん闘とうをすることもほとんどなかった。

　ダンジョンも下層へ差し掛かると、より瘴しよう気きが濃こくなる。

　薄うす暗くら闇やみの中を歩いていると、突とつ然ぜん、周囲に気配が立ち込めた。すると、闇の中から這はい出してくるように影かげの剣けん士し──シャドーナイトの群れが現れた。

　ロキはシャドーナイトたちに、四方八方から囲まれる。

　敵の数は五体。

　対するこちらは、たったの一人。

　明らかな劣れつ勢せいに立たされてなお、ロキは怯ひるまない。剣を正中線の前で構え、魔物の群れを迎むかえ撃うつ態勢を取った。

　ロキはすでに、敵の情報を知っている。

　──シャドーナイトは魔法を使ってくるわけでもなければ、飛び道具を使ってくるようなこともない。魔物だけど、実態はただの剣士だ。

　だったら、臆おくする必要なんてない。

　ロキは勇ゆう敢かんに前へ踏ふみ込むと、シャドーナイトの一体に斬きりかかった。迷いのない剣筋は胴どう体たいを二つに寸断する。

　──僕は毎日サラと……超ちよう一いち流りゆうの剣士との打ち合いをしてきたんだ。そんじょそこらの剣士に後おくれを取るなんてことはない。

　それに──荷台からパーティの戦闘を数え切れないほど見てきた。魔物に対する勇者の立ち回り方を観察して、シミュレーションしてきた。奴やつのことは嫌きらいだけど、反へ吐どが出るほど大嫌いだけど、その実力は紛まぎれもなく本物だから。かつて憧あこがれを抱くほどのものだったことは事実だから。

　ロキは脳内で何度も反はん芻すうした勇者の動きを、再現していく。

　大だい胆たん不ふ敵てきで、かつ、隙すきのない剣筋。もちろん、本家には遠く及およばない。他の誰だれでもない自分だからこそよく分かる。今は単なる模も倣ほうでもいい。劣れつ化か版でもいい。いつかそれ以上になればいいだけの話だ。今はただ、この状じよう況きようを乗り切ることだけ考えろ。

　シャドーナイトたちは次々と地に伏ふし、霧む散さんしていく。

　ここを切り抜ければ、ダンジョンの最深部は目の前だ。数多の冒険者たちがついに成すことができなかった踏とう破はを、成し遂とげることができる。

　宝石を手に入れさえすれば、何もかもが丸く収まる。

　勇者に一ひと泡あわ吹ふかせることができ、ルミナのクビも撤回される。

　シャドーナイトが残り一体となったときだった。その個体はもはや勝利を収めることは不可能だと悟さとったのだろう。後退し、岩陰の中へ逃にげ込もうとした。

「逃がすか！」

　ロキは追い討うちを仕し掛かけようと、前へ踏み出す。

　その瞬しゆん間かんだった。

　ズッ、

　と、足元の地面が凄すごい勢いで沈しずんだ。

　──しまった。落とし穴だ。

　頭で理解したときにはもう、遅おそかった。靴くつ裏は落とし穴の中央を踏み抜き、すでに身体のバランスは崩くずれてしまっている。

　あとは重力に従って、真っ逆さまに落ちていくだけ。

　天てん井じようが遠くなっていく中で、ロキは道中に見かけた、落とし穴に落ちてしまった冒険者たちの屍を思い出していた。

　剣けん山ざんに貫つらぬかれた冒険者の身体は後ろへ反り返り、着ていた鎧よろいの胸むな元もとからは無数の剣先が飛び出していた。それは見るも痛ましい姿だった。

　──僕もきっと、数秒後にはそうなるんだろうな。

　すぐ背面には死が忍び寄っている。

　身体は完全に宙に投げ出され、剣を岩いわ肌はだに突つき刺して落下を止めようにも距きよ離りが遠すぎて剣先が届かず、もうどうすることもできない。

　あと、もう少しだったのに。手を伸ばせば届く距離だったのに。

　やっぱり、僕じゃ──

　ロキは落ちていく中で、初めて諦てい念ねんを抱いた。

　死を覚かく悟ごして目を瞑つぶろうとした瞬間、何かに力強く手首を摑つかまれた。落下していた身体が繫つなぎとめられて、停止する。

「……え？」

　おかしい。自然に落下が止まるはずなんてない。服が岩肌に引っかかるといった偶ぐう然ぜんも絶対に起こりえない状況のはずだ。

　じゃあ、どうして。

　ロキは円形に開けた落とし穴の上部を見やり、絶句した。

「る、ルミナ……!?」

　落とし穴の縁へりから上半身を乗り出し、ロキの手首を懸けん命めいに摑んでいたのは、紛れもなくルミナだった。

　ロキの体重を支えきれないのか、表情を苦しげに歪ゆがめている。

「どうしてここに……」

「いいから！　今は自分が助かることだけを考えなさい！」

　ルミナはそう一いつ喝かつすると、ロキの手首を摑んでいた両手──その右人差し指だけを内側に巻き込むようにくいっと動かした。するとロキの足元から風が巻き起こり、その勢いに乗じてロキの身体を一気に引っ張り上げる。

　ロキは落とし穴の外側へと投げ出され、尻もちをついた。

　ルミナは疲つかれ果てたのか、肩かたを上下させるほど息を乱している。

「ルミナがなんでここに……」

「……あんたのあとをつけてきたのよ。サラの奴、あんたがこのダンジョンに向かったかもしれないなんて言うもんだから」

「そうだったのか……」

「けど、まさか本当に一人でダンジョンに来てるなんてね。昨日、他の連中が散々無茶だって諭さとしてたでしょうが」

「うん」とロキは言った。「それは自分でも分かってる」

「だったら、なんで……」

「僕はまだ、君と別れたくなかったんだ」

　ロキはまっすぐにルミナを見つめる。

「君とずっといっしょに旅をして、魔王を討伐して、世界中の人たちにルミナは立派な魔法使いなんだってことを証明したかった」

「──っ」

　ルミナは息を詰つまらせると、ぼそりと弱々しい声で毒づいた。

「……ば、ばか。何言ってんのよ。さっきまで死にかけてたくせに……」

「まあ、確かにそうなんだけど」

　ロキは苦く笑しようする。

　ルミナはふいと顔を背そむけると、立ち上がった。

「……とっとと進むわよ」

「え？」

「ここまで来たら、手ぶらで戻もどるのも勿もつ体たいないでしょ。宝石の一つでも手て土産みやげに持って帰らないと割に合わないわ」

「それって……」

　ルミナはロキに背中を向けたまま、ぽつりと呟つぶやく。

「仕方ないから、もう少しだけ……旅を続けてあげるわよ」

「あ、ああ！」

　ロキは顔を上げる。「でも、僕が一人で行かないと……」

「構いやしないわ」

　ルミナは言った。

「勇者はパーティメンバーの助けなしで宝石を取って来いって言ったでしょ。あたしは昨日限りでクビ。だから今はメンバーでも何でもない。……今のあたしは、あんたの力になりたいだけの魔法使いよ」

　最後のほうはくぐもっていて、注意しないと聞き取れなかった。目ま深ぶかに被かぶった三角帽ぼうの下にある形のいい耳は、真っ赤に熟うれていた。

「ありがとう」

　ロキは素す直なおに言った。

「ルミナがいると、すごく心強いよ」

「……感謝するのは、あたしのほうよ」

「え？」

「なんでもない。さっさと行きましょ」

　ルミナはさっさと先を歩いていってしまう。

　ロキは慌あわててそのあとを追った。




　ダンジョン踏破への道は順調そのものだった。

　ルミナが加入したことで、魔ま物ものとの戦闘は飛ひ躍やく的に楽になった。

　ついにダンジョンの最深部へとたどり着いた。そこは大きく開けた空間だった。

　ホール状に開けていて、天井の位置はとても高い。大声を出せば、反はん響きようして返ってくるのではないかと思うほど奥行きがある。

　空間には蜘く蛛もの巣が張り巡めぐらされていた。銀色のそれは壁かべや天井など至るところを覆おおい尽つくすように広がっている。

　奥の祭さい壇だんに安置された宝箱も、蜘蛛の糸に搦からめ捕とられていた。遠くから見ると銀色の繭まゆのように見える。

「なによ、これ。汚きたないわね」とルミナが洩もらす。

「きっと近くに魔物がいるんだ。注意しないと」

「近くったって、これだけ開けた空間よ？　見れば分かるでしょ。で、姿が見当たらないってことはいないのよ」

「そうなのかな」

「ええ。だからとっとと宝石を取って、ずらかりましょ」

　ルミナはずかずかと宝箱のある祭壇へと向かっていく。

　辺りに魔物の姿は見当たらない。ルミナの言うように、これだけ開けた場所であれば魔物がいたらすぐに分かるはずだ。

　──ってことは、本当にいないのか？

　ロキは猜さい疑ぎ心しんを拭ぬぐいきれないまま、祭壇へ歩いていく。石段を上がり、四本の柱に囲まれたその中心部に、宝箱は置いてあった。

「しっかし、ほんと糸まみれね。このままじゃ開けられないわよ」

「火魔法を使えば、すぐじゃないか？」

「ふふん、まあね。見てなさい。燃やし尽くしてあげるから」

「中身まで炭にしないようにね」

　ルミナは腕うでまくりをし、張り切った様子を見せている。杖つえを構え、今まさに魔法を使おうとした瞬間のことだった。

　突とつ然ぜん、彼女の目の前に、すうっ、と魔物が現れた。

　八本の太く長い脚あしを持ち、迷めい彩さい模様の分厚い体たい軀く。一いつ切さいの感情を窺うかがわせない狩かりゆう人どのような複眼を光らせるそいつは、巨きよ大だいな蜘蛛だった。

　それも、ただの蜘蛛の魔物ではない。

　トランスパイダー。

　Ｓ級モンスターとして冒ぼう険けん者しやたちに恐おそれられる、危険な魔物。

　そいつが今、ルミナのすぐ目の前にいた。

「──っ!?」

　ルミナは弾はじかれたように後ろへ飛び退のく。

「な、なにこいつ。いつの間に近づいてきたわけ!?」

「ルミナ、気をつけろ！　トランスパイダーは自分の体を周囲の景色に同化させて透とう明めいになることができるんだ！」

　攻こう撃げき時こそ透明化は解けるものの、厄やつ介かいなことに変わりはない。

　くそっ、とロキは舌打ちする。

　まさかＳ級の魔物──それも冒険者たちに死神と恐れられるトランスパイダーとこんなところで鉢はち合あわせするなんて。

　本当なら、出会った瞬間に逃にげるべき相手。

　しかし、宝箱が蜘蛛の糸に搦め捕られている以上、あいつを倒たおすしか宝石を手に入れる方法はない。

「ふん。透明化だかなんだか知らないけど、所しよ詮せんは蜘蛛でしょ？」

　ルミナは鼻を鳴らすと、杖を構える。

　トランスパイダーは腹部を折り曲げると、糸線から銀色の糸を吐はき出した。それはよく引き絞しぼられた矢のような軌き道どうで迫せまってくる。

「糸もろとも、あたしが燃やし尽くしてやるわ！」

　ルミナの振ふり出した杖の先せん端たんから、巨大な炎えん球きゆうが放たれる。全てを焦こがし尽くす業ごう火かを孕はらんだそれはしかし、糸に触ふれた途と端たんにかき消された。

「──えっ」

　ルミナは驚きよう愕がくに思わず目を見開く。

　炎球を放った反動で、避よける暇ひまもなかった。ルミナは腹部に糸を喰らうと、遥はるか後方にある岩がん壁ぺきまで押し出され、背中から叩たたきつけられた。

「──ぁっ！」

　短い悲鳴。

　衝しよう撃げきに、手に持っていた杖を落としてしまう。

　からん、と甲かん高だかい音が鳴る。

「ルミナ！　大だい丈じよう夫ぶか！」

「な、なによこれ……ね、ねばねばして動けないっ……」

　ルミナの身体からだは粘ねん着ちやく質しつの糸によって、岩いわ肌はだに張り付けられていた。左腕や両脚まで糸に搦め捕られてしまっている。

　何度も身体をよじるが、抜ぬけ出すことは叶かなわない。

「こうなったら、魔法で──」

　ルミナは唯ゆい一いつ自由の利きく右手を振りかざすと、手のひらに火の玉を生成し、自身を拘こう束そくする蜘蛛の糸を燃やし尽くそうとする。

　だが、火はかき消されてしまった。

「……な、なんで？」

　恐らく、トランスパイダーの糸には耐たい火か性があるのだろう。

　いや、耐火性だけでなく、魔法全ぜん般ぱんに耐性があるのかもしれない。その仮説を証明するように、ルミナが次に放った風の刃やいばでも糸を断たち切ることはできなかった。

「そんな……あたしの魔法が通じないなんて……」

　ロキは剣けんを構えながら、まずいな、と思う。

　ルミナの魔法が通用しないってことは、僕一人でＳ級の魔物と対たい峙じしなければならないってことじゃないか。

　トランスパイダーはすでに姿を消していた。周囲の景色に同化したのだ。

　四方八方、どこから攻撃が飛んでくるのかまるで分からない。自分の構えた剣をどこに突つき出せばいいのかも。

　霧きりの中で一人、立ち尽くしているかのような感覚。

　そのときだった。

　何の前まえ触ぶれもなく、目の前に奴やつの貌かおが現れた。鎌かま状の上うわ顎あごを大きく開くと、ロキの頭を嚙かみ千切ろうと迫ってくる。

「──くっ！」

　ロキは寸前のところで飛び退いて回かい避ひした。ほとんど偶ぐう然ぜんに近かった。

　すぐさま体勢を立て直すと、思い切り地面を蹴ける。

　──この一撃で、仕留める！

　剣を振りかぶり、体軀を斜ななめに斬り下ろす。

　だが、手て応ごたえはまるでなかった。

　放った渾こん身しんの一撃は、分厚い皮ひ膚ふの前に吸収されてしまう。

「くっ……」

　剣けん戟げきは通じない。

「だったら、魔法をお見み舞まいしてやるわ！」

　ルミナは右腕を大きく振り、火球を放った。勢いよく飛んだそれは、トランスパイダーの皮膚に触れると霧む散さんしてしまう。

　対魔ま性しようを持っているのは、糸だけじゃない。本体もか。

　奴には完全に魔法が通じない。つまり、魔法使いにとっての天敵だ。

　しかし、剣も魔法も効かないなんて──

「だったら、どうやって戦えばいいんだ……」

　ロキにはまるで打開策が思いつかなかった。

　これは全く勝ち目のない戦いじゃないのか？

　脳のう裏りにそう過よぎったことで、判断力が鈍にぶったのかもしれない。

　トランスパイダーの次の攻撃に一いつ瞬しゆん、ロキは反応するのが遅おくれた。直撃こそ免まぬかれたものの、左ひだり肩かた口の肉を嚙み切られる。

　その瞬間、視界が赤く点てん滅めつし、想像を絶する痛みが襲おそった。

「──っぁぁあああああ!!」

「ロキっ！」

　神経を焼き切るような痛み。

　その場に崩くずれ落ちてしまいそうになるのを、寸前のところで堪こらえる。

　ここで跪ひざまずいてしまったら、間ま違ちがいなくやられる。

　ロキは着ていた布の服を破くと、肩口の患かん部ぶにきつく巻いて止血する。しかし燃え盛さかるような痛みは引いてくれない。

　それだけじゃない。

　ぐにゃり、と視界全体が歪わい曲きよくする。

　恐らくはトランスパイダーの上顎に毒が塗ぬられていたのだろう。

　意識がぼやけて、もやがかかったようになっている。

　少しでも気を抜けば、途端に気絶してしまいそうだ。

　でも、そうなったら何もかもが終わってしまう。ロキはもちろん、壁に張り付けられているルミナも捕ほ食しよくされてしまうだろう。

　絶対に、倒れるわけにはいかない。気を失うわけにはいかない。

　ロキは震ふるえながらも、何とか剣を構える。

　目の焦しよう点てんは定まっていない。その上、肩で息をしていた。

　トランスパイダーの体軀が少し離はなれたところに出現する。奴は腹部を折り曲げてこちらへ照準を合わせると、そこから銀糸を射出した。

　普ふ段だんなら十分に避けることができた攻撃。しかし、毒によって反応速度が低下したロキにはそれができなかった。身体を左方にずらそうとするものの、それよりも早く粘ねん着ちやく性せいの糸が迫ってくる。

　当たる──とぼやけた頭の片かた隅すみで思ったときだった。一いち陣じんの風が吹ふいて、ロキの身体が左方へ回避しようとするのを補助してくれた。放たれた糸はロキの脇わきを抜けると、後方にある岩へと張り付いた。

　──何が起こったんだ？

　ロキはおもむろに顔を上げると、突とつ如じよ吹ふいた風の出所を探さぐろうとする。

　そこには、壁かべに張り付けられたルミナの姿があった。

「ロキ！　あたしが魔法でサポートするから！」

　ルミナが放った風魔法が、ロキの動きをアシストしていたのだ。それはロキの動きを熟知していなければ到とう底ていできない芸当だった。

「……手て錠じようもあながち、無む駄だじゃなかったってわけだ」

　ロキは一人、苦笑いを浮うかべる。余よ裕ゆうを誇こ示じしていないと、満ちていく毒に精神が侵おかされてしまいそうだった。

　トランスパイダーは先ほど放った糸を収縮させる。地面から剝はぎ取った岩、それが糸の先端に付着して、背後からロキへと迫ってくる。

「ロキ！　後ろっ！」

「──っ！」

　風魔法のアシストもあり、右手に飛び退のくことで避ける──が、トランスパイダーが体軀を捻ひねることにより、糸に付着した岩が遠心力で追撃してくる。勢いをつけたそれはロキの脇わき腹ばらへとめり込んだ。鈍い痛みと共に、何本か骨の折れる感かん触しよくがあった。ロキは水切り石のように地面の上を跳はねる。

「──がはっ！」

　胸の内から熱いものがせり上がり、吐き出す。

　手のひらにはべっとりと血がこびりついていた。

　荒すさんだ呼吸は、ひゅうひゅう、と掠かすれている。

　立ち上がろうとして、できない。

「ロキっ！」

　ルミナは懸けん命めいに身をよじり、糸の拘束から逃のがれようとする。

　けれど、どれだけ腐ふ心しんしてもそれは叶わない。

「なんで、なんで取れてくれないのよっ！　あいつは、あんなにボロボロになって戦ってるっていうのに、あたしはっ……！」

　悲痛な叫さけび声。

　トランスパイダーはそれに目め敏ざとく反応した。

　無む慈じ悲ひな狩かりゆう人どの目をルミナへと向ける。

「……ひっ」

　本能的な恐きよう怖ふを感じたのだろう。ルミナの表情が恐怖に歪ゆがむ。

「……い、嫌いやっ！　来ないで！」

　拒きよ絶ぜつの声は、しかし魔物には届かない。トランスパイダーは八本の太く長い脚あしを器用に蠢うごめかしながら、ルミナの下へ近づいていく。

　待ち受けるのは捕食の運命。

　だが、トランスパイダーは岩壁の前で足を止めた。

　ルミナが張り付けられた岩壁──その前にロキが立ち塞ふさがっていた。

　剣を杖つえ代わりにしながら、額に脂あぶら汗あせを滲にじませている。

「……ここから先へは、通さない」

　全身に毒が回り、骨は折れ、身体は傷だらけ。

　ぼろ雑ぞう巾きんのような状態で、けれど、その声には気き迫はくがあった。

　ロキの目は未いまだ、死んでいなかった。爛らん々らんと炎ほのおのような光を灯ともし続けている。

　トランスパイダーはその姿に何かを感じたのかもしれない。向き直ると、再び攻こう撃げき対象をルミナからロキへ変へん更こうした。

　そこから先は戦いではなく、単なる狩かりだった。

　トランスパイダーが一方的にロキを加か虐ぎやくするだけ。致ち命めい傷しようこそ寸前で外すものの、ろくに抵てい抗こうもできずになぶられ続ける。

　洞どう窟くつの中に、鈍い音と、くぐもった悲鳴が響ひびく。

　けれど、ロキは倒たおれるたび、何度でも立ち上がった。トランスパイダーがルミナに攻撃対象を変えようとするたび、その前に立ち塞がり続けた。

　目は虚うつろで、もはや脊せき髄ずいだけで動いているような状態。血を流しすぎたせいか身体の奥底が冷え切っている。死がひたひたと忍しのび寄っているのが分かる。

　それでも、彼は剣を構え続けた。振ふるうことができないと分かっていても。戦う意志を手放そうとはしなかった。

「なんで……なんで……そこまでするのよ」

　ルミナがやがて、耐たえ切れなくなったというふうに言った。

「あたしを囮おとりにして、自分一人で逃にげることだってできたじゃない。なのにどうして何度も何度もあたしを庇かばって……傷ついて……もう、止やめてよ……」

　その声は震えていた。

　ロキは体当たりを受け、地面を転がる。

　それでもまた、立ち上がる。

「だから……嫌だったのに」

　ルミナは嗚お咽えつを洩もらしながら、悔くいるように呟つぶやく。

「魔女のあたしと関かかわったせいで、あんたが傷ついて……不幸な目に遭あうのが怖こわかったからパーティを抜ぬけようとしたのに……」

　そして、自分の存在を呪のろうように、小さく言った。

「あたしと関わった人は、皆みな、不幸になる……」

「そんなことない！」

　ロキは掠れた声で叫んだ。

「僕は不幸になんてならない。ルミナと関わったせいで傷ついたり、死んでしまうことになっても絶対に後こう悔かいしたりはしない」

　それに、と言って続ける。

「僕は負けない。死んだりなんてしない」

　まっすぐに剣けんを構える。目の前の魔物に背を向けたりなんてしない。

「僕には……世界を救うことはできない。才能もないし、勇者の証あかしである聖せい痕こんも宿していないから。でも、世界を救うことができる人なら──大切なパーティの仲間を守ることならできるはずだから。だから、僕は絶対にルミナを守ってみせる！」

　世界を救えなくてもいい。英えい雄ゆうになれなくたっていい。

　ただ、自分の守りたい人を、守り抜けるだけの力が欲ほしい。そのための力が自分にあることを信じていたい。証明したい。

　ルミナを──大切なパーティの仲間を守ってみせる。

「ロキ……」

「ルミナ、頼たのみがあるんだ」

　ロキは掠れた声で言った。

「僕が合図したら、火魔法を思い切り打って欲しい」

「え？　で、でも……あいつには効かないでしょ……？」

「魔物にじゃない。僕にだ」

「あ、あんたに!?」

「ああ」

　ロキは不安げな面おも持もちのルミナを一いち瞥べつして、苦笑を浮かべる。

「大だい丈じよう夫ぶ。狂くるったわけじゃない。とにかく頼むよ。信じてるから」

　それだけを言うと、魔物へと向き直る。

　一か八か──勝つにはもう、これしかない。

　失敗したら、即そく座ざに死が待っている。

　けれど、今の状じよう況きようを鑑かんがみると、それは早いか遅おそいかだけの違ちがいでしかない。

　賭かけるだけの価値は十分にある。

　トランスパイダーは糸に付着した岩を投とう擲てきしてくる。ロキはその攻撃をルミナの風魔法のアシストを受けて寸前でかわした。

　違う。これじゃない。

　続けざま、今度は糸そのものを飛ばしてくる。

　ロキはその場に片かた膝ひざをついてしゃがむ。頭上を糸が通り抜けていく。

　違う。これでもない。

　そのとき、がくん、ととっくに限界を迎むかえていた膝ひざが折れた。

　自分の意思とは裏腹に、ロキはその場に跪ひざまずいてしまう。

「──っ！」

　トランスパイダーはこの隙すきを見み逃のがさなかった。

　八本の脚をわしゃわしゃと動かし、こちらへと突とつ進しんしてくる。

　見る者に本能的な恐怖を与あたえる漆しつ黒こくの複眼が、体毛の生えた迷めい彩さい柄がらの体たい軀くが、獲え物ものを喰らおうと迫せまってくる。

　トランスパイダーは鎌かま状の巨きよ大だいな上うわ顎あごを開ける。

　毒液の塗ぬられた牙きばが見える。

　ここだ──ここしかない。

「ルミナ！　今だ！」

　ロキが叫ぶのとほとんど同時──ルミナは火球を放った。

　それは合図を出すタイミングが分かっていたとしか思えないほどの迅じん速そくさ。

　常じよう軌きを逸いつした熱を孕はらんだ火球が、ロキの背後から迫る。

　ロキはそれを、背を向けたまま剣で受けた。火球の熱は全て剣に注ぎ込まれ、剣身はまるで火柱が立つかのように燃え上がる。

　いくら皮ひ膚ふが剣や魔法を通さなくても、体内からなら──
















　炎を宿した剣を、頭の後ろへ引き絞しぼる。

　矢を穿うがつように鋭するどく、強く。ロキは自身を喰らおうとする魔物の──その口内目め掛がけて渾こん身しんの一ひと突つきを放った。

「くらえええええええっ！」

　両者は邂かい逅こうする。

　トランスパイダーの上顎がロキの頭部を嚙かみ千切るのと、ロキの放った剣戟が魔物の口内を貫かん通つうするのでは、一いつ瞬しゆん、後者のほうが早かった。

　剣先を深々とくわえ込んだ魔物は動きを止める。ぎろりと黒目を剝むくと、悲鳴を上げるかのように振しん動どうし始めた。

　体軀の内側から、炎が広がっていく。燃え上がっていく。

　静かに、だが確実に、全身が焼き尽つくされていく。

　それに伴ともなって、空間に張り巡めぐらされていた蜘く蛛もの糸も燃え始めた。

　銀糸は静かに焼け落ち、光の雨となって降り注ぐ。

　ロキはきらきらと輝かがやく光の粒つぶに打たれながら、目の前の魔物を見やる。

　炎に包まれたそれは、すでに生命活動を停止していた。ぱちぱちと静かな火の粉の音色が鳴り響く中、沈ちん黙もくを貫つらぬいている。

　炭化した体軀は、足元からゆっくりと風に吹ふかれて浄じよう化かされていく。その光景は花弁が散るときのように穏おだやかだった。

　完全に消しよう滅めつしたとき、空間に奴やつの痕こん跡せきは残っていなかった。

　体軀も、蜘蛛の糸も、跡あと形かたもなく消えている。

　まるで最初から何もなかったかのように。

　ロキはそれを見届けると、ようやく安あん堵どの息をついた。

　──よかった。上手うまくいって。

　気が抜けると、とうに限界を迎えていた身体が悲鳴を上げる。ロキは抗あらがうこともできずその場に崩くずれ落ちると、うつ伏ぶせになって倒れた。

「ロキ！」

　蜘蛛の糸から解かれたルミナが、駆かけ寄ってくる。

「ねえ！　しっかりして！　ねえってば！」

　耳元で叫さけぶ声ですら、遠くに聴こえる。

　霞かすんだ視界の中で、ルミナは泣いていた。顔中を涙なみだでぐちゃぐちゃにして、前まえ髪がみを振り乱して一心不乱にロキの名を呼んでいた。

　ロキは薄うすく微ほほ笑えむと、ゆっくりと、彼女のほおに手をあてがう。

「……よかった。守ることができて」

　僕にも何か、できることはあった。守れるものがあった。

　それが分かって、証明できて、よかった。

「バカ！　あんたが死んだら、何の意味もないじゃない！」

　ルミナはそう言うと、ロキの肩かたを支えて歩き出す。

「ダンジョンを出るまで、絶対に死ぬんじゃないわよ！　もし死んだら、あんたのことをぶっ殺してやるんだから！」

　ロキは、どっちにしても殺されるんじゃないか、と笑った。その言葉がきちんと彼女に伝わっているかどうかは、分からなかった。

　意識が、暗くら闇やみに落ちていく。




　ダンジョンの入り口は、ユバーラの町から外れた山中、辺りを鬱うつ蒼そうと茂しげる草木に囲まれたところにあった。

　荘そう厳ごんとした岩山を穿つように、闇が大口を開けている。

　木々の間から差し込む陽光が、土の上に穏やかに降り注いでいる。

　ロキとルミナを除くパーティメンバーたちは、ダンジョンの入り口の前で二人の帰りを今か今かと待ち続けていた。

　サラとアビゲイルは不安と心配を抑おさえきれないというふうに。

　ファナはいつもの無表情で。

　そして勇者は、結末を楽しみにしているというふうに。石の上に足を組み、頰ほお杖づえをつきながらダンジョンの入り口を見み据すえている。

　その瞳ひとみが二つの人ひと影かげを捉とらえたのは、日が暮れる頃ころだった。

「あっ」とアビゲイルが言った。「帰ってきた！」

　パーティメンバーたちの視線は、ダンジョンの入り口へと集中する。

　人影が近づいてくるにつれて、その姿が明めい瞭りように浮うかび上がる。

　ルミナが、ロキの肩を支えながら、歩いてきていた。ルミナの顔は憔しよう悴すいし、身に纏まとっているローブは土や血などの汚よごれを帯びている。

　だが、それ以上に、ロキが酷ひどかった。全身傷だらけで、肩かた口ぐちに巻いた布には黒ずんだ血がべっとりとこびりついている。衣服のところどころが破け、毒でも受けているのか目の焦しよう点てんが定まっていない。息があるのが不思議なほどの状態だ。

「ろ、ロキっち！　すぐに手当てしないとっ！」

　アビゲイルが慌あわてた様子で駆け寄っていく。

　ロキがルミナとサラの肩を借り、ゆっくりと歩いてくる。

「どうやら、生きて帰ってきたようだな」

　勇者が頰杖をついたまま、口元を嘲ちよう笑しようの形に歪ゆがめる。

「その様子だと、のこのこ逃にげ帰ってきたってところか？」

「……」

　ロキはしばらく荒あらい息を吐はいていたが、やがて懐ふところに手を入れると、何か輝くものを手のひらに載のせて差し出した。

　陽光を浴びて蒼あおく光り輝くのは、ブルーマリンだった。水すい滴てきのような形の中に、無限の水を生み出す魔ま力りよくが秘ひめられている。

　見る者の心を洗い流すような、神秘的な光をたたえていた。

「……ほお」

　勇者はそのとき初めて、驚おどろいたように目を見開いた。まさかロキたちが宝石を取ってこられるとは思っていなかったのだろう。

「……これで、ルミナのクビを撤てつ回かいしてくれるんだろ」

　ロキは息も絶え絶えに、尋たずねる。

　勇者はブルーマリンを手に取ったあと、元の冷れい淡たんな表情になって言った。

「俺はてめえ一人で取って来いと言ったはずだ。だが、見る限り、てめえはルミナの力を借りたように見えるがな」

「勇者様！」

　サラが非難するような目で睨にらみつける。

「……あんたは何か勘かん違ちがいをしているようだから、言っておくけど」

　ルミナが勇者を見据えながら口を開く。

「あたしはただ、ロキのあとをつけていっただけよ。だからロキの手助けなんて一つもしてない。こいつは一人で──」

「ルミナ」

　ロキは手のひらを差し出して制し、その先を続けさせなかった。自らの口で伝えたいというロキの意思を汲くみ取ったのか、ルミナは口をつぐんだ。

　ロキは額に脂あぶら汗あせを滲にじませながら、勇者と対たい峙じする。

「……お前の言うとおりだ。僕は一人で宝石を取ってきたわけじゃない。ルミナの助けがなかったら、ルミナの力がなかったら、絶対に無理だった」

　だから、といって、告げた。

「この宝石は、二人で取ったものだ。僕たち二人の力で……協力したからこそ、取ってこられたものだ。そこに恥はじるべき部分なんて、一つもない」

　ロキ一人じゃ、絶対に無理だった。

　ルミナが風魔法でアシストしてくれたからこそ、火球を放ってくれたからこそ、ダンジョンを攻こう略りやくすることができた。

　二人だからこそ、連れん携けいしたからこそ、成し遂とげることができた。

　勇者は長い間、ロキの真しん摯しな目を見つめ続けていた。そこにいったい何を感じていたのかは分からない。だが、やがて、

「……いいだろう」

　と、呟つぶやいた。

「雑ざ魚こを連れてダンジョンを踏とう破はしたルミナの力は認めてやる。だが、てめえは今までどおり一生二軍だ。それを忘れるな」

　そして視線を切ると、

「アビゲイル。こいつらを手当てしてやれ」と言った。「ロキだけじゃなく、ルミナのほうもだ。後こう遺い症しようが残のこったら、使えなくなるからな」

「勇者っち、それって……」

「さっさとしろ。二度も言わせるんじゃねえ」

「りょ、りょーかいっ！」

　アビゲイルは駆け足で、ロキたちの下へと走っていく。

　ロキはルミナとサラに肩を借りながら、町の方向へ歩いていく。その傍かたわらをアビゲイルとファナが付き添そっていく。

　遠ざかっていくパーティメンバーたちの後ろ姿。

　勇者はそれを見送ったあと、手元のブルーマリンに視線を落とした。青色の輝きを放つ宝石を眺ながめながら、にやりと口元を歪ませる。

「……ふん。まさか、本当に獲とってきやがるとはな。潰つぶし甲斐がいのある奴だ」

　どこか喜色の滲んだその呟きを聴きいた者は、誰だれもいなかった。




　アビゲイルの治ち癒ゆ能力はやはり、大したものだった。

　ほとんど瀕ひん死しの状態にまで陥おちいっていたロキだったが、彼女の治癒魔法によって一命を取り留めることができた。けれど、絶対安静の状じよう況きように変わりはない。

　ずっと側そばで付き添ってくれていたサラは安心し、次いで怒おこった。

　あまり無茶をしないで欲しい。無茶をするにしても、その前に一度、私たちに相談して欲しかった。仲間なのだから、と。

　ロキとしては、平謝りするほかなかった。自分が傷つくことで心配する人がいるのだということを思い知らされた。

　あっという間に日は沈しずみ、夜が駆け足でやってきた。

　ロキは、今日くらいは宿で休んだほうがいい、というサラの言葉に従い、彼女が取っていた部屋のベッドに仰あお向むけになって横たわっていた。

　室内は静まり返り、側に置かれた燭しよく台だいには火が灯ともっている。

　窓の外に浮かぶ三日月、冷え冷えとした光が静かに差し込んでいた。

　──こうしていると、昼間の戦いが噓うそみたいだ。

　ロキは天てん井じようを眺めながら、そんなことを思う。けれど、アビゲイルの治癒魔法でも治癒しきれなかった傷の疼うずきが、それが本物であったことを証明している。

　そのとき、部屋の扉とびらが控ひかえめに叩たたかれた。

　──サラだろうか。それともアビゲイルだろうか。どちらにしても、僕の体調が気になって様子を見に来てくれたんだろうな。

「どうぞ」とロキは促うながす。

　扉がゆっくりと開かれ、誰かが室内へ入ってくる。

　身体からだを起こして見ると、そこにいたのはルミナだった。白色のふわりとしたワンピース状の寝ね間ま着きに身を包んでいる。

　いつもの三角帽ぼうは被かぶっておらず、紅べに色の髪かみが垂れていた。

「どうしたんだよ。こんな時間に。部屋を間違えたのか？」

　ルミナもまた、アビゲイルの部屋を使わせてもらっていた。だから今夜は、サラとアビゲイルが荷台で寝ている。

「……違うわよ。あんたの様子が気になって……」

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ。アビゲイルの治癒魔法のおかげでね。まあ、当分は安静にしておかないといけないみたいだけど。それより、ルミナこそもう平気なのか？」

　ルミナはこくりと頷うなずく。

「そっか。よかった」

　会話が途と切ぎれる。もう用件は終わったはずだ。

　なのに、ルミナは扉の前に突つっ立たっていた。どこか気き恥はずかしそうに、ワンピース状の寝間着の裾すそをぎゅっと摑つかんでいる。

「……ね、ねえ」

「ん？」

「……その……い、いっしょに寝ても、いい？」

「え？」

「だ、だからっ」ルミナは顔を真っ赤にして、言う。「あ、あんたといっしょに寝てもいいかって聞いてるの！……一人だと、寂さびしくて……」

　ロキは表情から力を抜ぬいて、微ほほ笑えんだ。

「うん。いいよ」

　ルミナは近づいてくると、おずおずとロキのベッドへ潜もぐり込んできた。服越ごしに肌はだと肌とが触ふれ合うほど、ぴたりと身体を寄せてくる。まだ幼いからか、体温が高い。

　彼女の髪の香かおりが、鼻び腔こうをくすぐる。

「……手」

「え？」

「……手、繫つないで」

「あ、うん」

　ロキは言われるまま、ルミナの手を握にぎり締しめる。

　小さくて、柔やわらかい感かん触しよく。一流の魔法使いであっても、彼女はまだ十四歳の少女なのだということを思い知らされる。

「……あんたの手、おっきい」
















　ルミナはそう呟くと、手のひらを握り返してくる。

「……それに硬くて、温かい」

「自分じゃよく分からないや」

　ロキが言うと、ルミナは猫ねこのように目を細めた。

　ねえ、と囁ささやかれる。

「この前のこと、覚えてる？」

「この前のことって……」

「あんたが、あたしの弟子になりたいって話」

「ああ、うん」

「あれ、今でもそう思ってる？」

「え？」

「まだ、あたしの弟子になりたいって思ってる？」

　ロキはルミナの顔を見やる。

「それは思ってるけど」とロキは言った。「でも、どうして……」

「信じてみようと思ったの」

　ルミナはぽつりと言った。

「あんたが──あたしのクビを撤回させるために命を懸かけてダンジョンで戦っている姿を側で見て。この人ならきっと裏切らないって、何があってもあたしの側にいてくれるかもしれないって、そう思ったの」

「裏切ったりなんて、しないよ」

　ロキは言った。

「僕はルミナの側にいる。弟子として、仲間として」

「うん……」

　ルミナは照れたように俯うつむいた。そして言う。

「ねえ、ロキ。一つ、魔法をかけてあげる」

「魔法？」

「そう。弟子になった証あかしに。……たとえ世界中の人が敵になったとしても、あんただけはあたしの側にい続けてくれる。逆の状況になったときは、あたしだけは、あんたの側にずっとい続けてあげるっていう魔法。……師し匠しようと弟子の契ちぎり」

「……初めてだね」

　ロキは穏おだやかな表情をして言った。

「ルミナの提案で、損得が吊つり合ってるっていうのは」

「……うっさい。ばか」

　ルミナは薄うすく微笑むと、そっと顔を寄せてきた。可愛かわいらしい唇くちびるが恐おそる恐おそる、小鳥が餌えさをついばむような頼たよりなさで、ロキの口元に触れる。

　柔らかくて、温かな感触。

　無防備な彼女の息いき遣づかいが、体温が、手に取るように分かる。

　ルミナはやがて赤らんだ顔を離はなすと、不安そうに尋たずねてくる。

「……ねえ。魔法、ちゃんとかかった？」

「うん」とロキは頷いた。「ばっちりかかったよ」

「そう。……よかった」

　ルミナはそれを聞いて、安心したように微笑んだ。

　その表情は優やさしく、年相応にあどけない。

　彼女はロキの胸むな元もとにそっと額を預けると、

「今夜はずっと、ぎゅってしてて。あたしが眠ねむるまで……」

　と、囁くような声量で呟つぶやいた。

　ロキは何も言わず、繫いでいない方の手で、ルミナの身体を抱だき寄せる。彼女はまるで抵てい抗こうすることなく、細身を委ゆだねてきた。

　その表情は安あん堵どに満ちながらも、ほのかに赤らんでいる。

　ロキにはそんなルミナが、とてもかわいらしく思えた。




　その夜、ルミナは色々なことを話してくれた。

　今日に至るまでにあった、楽しいこと、嬉うれしかったこと、悲しかったこと、それら全すべてをたっぷりと語ってくれた。

　自分の中に抱かかえたまま、行き場のなかった気持ち。

　今までずっと、溜ため込んできた想おもい。

　それら全てを吐はき出すように、夜通し話し続けた。

　やがて、ルミナは話し疲つかれたのか、ロキの胸の中で眠ってしまった。安心しきった幸せそうな寝顔をしながら、安らかな寝息を立てている。

　その日、ルミナがうなされることはなかった。

　過去ではなく、初めて、未来に夢を見ることができたからだ。




　ある晴れた日の、昼下がり。

　ロキは森の中にある川辺で、いつものように洗せん濯たくをしていた。

　木々の葉の間から差し込む陽光が、土の上にまだら模様の影かげを作っている。それは風が吹ふくたび心地ここちよさそうにたゆたう。今日は絶好の洗濯日和びよりだった。

　たらいに汲くまれた清流の水、そこに浸つかったパーティメンバーたちの服を、洗濯板を使ってごしごしと手洗いしていく。

「……くそっ。やってることが前と全然変わってないじゃないか」

　ぶつくさと文句を垂れながらも、水洗いの手は休めない。

　ロキの傍かたわらには、未いまだ洗濯物が山のようにこんもりと積まれている。

　万年二軍を勇者に宣告されたロキは相変わらず、炊すい事じや洗濯、買い出しや馬車番などの雑用に追われる日々を送っていた。

　以前までと何ら変わらない生活。

　しかし、少しだけ変わったこともあった。

「……勇者の奴やつ。いつか絶対、後こう悔かいさせてやる」

　ロキが恨うらみ辛つらみを募つのらせながら、雑事に精を出していると、

「何ぶつくさ言ってるわけ？」

　ルミナが背後から声をかけてきた。

「い、いや、別に……」

　ロキは慌あわてて取り繕つくろう。

　小物感が半はん端ぱない台詞せりふを吐いていたとは、言えない。こいつ、女め々めしいなー、と舐なめられてしまうからだ。

「洗濯物、乾かわかし終わったわよ」

「え？　もう？　さっき干し始めたところなのに」

「あたしは魔法使いだもの。風魔法を使えば、あっという間よ」

　ロキはそこで、あれ？　と思う。

「でも、この前は火ひ熾おこしに魔法を使うのを渋しぶってたじゃないか。なんであたしの高こう尚しような魔法を火熾しなんかに使わないといけないのって。今回はどうして自分から魔法を使ってくれたんだ？」

「そ、それは……」

　ルミナは気まずげに目を伏ふせると、

「あんたの役に立ちたかったから……」

「え？」

「な、なんでもない！　このあとは魔法の訓練でしょ!?　さっさと洗濯終わらせないと日が暮れちゃうでしょうが！　あたしだって暇ひまじゃないの！」

「なるほど。そういうことだったのか」

　ロキは納なつ得とくして笑みを浮かべる。

　ルミナは無事、パーティに残留することができた。

　依い然ぜんとして二軍ではあったが、地域に出しゆつ没ぼつする魔ま物ものによっては時々、一軍に登用される機会も出てきた。

　ルミナは前よりずっと連れん携けいが取れるようになっていた。きっかけは言うまでもなくロキとのダンジョン攻こう略りやくだった。

　そしてロキは、ルミナが二軍の日に、魔法を教えてもらっていた。

「さあ、馬車に戻もどって魔法の訓練をするわよ」

　ルミナは干し終わった洗濯物を半分抱えながら、歩いていく。

「あんたは全然ダメダメだから。基き礎そからみっちりやらないと。いつまで経たっても魔法を使えるようにならないわよ」

　厳しい言葉。けれど、ロキはサラに聞かされて知っている。ルミナは陰かげではロキのことを褒ほめているということを。

『あいつは根こん性じようがあるし、筋は悪くないわ』

『すぐに初級魔法くらいなら使えるようになるわよ』

　そうどこか誇ほこらしげに、サラに語っているということを。

　そして、どうすればロキに上手うまく魔法を教えられるだろうかと、毎日夜遅おそくまで魔道書を読みふけっているということを。

　でも、彼女はロキの前では、そんなことはおくびにも出さない。

　素す直なおじゃないからだ。

「あたしとしても、あんたには魔法を覚えてもらわないと困るわけ。強くなってもらわないと困るわけよ」

「どうして？」

「あんたはあたしの弟子でしだから。師匠の顔に泥どろを塗ぬるつもり？」

　ルミナは、それに、と言った。

「あんた、一軍に上がりたいんでしょ？」

　そうだ。今は二軍だけど、いつかは必ず一軍に上がる。

　強くなって、勇者を倒たおしてみせる。

　立ち止まっている暇なんて、ない。

「うん」

　ロキは頷うなずくと、洗濯物を抱えたまま駆かけ出した。

　ルミナの隣となりに並び立つと、木こ漏もれ日の中をいっしょに歩いていく。

　旅はまだ、続いていく。










　　　あとがき




　初めまして、布ふ施せ瓢ひよう簞たんと申します。

　この度たび、第一回カクヨムＷＥＢ小説コンテスト《特別賞》を受賞させていただきデビューの運びとなりました。

　世の中にはあとがきをすらすら書ける系作家の人と、書けない系作家の人の二種類がいると思うのですが僕はどうやら後者だったようです。自分でも引くくらい筆が進みません。

　ともあれ、五ページものあとがきを任されてしまったので、白しろ目めを剝むき血ち反へ吐どを吐はきながらも何とかページを埋うめていかなければなりません。なので、何の前まえ触ぶれもなく急に文字が大きくなったり、やけに頻ひん繁ぱんに改行するようになったり、ほんの三行前に出てきた文章がまた出てきたりした際には、奇き抜ばつさを狙ねらっただとか、読みやすさに配はい慮りよしただとか、リフレインすることによる何かしらの効果を狙ったりだとかそういうことは一切なく、ただ万ばん策さく尽つきてページ数を稼かせぎにかかっているだけなので、見つけ次第、「あ、こいつやりやがったな」と暖かい目で軽けい蔑べつしてください。




　さて、この辺りで作品についての話でも。

　この作品はカクヨムＷＥＢ小説コンテストに応おう募ぼするためにネット上に載のせていたものなのですが、正直なところ賞を取れるとは全く思っていませんでした。

　というのも当初、コンテストの募ぼ集しゆう要よう項こうには各ジャンルにおける賞は大賞の一作品だけだという旨むねのことが書いてあって、拙せつ作さくはＷＥＢで応おう援えんしてくださった読者の皆みな様さまのおかげで最終選考には残れたものの、とても大賞を取れるような順位ではありませんでした。

　なので僕はすっかり諦あきらめていて、「まあでも最終選考には残ったし、二年くらい連れん載さいしてたら功労賞的な感じで書しよ籍せき化してもらえるかもなー」といった感じでコンテストのことを忘れて日々を過ごしていたのですが、ある日リビングのソファに仰あお向むけになって虚こ空くうを眺ながめているとカクヨム運営様から特別賞に決定いたしましたという内容のメールが。

　あまりに不意打ちすぎたせいか、喜びの感情が湧わいてくるというよりも、戸と惑まどいの気持ちのほうが強かったです。なんだこれぜってー噓うそじゃん。あれでしょ？　六億円の遺産相続を受け取ってとかそういうメールと同じ類たぐいのやつでしょ？

　でも、大おお阪さかから新幹線に乗って東京にいって、角川第三本社ビルにある編集部にお邪じや魔まして担当編集さんとお会いして話をするうちに、「あ、これマジなやつだわ。モノホンだわ」とようやく事態を飲み込めて今に至ります。

　ちなみに本作はＷＥＢ版とは大きく内容が異なります。二軍のダメな主人公が自分をバカにした勇者を倒たおそうと奮ふん闘とうするという基本骨こう子しは同じですが、主人公の職業が商人から村人になったことでよりモブキャラ感が出て共感しやすくなっていたり、勇者がより強くて悪い奴やつになって倒し甲斐がいが出ていたり、盗とう賊ぞくのキャラが変わっていたりと、すでにＷＥＢ版をお読みになった方でも楽しめるような内容になっていると思います。たぶん。

　ちなみに盗賊のファナはＷＥＢ版ではハンナという名前で、ちょっとえっちなお姉さんキャラだったのですが、担当編集さんの「サラとキャラ被かぶってないですか？　無口クール系のロリ貧乳とかいいと思います。いいと思います」という鶴つるの一ひと声こえで誕生しました。僕は今までそんな属性のキャラを一度も書いたことがなかったので、本当に大だい丈じよう夫ぶかしら……と戦せん々せん恐きよう々きようと書き始めたのですが、これが意外と楽しかったです。自分以外の誰だれかの意見を取り入れて書くことの面おも白しろさを初めて体験できました。やったね。

　他ほかにも色々なところがＷＥＢ版とは変わっていますが、担当編集さんの的確な指し摘てきのおかげで全体的にパワーアップしていると思います。




　ところで、ライトノベルって、だいたい六百円くらいじゃないですか。

　六百円って地味に結構するなあ、って僕なんかは思うわけです。六百円あったらきっと色々なことができますよね。電車に乗って遠くにいけるし、美味おいしいご飯が食べられるし、レンタルビデオなら六本借りられるし、映画館行くには千二百円ほど足りないし、百二十円のジュースだったら五本買えるし。チェリオだったら六本買えるし。落としたらそこそこショックだし。

　今、ライトノベルだけでも月に百冊以上出ていて、その中にもアニメ化作品やアニメ化作者さんの新作があって、明らかに供給過多な現状で、海のものとも山のものともつかない新人のデビュー作を買う人ってまあ中々のチャレンジャーだと思うわけです。今はネットの投とう稿こうサイトで無料で小説を読めるからなおさらです。

　さくらねこさんの描えがいた素敵イラストに目を引かれてか、あるいは営業の方や書店員の方々が頑がん張ばって催さい促そくしてくださったからか、何かびびっと来るものがあったからなのか、とにかく貴重な六百円を使って本作をご購こう入にゆういただいた読者の皆みな様さまには代金分の楽しみを提供できたらと願ってやみません。個人的にはイラストだけで代金分の価値はあるな、と思うのですが本文も負けないよう頑張ります。いや、頑張りますって言っても、あとがき書いてる時点ではもう書き終わってるんですけど。




　では、そろそろ謝しや辞じへと移らせていただきます。

　イラストレーターのさくらねこさん、最高のイラストを描いていただいて本当にありがとうございました。キャラのデザインを初めて拝はい見けんさせていただいたとき、この人に担当してもらえて本当によかった……と喜びに打ち震ふるえました。皆、めっちゃかわいかったです！　表紙のルミナの腰こしのラインドスケベ過ぎてほんと好き。

　担当編集のＹさん。本当に色々とお世話になりました。おかげで原げん稿こうがぐっとよくなったように思います。これからもどうぞよろしくお願いします。

　また、様々な形で本書に携たずさわっていただいた人たちがいなければ、この話が本という形式で読者の方々に届くことはありませんでした。ありがとうございます。

　そして最後に、この本を手に取っていただいた読者の方へ特別の感謝を。どんな物語も受け手に認識してもらえなければ、存在していないのと同じです。本書をお楽しみいただけたかどうかは分かりませんが、少なくともそうあって欲しいという一念で書きました。読どく了りようしたあとに少しでも楽しんでいただけたというなら、これにまさる喜びはありません。

　それではまた、どこかで皆様とお会いできたらと思います。

　ありがとうございました。





布施　瓢箪



















布施瓢箪

●ふせひょうたん



本作で、第１回カクヨムＷｅｂ小説コンテスト《特別賞》を受賞。１９９５年生まれ。義務教育の全てをゆとり教育で過ごすという完全究極体ゆとり世代。学生時代は概ね二軍で、休み時間の大富豪に青春を捧ぐ。８切りが得意。


















カバー・口絵・本文イラスト／さくらねこ

カバーデザイン／伸童舎










勇ゆう者しやのパーティで、僕ぼくだけ二に軍ぐん!?








布ふ施せ瓢ひよう箪たん
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